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序

中国縦貫自動車道建設事業の進むなかで芙作～落合間の工事が完成し、昭和49年12月21日には、

津山インターチェンジにおいて開通式が挙行されました。

岡山県教育委員会では日本道路公団からの委託事業として、道路建設工事に先がけて昭和44年以

来、建設用地内の埋蔵文化財について緊急発掘調査を実施してまいりました。この間、遺跡の保存

について公団と協議を重ねながら幾多の困難な情勢のなかで久米）発寺は高架橋による保存がなされ

また、宮の前遺跡の貯蔵穴群は一部設計変更により全壊をまぬがれました。このことは、関係者の

間で、埋歳文化財の菫要性に対する認識が一層高まった結果によるものと考えられます。

当委員会では、この緊急発掘調査による報告書をすでに 4回に分けて刊行してまいりましたが、

このたぴ第 5分冊として翡本遺跡など 7遺跡に係る調査報告書を発刊する運ぴとなりました。

本報告書は限られた整理期間のなかでその成果を執筆、収録したもので内容的には不充分な点が

あると思いますが、今後の学術研究の資料に、また文化財保護の一助として活用していただければ

幸甚に存じます。

なお、調査にあたって日本道路公団並ぴに中国縦貫自動車道埋蔵文化財保護対策委員会をはじめ

地元関係市町村教育委員会、岡山県遺跡保護調杏団、その他関係各位の御協力と御指導をいただい

たことに対し厚くお礼申しあげます。

昭和50年 3月

岡山県教育委貝会

文化課長小 林 孝 男



例 言

1. 本調在報告，杯は， 日本道路公団の委託により，岡山県教育委員会が実施した中国縦貫自動車道

建設用地にかかる埋蔵文化財の緊急発掘調←代の概要である。
• 

2. 岡山県内の発掘調杏は，第一次整備区間と，第二次整備区間に分れ，第一次整備区間では， 25

逍跡あった。昭和44年 3月久米郡久米町久米廃寺に済手して以来，昭和48年 6月30日英田郡作東

・t 
町高本遺跡の調奇終了まで， じつに 4年 3ヵ月を要した。この調査に係る報告書は 5分冊に分け

て逐次刊行してゆくことになった。本調企報告書はその第 5分冊である。なお第二次整備区間は

現在発掘調企か進行中である。

3. 中国縦貫自動車道埋蔵文化財保護対策委貝会の設置については，昭和42年 5月，岡山県考古学

研究名の会からの"'し入れに基づいて，対策委員に下記の諸氏を委嘱した。

勝央中学校教諭 戊野克已 （昭和47年11月～）

津山市教育委員会主小 今井 痒フL （昭和44年 4月～昭和46年 5月）

旭第三小学校教諭 神原英朗 （昭和44年 4月～昭和44年 9月）

岡山大学教授 近藤義郎 （昭和47年11月～）

｀ 
、、今

津山みのり学園 梢月 :11 介 （昭和44年 4月～）

院庄小学校教諭 土居 徹 （昭和44年 4月～）

! 津山研等学校教諭 宗森英之 （昭和47年11月～）

美作名古学研究会会長 渡辺健治 （昭和44年 4月～）

4. 調査は，岡山県教育委員会文化課（昭和44年度は社会教育課）が，埋蔵文化財保護対策委員会

の助言をうけて実施した。

以下，年次ごとに構成員と，調査遺跡名をあげる。なお，担当調査員は津山教育事務所兼務であ

った。

昭和44年度， 
社会教育課長 富原 昇

主 幹 神野 力

課長補佐 花房芳忠

II 谷口 恰

管理係長 光嶋尚之

文化係長 桐野嘉雄

文化財保護主事 I 11I・' { 杯＊ 忠彦 高橋 護

指導主事 神原英朗

主 事 河本 清

(1) 

調査遺跡名

美作国府（第一次）



主 事 葛原克人 枝 111 陽 久米廃寺（第一次）

泉本知秀 栗野克己 西原遺跡

津山教育事務所

所 長 福島祐
Q 

庶務課長 西 ロ秀俊

庶務係に 小西 成

:t 1i 山 本 剛

｀ 昭和45年度

教育次lf(文化課長-1~務取扱い）

三村 克

主 幹 萩原 郎 天神原遺跡（第•次 I

II 神 野 力 押人飯綱神社古珀

文化係長 光嶋 i均之 押人西遺跡（第—·次）

文化財係長 1,怜森 忠彦 野介代遺跡

文化財保護主事 高橋 ＂,fI. 文 災作国府跡(り第二次＼

｀ 主 事 河本 、H、主l 中 力 昭 二宮大成遺跡（第次 i
． 

＂ 橋本惣司 伊藤 晃 久米廃寺跡（第二次 I

＂ 泉本知秀 栗野克己 穴塚古培 ! 

II 柳 瀬昭彦 西原遺跡

津山教育事務所

所 長 福島祐

次 長 平井克己

庶務係長 本郷恵津大

主 事 山本 剛

＇ 昭和46年度

文化課長 神野 力

参 事 萩原 郎

文化主幹 光嶋尚之

文化財係長 ,'i'l森 忠彦

主 任 渡辺武彦

文化財保護主代 底橋 護 天神原遺跡

主 仔 大山行正 押入西遺跡

文化財保護主事 河本 清 沼古墳

(2) 



主 事 橋本惣司 伊藤 晃 美作国府

II 栗 野克己 泉本知秀 二宮大成遺跡

＂ 柳瀬昭彦 下沢公明 宮尾遺跡（第一次）

＂ 山 I~ 康平 井上 弘 領家遺跡． 
＂ 岡田 博 池畑耕 赤野遺跡（第一次）

津山教育事務所

e 
所 長 福島柘

次 長 平井克己

係 長 田 中篤周

主 事 春名 勝 難波友広

昭和47年度

教育次長（文化課長事務取扱い）

大原利 ’I＇ I ‘ 

参 事 萩原 郎

.,,, 文化財主幹 富岡敬之 高本遺跡

文化主幹 原田道明 狼谷遺跡

主 任 渡辺武彦 北山古墳群， 
文化財二係長 岡本明郎 上相遺跡

主 任 大山行正 小中古墳群

文化財保護主事 河本 清 小中遺跡

II 橋 本惣司 平遺跡

主 事 田仲満雄 栗野克已 梶原遺跡

II 泉 本知秀 井_/・_ "1-' 宮尾遺跡

” 松本和男 山序康平 下市瀬遺跡

＇ ” 岡田 博 高畑知功 赤野遺跡

II 宮 治夫

岡山県開発公杜

技師補 太田 悠 戸川孝―

＂ 大賀秋秀 林 撤也

＂ 
小林泰利 小倉辰之

＂ 森安広之 寺坂伸生

津山教育事務所

所 長 福島祐

(3) 



次 長 赤木 茂

庶務係長 田 中篤周

主 串 存 名 勝 難波友広

昭和48年度

教育次長（文化課長1サ務取扱い I

岡 田政敏

参 ·J~ '出岡敬之

課長補佐 水 Ill ‘鈷賞男

文化財主幹 浅原 他

文化係tf 守尻 明

t 1「: 渡辺武彦

文化財＿こ係L 岡 本明郎

・r. ' 1「一 大 Lll 11・ 」,-:

文化財保護t'l~ 河 本 （津山市教育委H会＼J 
di" へ出向 7月10日～

＂ 栄野 克己 杭本惣司

:t ・F 新 束兄—ー（鹿児島県教ff付砂） 閥本遺跡（継続 I~tへ 6 月 16 ti 

＂ IH 仲満男 松本和 男 4、中i且i亦（絆I湘命'c)

井 I・. ,1,-, ヽ 岡 田 博 下市瀬遺跡（継続）

山 111 康平 高畑知功 且原遺跡

-- ,M ,. ;,、f; K 浅合 秀昭 須の内遺跡

津山教育1吐務所 向の前遺跡

I祈 lこ 呂ヽ’• 島 久夫 価中平逍跡

次 lこ 赤木 茂 谷尻遺跡（第—•次 I

府:務f系長 田 中 篤周 桃山遺跡（第---次 1

主 4~ 消輔脩身 植木遺跡

難波友広 空古墳

昭和49年度

本年度は，中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調.ft

を，津山教育事務所が担当することになり．調在員は文化課

から津山教育事務所へ配遣換となった。

文化課長 小林孝男

参事窪岡敬之

課長補佐 西口秀俊

贔

鴫
．

｀ 

｀
 

曾

須の内遺跡（継続）

宮の前遺跡（継続）

(4) 



（文化財二係長巾務取扱） 谷尻遺跡（第二次）

主 幹 汲原 他 桃山遺跡（第二次）

主 任 光吉勝彦 戸谷遺跡

文化財保護主事 葛原 克人 塔の畝遺跡． 
＂ 伊藤 晃 青地遺跡

,t 事 枝川 陽 岩倉古墳群
e 

II 下沢公明 岩倉遺跡

樋 ロ 改n 子 ~;; 金遺跡

津山教脊•j,務所

1i/i- f: 菱川 ;,!;; 永

次 艮 赤木 茂

!~:tJ5! 系lと 田 中 篤周

['. 任 大山行 JI-:

I'. ·J·~ 難波友広 山 本政昭

V 文化財保，級七']¥- 栗野 兒己

じ '/,;. 田仲満雄 井上 ,J,一,ヽ

山/~ 康平 高畑知功

t 
← -

宮 治犬 没倉秀昭

，
 

杜会教育課

文化財保，，位E'l~ t, 屈本惣司

協力者

各遺跡調fl:地周辺の地元の方々， また，津山市，作東町， 美作町勝央町，久米町，落合町，

北め町，大佐町．新見市の各教育委員会には，有形無形の協力を得た。

久米廃寺，芙作国府｀宮杞遺跡については文化庁田中琢氏，奈良国立文化財研究所，沢村仁，

町田章，横田拓笑，佐藤興治の各氏，下市瀬遺跡の銅鐸については，三木文雄氏，その他の遺跡

から出士した鍛治炉．鉱滓については，広島大学助教授，洲見浩，住田正男，芹沢正雄の各氏か

ら有益なご教示と，ご助言を得た。石器の材質鑑定は，岡山県教育センター上野等氏，宮屋遺跡

の種イ分析は，岡山大学農学部教授，笠原安夫氏，木器の材質鑑定は岡山大学農学部教授，畔柳

鎮氏をわずらわした。記して感謝の心を表したい。

5. 本内に用いたレヘル値は，海抜高である。

6. 本，1::に用いた地形図は，国土地理院承認済である。而面の地形図は日本道路公団の

Express planを 1、レースしたものである。

7. い報告，界で用いる時代区分は一般的な政治的区分に準拠し，それを補うために文化史区分と世

紀を併用する。

(5) 



埋蔵文化財発掘調介契約内

1 委託事務の名称

2 委託期間昭和年月日から昭和年月日まで

3 委託金額 金 円

4 委託金支払場所 日本道路公団

日本道路公団大阪支杜長 山）I/尚典（以下「甲」という』は，岡山県知・jt tJU縣武徳（以下「乙

という。）に頭：,I}の発掘調住の実施を次の条瑣により委北する。

第 1条 甲は、別紙発掘調1t註画内に』しづき頭，'r-の委託令額の範囲内で，頭，I}:の発掘調ff.の実施を

乙に委託する。

第2条 甲又は乙の都合により．委，;{:期間を延Kし..若しくは発掘調1U十画を変史し．又は発枷潤

代を中化するときは， ・Ji: 前に協議して内面によリ定めるものとする。

第 3条 乙は，委託契約締結後．遅滞なく作応予定表及ぴ脊令他用ti「画，りを作成し, Iドに牡し出しな

ければならなし'o

第 4条 乙は，第 3 条の脊令使用 ,lt画，'r- に),~づぎ頭芥発枷h凋任を実施するために必要な糸f:.'{'lの概

算払を甲に拍求することができる。

2 甲は，前瑣の泊求のあったときは，頭,'r-の発掘調在の進捗状況を勘案して. ,;i'J'求，りを受理した

Bから 15B以内に乙に所要の額をよ・払うものとする。

第 5条 甲は，必要と認めるときは，頭，If-の発掘調住の処理状況について，:1,~ft し，又は報；¥',I}: 及び

作業調fl:B,1』もの提出を求めることかできる。

2 乙は， 甲が期限を指定して中間報告を求めたとぎは， これに応じなければならない。

3 乙は，発掘調介の実施にあたり，作;'f箇所に作丸表示旗をかかげ，発掘調 ft伐l係行には腕邸笠

を杓用させなければならない。

4 乙は，頭，1::の発掘調 1tか完了したとぎは，すみやかに頭内の発掘調 1tの実施結果に),~づく報苦

t杯(B5 l'h:::lO部 l を作成し，委託期間内に巾にす見出しなければならない。

5 乙は， '{V廿精算調，17-を作成し．委託期間叫,:rt1ヵ月以内に甲に提出しなければならない。

第 6条 この契約に},~づく報告内，代用精算調，•r- その他の関係肉類の作成4社務の取扱は，甲が打に

指定しない限り乙の本米の・jt務取扱に準じて処理するものとする。

第 7条 乙かこの委託契約に -ii~づき甲の竹用をもって取得した購人物件等は，すべて甲に帰屈する

ものとする。ただし，甲は、発掘され又は発見された埋蔵文化財に関する甲の権限を放棄するも

のとする。

第 8条 発掘調1tに関する文化財保護法及ぴ遺失物法守に関する諸手続については，乙が代行する

ものとする。

2 甲及ぴ乙は，相互に協力して寸：地便用承諾内の取付けにあたるものとする。

｀
 

曇一

"! 

｀
 

｀
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． 
鼻
）

第 9条 乙の責めに帰する事由により頭苔の期限内に第 5条第 4項に規定する報告害を提出しない

ときは，甲は．遅滞損害金として期限満了日の翌日から起算し提出当日までの遅滞日数につき，

頭書の委託金額に対して日歩 2銭 7厘の割合で計算した金額を徴収することができる。

2 甲の責めに帰する事由により第 4条の規定による委託料の支払いが遅れた場合には．乙は，甲

に対し日歩 2銭 7厘の割合で遅延利息の支払を請求することができる。

第10条 乙の責めに帰すべき事由により甲か契約を解除したときは，乙は，頭害の委託金額の10分

の 1を違約金として、甲の定める期限までに納付しなければならない。

第11条 この契約を変吏する必要が生じたときは，甲乙協議して定めるものとする。

]-_記契約の証として本内 2通を作成し，当＊者記名押印のうえ，各自 l通を保有する。

昭和年月日

委託者 日本道蹄公団大阪よオI:

支社長

受託者岡 山 県

知 ~t;

'fl 

ト
l

．
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文化財発掘調査報告書

分 冊 番号 遺 跡 名 Iりi イI 地 備 yJ ― 

22 赤 野 遺 跡 真庭郡落令町赤 野

25 T rfi 瀬沿跡 真庭郡落介町―卜.市瀬

岡山県埋蔵文化財発掘調 13 志 戸部調介 lベ 津山市志戸部
任報告;tr-(3) 既 刊
ff 中国縦打自動車道建設に 12 野介代遺跡 津山市野介代 49年 3月

う発掘調ff-.1
11 押 人西遺跡 津山市押入

8 梶 原 遺 跡 沖山市梶原

4 I・. 相 遺 跡 英田郡芙作町」： 中II

3 北山 占 梢 群 英田郡美作町北 山

岡山県坪蔵文化財発掘，淵
LO 押人飯綱神朴占打1ff :~unnf川 人

仕報国告",杯(51 17 fl 南 遺 跡 久米郡久米町 H 南
既 刊

f中l 縦貫自動車道建設に 49年 3月
う発掘調11'2 18 ‘',,’, ' • 尼 遺 跡 久米郡久米町窮 I{ 

19 久 米 廃 、'i' 久米郡久米町領 家

岡山県埋祓文化財発掘，翡
15 災 fie 団 府 津山iii総札

ft 消国1 ;1;-, 1 }( 6 1 16 ・_、心，・大成遺跡 沖山市＿．． 祝 既 十lj

f中l 縦貫自動車近建設に 49年 3月
う発掘調介(31 24 両 原 遺 跡 )1庭郡沿令町西 l息

2 狼 谷 逍 跡 英田郡芙作町楢l泉!・.

岡山県埋蔵文化財発掘，凋 5 小中占項群 勝田郡勝＇）翡•町岡胄ft哨LnM]号，1~(7 I 5発0年 3 刊月
縦貫自動車道建設に 6 小 中 遺 跡 勝田郡勝央町岡

う発掘調1H ， 
天神原遺跡 津山市河辺

1 高 本 遺 跡 英田郡作東町II¥ 北

7 平 遺 跡 勝田郡勝央町平

岡介山告県埋-.'H蔵8文l化財発掘調 14 沼 + rr 墳 群 津山市沼
50刊年予3月

ff 中報国縦打自動車逍建設に 20 領 家 遺 跡 久米郡久米町領 家
発定

う発掘調介 5

21 下河内調介区 貞庭郡落合町ド河内

23 穴 塚 古 墳 貞庭郡落合町西 原

26 旦 原 遺 跡 呉庭郡落合町旦原

！ 
＼ I 50年度以降

62 岸 本 城 址 阿哲郡哲西町大竹

量冨
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対策委員会記録

遍

岡山県遺跡保護調査団より推鷹された前記 8氏を対策委員に委嘱した。対策委員会は毎月 1回を

定例会とし必要に応じて臨時会も開催した。昭和 44年以来、保護対策、調査方法、整理作業、報

告書作成など有益なご指導とご協力により一応の成果を収めることができた。以下対策委員会の開

催 H、審議事項を羅列しておきたい。

鼻
）

>J 

ル

• 

年 月 日 場 所 審 議 事 項

44年 5月11日 久 米 痛 寺 調 査現場 現美場作査国察府跡調在について

44年 6月21日 久 米 廃 寺 調 査現場 現場査察

44年 7月12El 久米廃寺調査 現場 久米廃寺と関連遺跡の調任について

44年 8月16日 久米廃寺調在 現場 久米廃寺の取扱いについて

44年 9月20R 久 米 廃 寺 調 査現場
美作国府の保存について
落合以西の分布調査について

44年10月18B 久 米 廃 寺 調 企現場 西原遺跡の調査開始について

44年11月22日 西 I原遺跡調査現場 現場森察

44年12月20日 津 山 分 庁 発掘調査状況報線告表（久米廃寺．西原）
落合以西の路発 について

45年 1月178 津 山 分 庁 発掘調査状検況報討告（西原遺跡）
久米廃寺の

45年 2月288
西 原 遺 跡 調 査現場 現場査察
津 山 分 庁 住居址と土坑墓の関連検討

45年 3月20日 津 山 分 庁
発掘状況報告（西原遺跡）
美作国府の第一次調査について

45年 4月11B 津山教育事務所
中国縦貫自動卓道建設に伴う埋蔵文化財の発掘につい
て

45年 4月16日 落合町西原遺跡発掘現場 現場査察（西原）

45年 6月27日 津 山 分 庁 昭和45年度発掘計画について

45年 7月16日 津山文化センター 発掘調奇状況報告

45年 7月18El 津山商工会 館 現場神査察調（久米廃寺．押入飯綱占墳群）
天原の査について

45年 8月298 津 山 分 庁 発掘調査状況報告

45年 9月19日 津 山 分 庁 発掘調査状況報告

(9) 



45年10月31日 津 山 分 庁
発掘調査状況報告
現場杏察（久米廃寺）

45年11月28日 津 山 分 庁 現場査察査 （久米廃寺）
発掘調状況報告

45年12月15日 津 山 分 庁 発掘調企状況報告

46年 2月20日 現場査察（久米廂寺．二宮大成．天神原）

46年 3月31日 津 山 分 庁 昭和45年度発掘調査終了について

46年 5月22日 美 作 国 府 調 査 事 務 所 現場査察度（美作企国府．領家）
昭和46年調計画について

46年 6月268 天神原遺跡調究事務所 現場査察（天神原）

46年 7月29日 美 作 国 府 調 査 事 務 所 久米査廃寺調（査結果報府告
現 場 察 美 作 国 ）

46年 9月14日 津 山 市 民 寮
久米廃寺の保存について
宮尾遺跡の第一次調査について

46年 9月21日 津 山 市 民 寮
昭和46・47年度の調査計画について
宮尾遺跡の取扱いについて

46年10月14B 津 山 市 民 寮
沼古墳の取扱いについて
発掘調査状況報告

46年10月23B 現場査察（領家．宮尾）

46年11月27日 現場査察（宮尾）

46年12月11日 現場査察（天神原．笑作国府）

46年12月21日 久米廃寺．宮尾遺跡の保存について

47年 1月29日 現場査察（赤野．領家．美作国府）

47年 2月26日 現場査察（赤野．美作国府）

47年 3月10日 津 山 分 庁
展示会開催度について
昭和46年 発掘調在終了について

47年 4月8日 津 山 分 庁
昭和47年度調査体制について
遺物の収蔵施設について

47年 5月20日 勝央町．美作町．作東町 現場査察（高本．北山．狼谷．小中．平）

47年 6月7日 天神原遺跡現場 天神原遺跡の調査終了について

47年 7月9日 落合町．北房町 落合以西遺跡の確認調査
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47年 8月258 現場査察（落合～作東間 8遺跡）

47年 9月30日 落合町・久米町 現場査察（下市瀬．宮尾）

47年10月31日 津 山 分 庁
土取場の取扱いについて
工事用道路の取扱いについて

47年11月25日 落合町・久米町 現場査察（下市瀬．宮尾）

47年12月27日 勝央町・美作町 現場査察（狼谷．小中．ギ）

48年 1月27日 勝央町・美作町・作東町 現場在察（高本．り良谷．小中．平）

48年 2月3日 宮尾遺跡現場 宮尾遺跡の調査終了について

48年 2月17日 津 山 分 庁
発掘状況報告
分布調査について

48年 3月28日 現場査察（下市瀬．収蔵庫．高本. ; 良谷．小中）

48年 6月24日 津 山 分 庁
現場和査察度（高本 小中）
昭 48年 発掘調査計画について

48年 7月14B 落合町・北房町 現場査察（旦原．宮の前．谷尻．桃山．植木．宮）

48年 8月30日 津 山 収 祓 庫
発掘調査状況報告
報告書の作成について

48年10月8日 津 山 収 蔵 庫
久米廃書寺のの整備計画について
報告 作成について

48年10月16日 津 山 収 蔵 庫 報告書の作成について

48年11月19日 津 山 収 蔵 庫 報告書の作成について

48年12月2B 落合町・北房町 現場企察（旦原．宮の前．谷尻．植木．桃山）

49年 1月26日 津 山 収 蔵 渾
須内遺書跡の調査計画について
報告の作成について

49年 2月15B 沖 山 収 蔵 庫
北房告町書以西作の発掘調査について
報 の成について

49年 2月23日 津 山 収 蔵 庫
発掘調査状況報告
報告書の作成について

49年 3月19日 津山農協会館
昭和49年度発掘調企体制について
報告書の作成について

49年 3月26B 大佐町以西の遺跡確認調査

49年 7月26日 津山商工会館
昭和49年作度成発掘調査計画について
報告書 状況報告
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49年 8月27日 新~ 見市・哲西町
新見以西遺跡の確認調企

28日 宮の前遺跡の保存について

49年 9月26日 北房町・落合町 現場査察（宮の前．谷尻．桃山）

49年10月20日 大佐町•新見市 現場査察（戸谷．塔の畝．青地）

久米廃寺査整傭計報画について
49年11月26日 津 山 市 民 寮 発掘調状況告

報告書作成について

49年12月22日 新 見 市 現場査察（岩倉上古墳）

50年 2月4日 津 山 市 民 寮 報告書作成について

50年 2月12日 報告書作成について

50年 2月26日 新 見 市・北房町 現場査察（谷尻．桃山．岩倉）

50年 3月 北 房 町 現場企察（谷尻．桃山）
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第 1章調査の方法
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第 1節 調査に至る経過

高本（こうもと）遺跡は，昭和42年文化財保護委貝会（現文化庁）刊の全国遺跡地図岡山県分に

は記載されていない。遺物の放布が確認され，更に遺跡の存在が推察されたのは，昭和42年の岡山

県遺跡保護調査団による，中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財分布調査によるものである。こ

の分布調在では須恵器片• 中世陶器片などが表面採集されている。昭和46年，中国縦貫道担当埋蔵

文化財調在貝による遺跡範囲確認調在において地形・ 立地条件等を観察した結果，何らかの遺構が

遺存していることを推察し， 「裔本遺跡」と命名するに至った。

本遺跡の西約50mの丘陵において，かつて道路t事が行われた際，弥生時代後期の壺形土器が出

土しており，加えて北方約 300mには奈良時代前期に創建されたと考えられている江見廃寺が存在
(,t 1) 

し極めて占地良好な本遺跡においては，弥生～奈良時代にかけての遺物・遺構の存在が推察されて

当然でもあった。
(,;i: 2) 

第次調托は，昭和47年 4 月より断続的に行い，その結果製鉄炉と考えられる遺構• 弥生時代中

期の加舌遺構の存在が確認された。遺物については，石器をはじめとして弥生時代～奈良時代にか

けての土器が多贔に出十，した。昭和48年 1月より第二次調査（本調在）を開始することとなったが，

当初の調在は英田郡美作町所在の狼谷遺跡発掘担当の調査員によって「かけもち j で行われたため，

実質的開始は 2月上旬，久米郡久米町所在の窮尾｀中―跡（久米郡術推定遺跡）の発掘調査を終了した児1:3)

2名の調在貝が引き継いだ時，点を指している。 （岡田 博）

（注）（，，中 I) ,・,',¥本追跡の近くの某家に保管されている。 'it者実見。

(~t 2 l ,・."6本遺跡の北側台地上には若T-(l)li)「が散布している。 I仔；成が甚しいが．布目Jももみられる。

(,:1:3)1岡山県埋I汝文化財発掘調径報告4 (中国縦1't自動卓誼建没に伴う発掘調1t2)所収 l岡山県教fj委員会'fiJ1973年

，
 

〈付記〉

本稿では触れていないが1973年 3月-4月にかけて県道工事による江見廃寺のー→部寺域とみられ

る部分について発掘調在が行われた。町教委主体の調査であったが，実測・写真等高本遺跡担当調

企貝が援助した。この発掘調在結果は，近々報告書として刊行される予定である。

第 2節調査の概要

第 2次発掘調代は約 6ヶ月の中断後昭和48年 1月10日より，第 1次調在によって遺構を確認した

地区の発掘を開始することになった。調査必要面積は第 1次調査の結果約7400m'あり，その内半分

程度は，谷を含む地区で遺構面まで相当量の土量があった。調査人員は第 1次調査の担当調杏貝の

県外転出により， 1月より松本が狼谷遺跡の調査と併行して行っていた。その後 2月8日より久米

-s-



裔本遺跡

町宮尾遺跡の調査を終了した山磨，岡田両名が引継いで調代を担当し， 5月より井上が加わった。

調査方法は第 1次調査の24mグリッドの大区分を甚本として使用し， 5D5E区の製鉄炉検出地区

より遂次拡張していった。谷の拡がる D4,E4・5地区は第 1次調在の結果，遺構面まで約 1m, 

谷底部まで 2m前後の深さがあり 6月末の終了期限までには， 谷付近の埋上除去は困難と考えら

れ，ユンポの；浮入を行った。ユンポによる埋上除去は，まず谷の部分である D5,E4・5(I区

B・C・D地点）を行ない，遺跡を斜に縦断する谷の大まかな規模を確認することができた。また，

G4区 (II区B地点）は屋敷跡のため排士場所としたが｀ユンポの；鉢入により最終的に処理を行っ

た地区である。検出した多数のピット群は調忙期限切れにより大部分の遺構を未処理のまま放棄し

＊ 

t・ ~o 

II 区 A地点北半は二屑の遺構[~i が確認されたが， 卜層の遺構面での検出は充分できなく下層（地

山）での確認かほとんどであった。そのため遺構の新旧，及ぴ遺物の層位的な把握が不可能となっ

た部分がある。

以上の第 2次調1t(本格調1f.) は対称面積7400加のうち実質2400m'(このうち未処理の部分も含

む）の調介を行ったのみで，なお5000m'の未調一代区域を残して終了した。

報告占掲載の I区B・C・D地．点及びII区B地、1位は．ユンボを使用して拡如した地区で調代時で 書

は拡眼顛の番号を使用していた。その後，東各理期間中に「 I, II 区」と共に全体の地，•,'!:番号を祈た

に付け加えた。また，建物，住居址，及ぴピットの遺構番号も変更した。なを発掘調代の後半には

橋本，浅介両名が遺構測最等を応援し，報告古の作成では向畑，竹田両名が遺物実測等を行った。

報告苔作成は第 2次調介担当の井卜:, 山l科，岡田の 3名が第 1次調代担当の泉本，第 2次調奔担

当の松本の協力を得て，分担執惰した。 ［山序 康平〕 ｀
 
ヽ

-6-



,, 

'"' 
"
l
l
L土‘，

 

4

,

 

。，
 
，
 

,, 1306 

---
I 

ー

'" 7 

"'・' 

←ビロ--
三
~ 

t 

ンチ設定団）第 I図地形図（グリッ
ド，第 l次調査トレ

"'' 

1107 

,;Jr 
(I/ODO) 

-7-



高本遺跡

`
 

＊ 

パ
J

ヽ

I

ヽ

I

‘
 

ー

◇

｀

I

ヽ
¥、

/
 I

ヽ

1

9

 

＼
 ヽ

I
 

I

I

 

l
 

I

`

1

 

ー

ー

＼

ー`

ー1

1

 

＼
 

ー
I
 

ー

／I

,

I

 

1

/

 

1

・

I

 

J

↓
 

,

1
ー

／

ヽ

‘、
I
 ／

 

‘、‘

'~ ー

/~ ー
／
 

ー
‘, .’ 

ーー
ーー，
 l̀lこ

l

I八I
/
 

、ヽ

/

ヽ

‘

‘

／
 

／
 

ーJ
 

瓜

‘
 

＼
 ＼

 
＼
 ＼

 .

｀

｀

,

＇

 

＇ 

l¥ 

／ 

/,, 

,, 

島

琶

~
 

40m 

地形図（遺構の配置を含む）

-9-



,・,';j 本遺跡

第 2章 歴史的・地理的景観

英田郡作東町汀．見に所在する閥本遺跡は，同囲は，標閥 300m前後の丘陵に囲まれている。その

丘陵の間を古野川がl'じ龍しており，その古野川及びその支流に沿って，帯状に平地が展開している。

その平地が，江見付近でやや広がりを見せる 3 高本遺跡は，古野川の西岸にあって，その平地を咆

む台地上に位附する。江見は，姫路から米fに通ずる国道 179号線と，烏取に通ずる道『各との分岐

,1,¥でもある C 国道 179号線に沿っては，後醍醐天屯配流伝，；見等， I打］系統の伝説が連続してみられる

.,.'.(から，その交通路は拍繁に利用されたものであり，利用され始めた時期はさらに占くまで濶るも

のと思われる。

、ド地に接する低tr陵tには， 3-4ヶ所の占寸J't群が知られており，また，‘ド地を咄む低台地 f・皐：こ

は，逍物の故布地が知られてはしヽる。 しかし， 卜分な直跡分布請f1tがなされてしヽなし、現在，逍跡の

分布密度は低い。さらに，盆異記にも記されている様に，鉄に関係する追跡も存在するものと名え

られる現fr.他にも多くの遺跡が存在するであろうことは容易にわえられる。その中にあって， 、＇［

院址と推'iiiされる逍跡の密度は高い。つまり，数l.・mを隔てて 3ケ所の年院址が知られている。それ

瓦・.,,:Jじ令が出I:している。時期は，奈良・‘ド安時代である。 (18) は．作東町土居茶屋尼に所在

する :U片l発炉である。 j,i]、『院址からは，奈良時代の鐙瓦・中瓦が出士している。

逍跡の分布調代が充分になされていない現状ではあるが，奈良，‘ド安期に見るぺ苔ものがある C

それが何に起因するものか不明であるが，少なくともこの地域における経済的発展の時期と見なす

ことがでぎるであろう。また，霊異記の記載がどこまで事実を伝えるものかは不明であるが，近く
(,;1:) 

では，英旧郡西粟介村，兵庫県佐1月町等は鉄の中地として古くから知られている。そのことから名

えれば，英田郡内には，鉄（鉄鉱石もしくは砂鉄）を産する場所が存在することも考えられる。そ

して，それらの所在は高本遺跡における製鉄遺構にも関連し，それの性格を考察する一助にもなる

であろう C しかし，その点に関しては，今後の問題，＇屈として残される点でもある。

土

“ 

等をダ1),j亡すると，江見（間武） r怪年，竹Ill「格、'f, --J・. 肘・廃、芋である。江見l発:1・(12) は，英川郡作束

町江見小'j・:j(泰牛に所在する。 Iii]廃.'f址からは，奈良，＇ド安時代の鐙瓦 4種が出1鴫．しており，最近凡

陪片か発見されてしヽるつまた，現地には， l<径195c-m,短径170cmをii!IJる礎イiが現存する。 (13) は，

｝じの散布地である。 (16) は，作束町竹Illオの堂に所在する竹田廃年である。 l1i]、If院址からは＂鐙 ● 

，
 

蜻

（註）日本国現報悴悪霊異記ド巻，第13
‘ヽ

,_9.
I{ 

9ー
jL_] 
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• 第 3図
I神宿古墳群
5平福狐塚古墳
9古墳（山外野）
13寺院址（江見）
17古墳（日向）

2散布地（中池北）
6別所古墳
旧散布地（小谷・大内谷）
14高本遺跡
18土居廃寺址

3中山古墳群
7散布地（山口）
II豊野古墳群
15古墳（江見）
l暉布地（土居）

4緑膏塚古墳（前方後円墳）
8古墳群（山口）
12江見廃寺址
16竹田廃寺址
20散布地（土居）
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第 3章調査日誌抄

48年 1月10日 本日より昨年 5月末より中断していた調査を再開する。松本主事担当。

1月11日-13日 草刈後， C7グリッドの発掘作業を開始する。

1月16日-20日 C 7グリッド表土除去作業及ぴ，遺構検出作業，巾30血程度の溝 5本と柱穴を検

出。その後，この地区は未調在のまま放置する。

1月22B ペルコン移動を行い，第 1次調査により炉を確認している I区， A地点 (D-5)の表

土除去作業を開始する。

1月23-31日 I区， A地点 (D-5)の表土除去作業を続行する。

2月1-8日 り［き続ぎ l区， A地点 (D-5)の表土除去を行う。

2月9日 本日より，山磨，岡田両主事が本遺跡の調企を担当する。松本t事と打合せ，及び'J[き

刹湘ぎをうける。

2月10日-11日 I区 A地は,: (D-5)の表十屈除去作業。中遺跡よりペルコン搬入作業。

2月12H I区A地点 (D-5)の表土除去終了。第 1次調介担当者，泉本氏（大阪府職貝）打合

せのため米跡， 158まで。

2月13日-15日 I区A地;,',,:(D-5)の包含屑の掘り下げにより，大羅の鉄滓が出土し始める。

2月16B I区A地,，'、,;(D-5)炉の西半は地山面まで挙に掘り下げる。炉より北側の谷に1,,jっ

て大量の鉄滓堆積層かあり，掘り下げに苦労する C

2月20日 I区A地，1,'!:(D-5)炉の北西側を掘り下げ中，住居址 (1号住居址）を確認する。

2月22日-24日 I区A地点 (D-5)炉北側の掘り下げを続行。鉄滓は莫大な量にのぼる。

2月26日-3月2fl I 区 A 地、~'!: (D-5)炉北側J文ぴ東側の鉄滓包含層を掘り下げ。

3月5日-10日 I区A地点 (D-5)炉東側の掘り下げ及び地山面にて遺構の検出を行う。

3月12日 l区A地点 (D-5)炉北側の 1号住居址の検出を行う。半分程度を確認。

3月13日-17日 I区A地点 (D-5)の北西部分の掘り下げ及ぴ消掃を行う。 ., 

3月19B -20日 I区A地点 (D-5)北側にてピットを 2個確認。北西部分では比較的多〈の柱

穴を検出し， 3X 2間（建物 1).2 X 2間（建物 2)の掘立柱建物を確認する。

と`

“
 

f̀ 

書

3月22日-23日 II [をA地点 (F-3)表十．除去作業を開始する。第 1次調在で確認した住居址(

2号住居址）の検出を行う。

3月24日-28日 II区A地点 (F-3)の表土除去作業。北東よりにて 4-5mの円形ピ '1/ トを検

出。

4月1日-7日 II区A地，1.¥(F-3)表土除去作業を続行する C この間 I区A地点 (0-5)の

遺構再検出作業とピット Aの掘り下げを行う。
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`• 
贔

』
｀

・}
 

▲三

4月9日-18日 II区A地点 (F-3)の包含層面までの掘り下げ作業及ぴ遺構検出。一部では地

山面までの掘り下げを行う。

4月19日 II区A地点 (F-3)中央で， 2X 2間の建物 3棟（建物 5-7)検出。本 Bより谷部

をユンボにて表士除去作業を開始する。 (I区C地点）

4月20日-21日 II区A地点 (F-3)遺構検出作業， I区C地点，ュンボにて表土除去作業。

4月23日-28B I区C地点，包含層上面までの清掃作業。 I区B地点，ユンポにて表上除去作業。

4月30日-5月2日 I区D地点，ユンボにて表土除去作業。

5月7日 I区C地点，遺構検出作業。

5月8日-12日 I区B地点，清掃及ぴ遺構検出作業。 II区A地点 (F-3)遺構検出作業， 5間

X2間，建物 4の南端拡張作業。

5月14日-15日 I区B, D地点，清掃及ぴ遺構検出作業を続行する。

5月16日-19日 I区A地点，清掃，遺構検出状態の全景7Y.真撮影。 II区A地点 (F-33) 南

端拡張作業及び遺構検出作業。

5月21日 II区A地点遺構検出状態の全景与貞撮影。今週より各遺構の発掘を開始する。

5月22B II区A地点， 3号住居址検出状態写真撮影及び掘り下げを開始。建物 4検出状態写真撮

影。 I区A地点，炉関連の遺構を掘り下げ開始。

5月28日-29B I区A地点，建物 1'炉周辺掘り下げ。 II区A地点， 3号住居址断面実測，’が真

撮影， 溝 6掘り下げ開始。

5月30日 I区A地点， 1号住居址検出上面までの断面実il!IJ,』,;.其撮影，炉関連遺構掘り下げ中。

II区A地点，建物 4. 清掃，全景年真撮影， 3号住居址，柱穴掘り下げ，東西溝掘り下げ中。

5月31日 I・II区A地点，各遺構発掘続行中， 溝 6掘り下げ終了。

6月1日 I・II区A地点の各遺構掘り下げ続行。

6月2日 津山分庁舎にて係会議。

6月3日 炉周辺の掘り下げ， 2号住居址の掘り下げ開始。 I区A地.'.'i.' グリッドり判断雁実測， 3

号住居址掘り下げほぼ終了。

6月4日-5日 炉の周辺の掘り下げ， 1・2サ住居址の掘りドげ，建物4'実il!IJ''.序真撮彩。

6月6日 雨のため屋内にて十．器洗い。

6月7日 2号住居址，建物 4'周辺の}ii]付け及ぴ実測枯準.'.'.(の設定。 1号住居址より多址の士器

を検出する。

6月8日 ピ1 卜2の掘り下げ，建物4' 周辺に沿り方を糾む C

6月9B ピ・J 卜2の掘り Fげ続行。建物 5の掘り下げ， 1号住居址の士器埋没状態の‘が真撮影。

6月10B ピット 2・3の掘りドげ。建物 5・8・12の掘り下げ。 1号住居址周辺の清掃。 II区B
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地点，ユンポによる表土除去を開始。

6月11日 建物 1・8・12掘り下げ終了。建物 5・11掘り下げ。 II区B地点表上除去終了。サヌカ

イト製石黎出土，建物4'実測完了， 3号住居址平而図実測。

6月12日 建物 5・11掘り下げ終了。 2号住居址，柱穴の検出。 II区B地点，遺構の検出を始める。

6月13日 県立博物館にて，中国五県文化財主幹課長会議が開催され調査員全員が傍聴する。

6月14日-16日 I区A地点炉付近割l付け， I区C地点へ実測甚準点の設定，建物群周辺の割付け。

II区B地点の掘り下げ続行，建物 4固辺の補測e

6月17日-19日 II区B地，し問の掘り下げ続行，炉周辺の実測，建物 5・6実測。 I区C地点の平板

実測。

6月20日 2号住居址，柱穴，中央穴の掘り下げ， 1号住居址出士土器の消掃，建物 5・6掘り下

げ完了，実測にかかる。

6月21日-22日 2号住居址実測完了。 I区A地点一部拡張。 1号住居址土器出上状態の実測。 II

区B地点掘り下げ続行，遺構の一部検出。

6月23日 建物 7掘り下げ， I区A地点ピット掘り下げ。 I区A地点ピ 1 卜掘り下げ，建物 5・6

実測完了。

6月24日 対策委員会，建物 5周辺，掘り下げ。 II区B地点掘り下げ続行。

6月25日 建物 9・10掘り下げ，建物 7・8実測。金沢経済大学学長・吉岡金市教授炉跡見学に来

跡。 1号住居址の土器の取り上げ，建物 6の遺物取り上げ，建物 5の下層平板実測。

6月26日 雨のため屋内にて士器洗い。

6月27日 I区A地点ピットの掘り下げ。建物 9・10の掘り下げ。 II区B地点に多数のピット確認。

3号住居址完了。

6月28日 建物 7・9・10実測。 1号住居址実測完了。 II区B地点，遺構検出作業続行。

6月29日 雨のため，午前中遺物整理。午後ピットの掘り下げ。

6月30日 建物 lの実測。建物 7・9・10補測。 II区B地点のピゾト群の掘り下げ続行。

7月1日 1号住居補測。 I区D地点断面実測用トレンチを設定し掘り下げ。 II区B地点ピットの

掘り下げ続行。ピゾト断而実測。

7月2日-4日 I区C, D地点トレンチ掘り下げ。断面実測。 II区B地点ピットの掘り下げ，ピ

ット断面実測。

7月5日 高本遺跡一応の発掘を終了。撤収の準備にかかる。一部荷物の搬出。午後 3時より反省

ム疇

亀

ム・

舎

骨

会。

7月6日 荷物の搬出。 I区B地点， II区B地点の平板測量。

7月7日 II区B地点の補測，全ての実測を完了。プレハプ内を片付けて高本遺跡より撤収する。
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第4章 遺構．遺物． ● ‘ 

，
 『'

第 1節 I 区

1号住居址

I区A地点の中央部に位置する一辺約 4-5mを測る，ややいびつな隅丸方形竪穴住居址である。

無遺物黒褐色土を切り込み第3紀層の地山に床面は達している。柱は某調を 4本としているが，副
量

柱的な 2本の柱穴を従属している。吃溝は浅く狭く明確なプランを描かない部分もみられる。この

ことは咆溝そのものの「溝」としての機能に疑問を抱かせる。中央ピットは住居址プランのほぽ中

央に楕円形に掘り込まれている。その南北に近接して 2本の小柱穴が存在する。この小柱穴の用途

は明らかではないが，住居を構槃するために必要な柱穴ではなく，中央ピット周辺の炭・ 灰の散布

状況から中央ピットに伴うとみられる。もちろん，この住居址の場合，中央ピットは「火」に関わ

る設備と考えることを前提としている。中央ピット中に頸部より上半部を欠失した壺形士器がすっ

ぽりはまりこんだ状態で出上していることを付記しておく。中央ピット内はもちろん，周辺―•面に

灰が散布しており，更に焼士の部分的散布も認められている。

遺物は，住居址内覆上から床面にかけて士器を主体に多量に出土している。復元可能な土器の個4
 

体数約40-50個体， 1個体を形づくることが明らかな半完形品約20-30個体，小片を加えれば約90

-100個分の上器片が出十．している。第6-8図に掲げるのはその一部である。これらの土器の大半は，

住居内中央部で出上しているが，自然埋積したものとは考えられず，むしろ一括遺棄（所有を前提

として）が巧えられる。住居の遺棄・放棄に伴って，居住者の使用になる土器が残されたことも考

え得るが，多燿の土器の占めるスペースを考慮すると居住• 生活不可能であろう。したがって 1号

住居址そのものを上器を貯載するための，むろん他の物質も貯蔵した可能性もあろうが，専用竪穴

とみなすことの妥当性も否定でぎない。ただし，構築当初よりそのような目的・用途はなく通例の

住居址転用と考え得る蓋然性もあり得るのである。

上器以外の遺物として石器があるが，第 4章第 3節石器の項で述べることとする。他に，石灰質

（あるいはカルシウム質）固形物が出土しているが，大阪市立大学医学部局五郎名誉教授に鑑定を

依粕した結果，むろん人骨• 獣骨の可能性もあるが，サンゴの類，あるいは鉱物が高火度を受けて

変質したものとも考えられるという所見を得た。小片のサンプル故，上記の考察以上は判明し得な

いものであるが，所見をいただいたので記しておく。 〔岡田）

患

，
 

1号住居址出土の土器

住居址内1米面より，約40体個分の破片が重なりあった状態で出土しており，壺形士器，鉢形七器，

高杯形十．器，器台形土器，甕形士器等の各器種がみられる。ここでは，比較的保存状態が良く，各

器種の特質を表わしているものを取り上げ図示した。
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/IT¥ 
.. 

． 

2 

I ーニ＼
5 

゜第 8図 l号住居 b 

15cm 

址出土弥生式土器 3

•>
壺形士器（第 6図 ・1-8, 第 7同・①～③)

亀

これら 11、代の壺形土器を形により， A・B・C・D・Eの 5形態に大サljを行った。

1\-—胴部から知ぃ頸部でもって．朝頷形に外反する口緑部をもつもの（第 6 図・ 1• 2)0 

1の頸部は．はぽ等間隔に 3条の刻目貼付凸幣文で飾られている。 !Mt,目縦走の痕が凸幣

文の判がれた部分で観寮される。 2は口緑部に 5条の凹線文．さらに箆描斜線上に 8個単位

の棒状浮文が 4ヶ所ある。

B-—胴部中位沼に最大径をもち，胴部と朝i頑形に大きく開く口緑部間に円筒の頭部を有するもの

（第 6図 ・3・4・5・6・7),

LJ縁端部に 2条から 4条のl川線文がめぐり. Iリ形浮文が共通してみられる。頭部において.. 
も口緑端部に 2条から 4条の凹線文がめぐり，円形浮文か共通してみられる。頸部においても口縁

端部にみられるものより幅広のI川線文が施されている。器内1(1iは削t目により繁形している。 3は

文様において多少他のものとは相異をしめしている。他と異なる細目の凹線文が，頸部から胴部中

位潰にかけて櫛描波状文と交互にみられ，最も飾られた土器である。 6は胴部内面に接合の際の指
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頭圧痕をよくとどめており，女性的な人さし指，中指，薬指の 3本を 1単位として使用しているこ

とがうかかえる。 7は日緑部径15.7虚，胴部26.8om, 器閥 32.4om を i'l!JJ り，壺形土器 B の唯—-の完形

品である。

.. 

會

•-

攣

• 

c-―甕形土器に近似し，胴部が大きく~!~るもの（第 6図.8)。

「く」字形の口緑部をもち，端部に 3条の凹線文がめぐる。

D-―頭部が細く，桐部から少し外反するが，直口に近い [l縁部をもつもの（第 7図・ ①)。

口緑部直下に 2条-3条の凹線文をもつ細頚壺形t器である。

E—頭部が無く， ijl,]部の中位説に最大径をもち，口縁部に向ってゆる＜内内するもの，脚台をも

つもの（第 7図・② ・③）。

口線部直lくに 3条から 6条の凹線文をもつ，③は台付無頸壺とした。

鉢形土器（第 7図.4) 胴部に最大径を有し，口線部に向って内沼する鉢形土器と名・える。口縁

部直下に 2条-3条の凹線文と箆状圧痕文がめぐる。黒斑が内外面に目立つ。

l碕杯形上器（第 7図. 5 • 6) [1l,j者とも脚台より杯部までを—闘して製作し， 1リ形粘土板で杯底

を?.:;:したものと名えられている。下部より杯部に f11]ってヘラ f'jljりがおこなわれ，脚台内面は枡

ii: しばり tiが存在する。 6は口緑部内端に 1条の凸幣をみる。色調乳褐色。

器台形土器（第 7図. 7) 卜．部が欠損しているが， 1号住居址内より出土した土器の中では，最

も保存状態がよく，器内外面とも細かい内各形，仕Kげの痕跡をとどめる。底径26血，残存器麻

26omを測る。器面上半は右下り，下半は左下りの刷毛目格形がみられ，その後，象居歯文と凹線

文の組合せでもって飾られている。内面においては， h泊止しぽり目がみられ，下半にはヘラ削

り，後のナデが施されている。最下段にみられる凹線文は，他の器形のものとは異り，階段上

になっている。

甕形十．器（第 8図 ・1・2・3・4・5) 口縁部径がlOomから20omを測る「く」字形の口緑部を

もつ甕形十器である。 1・2・3は口縁内端部を横ナデ手法により立上がられ，シャープに仕

I: げている。器1:/o.2-0. 4omという薄手の土器である。 4は口縁部径17.1血，胴径18.2血，器

邸19.8om をはかり卜J紅部は \~I] f; 目仕上げ，下腹部はヘラ削りによって克各形している。 5は口縁

端部の拡·J!~かみられる。壺形土器等他の器形と比較してみると非常に装飾性に乏しいのが甕形

i: 器である。使1H目的の相異がそうさせたのかもしれない。 （高畑）

ピット

1~J-fU叶址の北約 3 m に位閥する溝状ピットと， [ii)じく北約 8m に位買する円形のピットがある。

前行は．深さ約15-20=を;w1る舟底状のピ‘／卜で弥牛式土器片を出土しているが，正確な時期，お

よひ:qJ途はIIJIらかでない。後者は深さ約30omをil!IJり，やはり弥牛式土器片を出土している。時期・

Ill途芍洲j才tl;i]様不明である。 〔岡田〕
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建物 1

l区A地点西方に｛立置する 2問X3間の掘立柱建物遺構である。柱掘方は比較的大きく，建物4

のそれを上まわる規模である。柱穴掘方内よりの出上遺物は須恵器片・士器片・ 鉱滓片などが認め

られる。時期的には II区建物群とはぼ同時期すなわち 7世紀後半から 8世紀前半にかけての遺物と

考えられる。

建物 2

建物 1に隣接する掘立柱建物遺構である。柱掘方は小さく，また束柱もみられないところから雑

舎建物と考えられるが，建物 1に比べると，かなりの削ギを受けているので検出した柱掘方プラン

は柱瞑跡の可能性もある。時期は不明である。 〔岡田〕

〈付記〉

建物 1・2の北側発掘区すなわち B地点で，比較的大きな柱穴プランを検出しているが，これら

は別の 2棟の掘立柱建物を構成する柱穴と考えている。

建物 3

I区C地点の北端に検出した桁行 3間以上x梁行 2間(3.Om) の掘立柱建物である。柱穴掘り打

は円形を呈し径20cm-30血，深さ 23血-47omを測る。柱問寸法は南側梁行では．ともに1.5 m, 桁行

では88om-130omと， ふぞろいである。

柱::-..:内出土逍物は，南端の柱穴と南桁行柱列の北東端の柱穴より小塁の弥生式土器片が出土した

のみである。 〔山 ~J

製鉄炉址 （席10図）

敢初， トレンチ，凋介において，その存在が確認された逍構である。炉本体は，長径 175畑，短径

75omの小 'l'IJ 形の‘杓/ti 形を呈している。炉本体の卜部構造は，肖lj•ドにより不明であり，検出した遺構

は，枯底部のみである。検巾した遺構は， lヽ千径175cm,'Ai径75cmの範l井］が，赤色に焼けており，その

中心部分に，長径120畑，短径55omの範囲か，青灰色，もしくは暗青灰色に焼けている。そして，そ

の範囲には，鉄分の沈府がみられ，タト表は茶褐色を呈していた。それは，まさに，鉄滓の断面を見 ，， 

會

＊
 

• 

るようであった。残什する追構の深さは約lOomで，その I・.、ド分が青灰色に焼It, ―1,・'f. 分が赤色に焼

けていた。炉本体は地山の上に紅接造られたもので． トレンチにより掘りドげてみたが，下部構造

と思えるものは検出されなかった。 しかし，炉を中心に．その付属施設と名えられるピ‘／卜群を検

出した。それ等は，不定形の穴を数j11]に分げて掘ったもので．その穴は．鉄滓，炉1:,いかで満されて

いた。それ等は，炉を中心に，炉を収り囲む様な配?1'で検出した。それ等は，炉周辺の水位を下げ，

また．その穴から出土した炉限は，表lfliはガラス状に溶陪しており，漆弔色を旱している。炉峡体

の枯上質部分には．繊維質の植物を混入している。

この遺構は，それ等が一体となって炉を形成したものと名えられる。炉の種類であるが，以Fに

.. 
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高本遺跡

掲げる理由から，製鉄炉と考える。つまり，鉄滓の出土砥が非常に多いこと，鉄滓の中にノロと考
（北）

えられる溶解したものが流れ出た状態で[.'~ まったものかみられること，炉床に鉄分の沈培がみられ

ること，炉周辺にある穴の中に多最の炉限か見られたこと等である。以上の理由をもって，製鉄遺

構と考える。炉の本体はゆるやかな斜l面に，そのに軸が，等閥線と‘ド行な状態で構築されていた。

また，この炉と直接の関係は不明であるが約60血の間をおいて南側に，白色粘土を検出さした。製

鉄炉の造られた時期であるが，鉄滓を出土した‘人の底部より，内rfliに詞心円状の叩き目が見られる

須恵器片が出土したこと。また，鉄滓が出土した層位からして，奈良～、ド安時代の製鉄遺構とする

ことができるであろう。 〔井上〕

(,d:) ¥'各J'I墳i(75X40XJ5cm) に 8分 Hまで入れて62箱を収納してし 1る。

溝・溝状遺構 （弟37図参照）

溝 1 I [><: A地，1丸の建物 1と＇「｛複して検出した。溝 I山j端は確認できなかったが．長さ 550血， ljJ50om

をii!IJる。

溝 2 I 区 C 地，,.'、I、北 11!11 で谷にほは平行して検出した。溝は数本走っていたとみられ• C地，,.'.()ilij端に

般跡が認められた。）：)↓校は検出長 9m, JjJ30-40om, 深さ 10畑程度で北西より南束へ低下して

しヽる。

溝 3 I区 fl地，,_¥の谷 l・.1(1iで検出した。溝は谷と屯複しており, C・D地，,,'_,:の谷土屑断面でも確認

してしヽ る。 IjJ 80cm, 深さ 25om程度である。

溝 4 溝 3とl,i]様に II><: C・ll地，1.¥で検出した。検出1(1iは溝 3と1,;J-・1Mであり，規校もほぽJ,i]様で

ある。溝 3・4t軋Lは須恵器を含んでしヽる。

溝 5 II区A地，1,¥で建物 5と屯複している。溝は伯：角にI柑っており， l<さ4m, 1[J20cm, 深さ 4-

5 mを;'l!IJる。検/1¥J(ijは建物 5の検/t¥1(1iより f/Mで地J[J掘込みの咬穴住1,,;・l1l:のl,';j溝と名えられる。

溝 6 II 区．い地，•,\のほぼ中央に検出した。建物 4 の北束端に接し棟 Jil11] にはぽ直 fりに位ii',: している。

迅i構は liさ9.1 rn, ljJ 1 -1. 2 m, 深さ 25-30omをil!IJり，逆台形の断川iを用してしヽる。埋土はi農

茶褐色上のl:IMより淡茶艇色の下府へと漸移的な堆枯をポしており，ともに炭を含むマンガン

't'tの--t-.frJである。埋:-LI・_府の束端と西端には，こぶし大から最大3()om肝度のイiを検出したが，

規削性は認められなかった。

出土逍物は須恵器， _I灌rli器）文ぴ弥牛式士器が出士した。須忠器は壺，甕，杯，闘杯等の器形が認

められる。十訓i器または弥'L式土器と名・えられる t器は，ほとんどが小破片で甕等の器形が認めら

れるにすぎない。図化）文ぴ蜆寮可能な須恵器(1)-(15)土師器(16)を第28図に掲載した。

(1)は推定口径12.5cm, 器翡4.5omを叫ljる杯船である。口縁端部は丸味を持ち内彎している。胎十．

焼成とも良好で,1、lifli に•部自然釉がかかっている。 (2) は推定口径l2om, 器翡3.9omを;111]る杯益であ

る。口縁端部は丸味を持ち終っている C 焼成やや悪く，表ihiは粗い。 (3)は推定口径11.6om, 器飩

ヽ

ヽ

＊
 

• 

.. 
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I. 黒褐色土層
2. 暗褐色砂利±層
3. 黒掲色炭まじり土層
4. 暗灰黄矯色土層
5. 暗掲色炭まじり土層
6. 暗掲色炭まじり土層
7. 灰黄喉色土層
8. 黄渇色土層
9. 黄色士グライ化土層

I区D地点土層

< I区D地点＞
I. 灰青色粘質土層
2. 灰茶褐土床土層
3. 茶褐色土層
4. 隅色土層
5. 砂層
6. 掲色含諜含砂層
7. 黒瑞色土層
8. 暗灰福色土層

9. 暗灰黄喝色土層
10. 黒櫻色礫砂士層
几灰黒掲色土層
12. 暗灰黄褐色土層
13. 暗黒褐色土層
14. 灰黒士層（粘質）
15. 灰黒土層（粘質）
16. 暗蝸色士層（砂）

I区C地点土層

く1区 B地点＞
I. 茶矯色マンガン質土層（かたい土）
2. 黒茶禄色土層（ざらざらした土、土器包含）
3. 淡茶橋色マンガン質土層
4. 暗褐色粘質土層
5. ①褐色土層（土器包含土）
5. 灰褐色土層（砂質まじり）
6. 隅色土層
7. 砂質層
8. 灰茶掲色粘質土層
9. 黒瑞色土層（ざらざらした土包含土）
I 0, 黒矯色粘質土層
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高本遺跡
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3.4=を測る杯益である。口縁部でややくぴれて，口縁端部でやや外反している。青灰色を呈し，

胎土焼成とも良好である。 (4)は杯蓋としてあつかったが杯身の可能性も考えられる。推定口径14

血，器高2.&mを測る。肩部に 1本の浅い凹線が施されておリ lJ緑端部で外反している。 (5)-(9)は

天井中央部につまみの付く杯蓋と名えられる。口緑部の内面には，かえりはみられず同様の特徴

を示している。 (5)・(6)・(8)は，推定口径17-17.6血をilltlり，ほぽ[ii]形同大である。 (6)は推定口径

15=とやや小形で口緑部もやや丸味を持っている。 (9)は推定口径28.4=, つまみを除く器裔 4.1 

血をi!illる大形の杯蓋である。天井部はやや丸味を持ち時計回りのロクロ回転である。色調は天井

中央部分で淡白色，天井周辺部及ぴ内1/Jiで淡灰色を呈し，やや軟竹である。 (lroは遺構内出士の唯

ク）'iじ形品である。日径15.7om, 器高5.2omを測り，貼り付け暉台を有す。底部はきわめて肥厚し

翡台より下位に位i在する。胎上には比較的大きい砂粒を含み，さはど精製されていない。色調は

灰包～村灰色を呈し，将通程度の焼成である。 (11)は推定 l.]形18.7om, 器翡6.7畑を測り，比較的小

形の貼り付け似j台をイiす。 (14)と比校してやや大形でNi-1°-の作りである。色調は灰～灰白色を呈し

やや軟質である。 (12)は底部径8.6omをil!JJる杯身底部片である。 (10)・(11)と〈らべて小形で科台も内冑

している。(]~はLl tをB.70mを測る壺f]緑部）',・である。 i農灰色を情し，胎t焼成とも良好である。

(14)は1.!:頭壺の頭部片でIJ径7.2omを測る。瑣部より 11 糸吹部にかけて徐々に拡~u し．口縁端部でやや

外反している。珀部中央には凹線を・本施している。色調は灰色を閏し，胎土焼成とも良好であ

る。 (15)は，心j杯脚部）＇1である。淡白色を旱し，焼成は悪い。 (16)は推定口径18=をillt)る土帥器であ

る。頭部より大きく外反し L1緑瑞部は徐々に細くなり終ってしヽる。器訓調格はハクリがはなはだ

し〈不明である。

溝 7 II[,<: 8 地．［及のピ•-; ト15を切っている。溝は現存長 8m, rfJ60畑，南端の深さ 20=を測り，北

端より南端まで20om低下している。

溝 8 II区B地．しせの南端に一部検出した。現存1-i:3 m, JjJ50omを恨tjる。未掘である。 〔山磨〕

谷（第11似j)

遺跡のほぼ中央を縦断する谷は IIX:B・D地.'.¥のはぽ中央と C地）.'f, の南半部及び， II区A地点南

端のトレンチにより確認した。谷JjJは11m liii後，表上よりの深さ約 2m, 遺構面よりの深さ 1.1 m 

をilit)I) i*J渾i凸レンズ状を呈している。 I区C. D地、,,'.(の断而観寮では，遺構而で各々 2本の浅い溝

を確認した。（溝 3・4)

層位は C地;.¥10惰， D地、1,¥16府を確認し，蚊 I淋りで砂府が部分的に認められた。 C地点第 1層は

マンガン質土で利l恵器を己含している（第12図 l-4lo 第 2屑以下は全て弥生式上器を包含して

おり．最下屑 (10「竹）では，凹線文を施さない弥牛式土器が出十．した（第12図13-17)。 C地点最

下屑では晩期拇文式土器）「 3.'.'.(を確認した。 〔山磨〕
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2号住居址

第 I3図

区

（第13図）

2 号住居址平面図•断面図

... 内法で東西4.3m, 南北4.2 mを測るこの住居址は，やや形は不東各形であるが，限円灯形が基本形

であろう。柱穴は 4flli] あり，南北の間隔は，東• 西両ダljとも 1.9mを測る。東西の間隔は，北側列で

2. 2m, 南側ダl」で2.5mを;w1る。住居址のはぽ中央には， U:径0.Sm, 短径0.5m, 深さ0.25mを測る中

央穴がある。 1:夜に沿っては. 1:/溝が一屑する。

居址の残存する収ri'liは，ほぽ0.1 m である。

さらに南側収面の中央付近には外溝が付属する。住

この住居址は， 火災住居であり，住居址内からは多くの炭化材を検出した。咽溝と外溝との接合

については，住居址が削ギを受けているため，暗渠になるものか否かは不明である。 〔井上〕
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3号住居址 （第14図）

本住居址は II区A地点の北西端にて検出した。 1確n形態は隈丸灯形を呈し， ・ i 辺5.9m, l:/ドの溝

を除く床面積26.6m'を測る。柱穴はr,KJ面上に叶10本検出したが，そのうち住居址に直接伴うものは

掘り込み内の対角線上に位附する 4本である。 4本の柱穴はともに径40-6Qom, j袋さ 40-6Qomを，!!ii

り，ほぼ同規校を呈してしヽる。柱似址は黒褐色を堪し，径20om前後のHと推定芦れる。他の 6イI川の

柱穴は径10畑前後の小杜穴で本住肘址に直桜伴うか否か不明である。仕屈址掘り込み残存度は北11!11

で床Infまで40-50cm, 南恨ljでは浅く 10cm秤度である。 1杭,,・の溝は.J;';Jしており， flJ20-30om)和(1jよ

りの深さ 4-8 omをil!IJり， 1ポ!r1f1iU'jぺIf;を閑してしヽる。溝底部レペルは北西隈を最高として南に付属

する溝と接する部分でー20cmを測る。住肘証本体の南に付属する溝はLi:さ4.9 m, 1IJ::l5om前後，深さ

10-15畑を測り 1*J「rniU'ド形を星している。溝底部レベルは住居址本体と接する部分ど溝南端ではー

20om低下しているつ又I柏ifiLには中央ピノトと北西の柱穴の間に rjJ6 -12cm, lfさl.4m, 深ざ :-i-

5 omを測る断面V'芹形の細溝を検出した。この溝の埋土下層は一部グライ化か品められたか溝の'『I

格については不明である。

中央ピットの杓Hi形態は楕円形を旱し， K怪70om,短径50om, 深さ 250-mを測り， [fl日(1iはスリ鉢状

を呈する C ピ'1/ ト底1/iiには X印状に汲い掘り込みが認められた。ピット内埋土は灰を多く含み，底

圃では層をなしてしヽた。また，中央ピット北澗では中央ピット内よりかぎ /t¥した状態でidfl.1 m X 

短径0.7 rnにわたり灰か戊＜堆柏してしヽた。

直物は十数片の土器片か埋十．中. /,{(而及び中央ピソト内より出土した。はとんとか小破）'rて収l小

でぎた十＾器は 1片のみである。第14図は埋土中より Ill::t: の甕口縁部小片である。 IJ緑は「〈」 '(Iこ

曲折して口緑端部は f:}jにやや拡がっている。口緑端部には文様は認められない o I米川iI一．では外rrd

ヘラl評き点各形の底部が出上し，中央ピ‘／卜内では小破片が出上しているが，ともに図化不可能である。

他に住肘址内のI和iii及び収下の溝内より大小 8,,¥の石が出土した。この内 2.'.'-1: の石に使用肌が認

められた 0 {主屈址内の東より出tした大形の石はいffiにわずかに序減痕が認められ．，淵理またはエ

作用の台イiと名・えられるものである。南西の柱穴 1こ屯複して出土した偏‘ドな花固岩質のイiは使用似

が認められなかったが未I旬に接しており，住居使用時には何らかの機能を持ったものと名えられる 3

〔山l弁〕
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.`
 

＇ 

ピット群（第15・16図）

ピット 1(半掘）

I区A地点の北よりに検出した。平面形態は円形を早＿し，直径3.5m, 深さ 1.6 mを測る。断面は

底の丸い U字形を呈している。出士遺物は，弥生式土器と凹石が出土している。

出土遺物（第16図 1-14) 

(1)-(3)は壺形土器片である。 (1)は口緑部内面に半円形の櫛描文を施し，口縁端部にヘラ圧痕文を

施している。 (2)・(3)は頸部より徐々に外反した口緑部を持ち，ともに頸部に凹線文を施している。

(2)は，さらに口縁端部に櫛描列点文を施している C

(4)-(8)は甕形十器である。頸部はく字形に外反し，口緑端部で上方又は上・下方にやや肥厚して

いる。 (5)の内面はヘラ削りを行っており，後出の土器とみられる。 (6)の口緑端部はヘラ圧痕文を施

している C

(9)・(10)の底部片は外面にヘラ磨ぎを行ない， (IO)の内面はヘラ削りを行っている。

(11)-(14)は経杯形七器片である。 (11)は口縁部に水平な面を持ち， (12)は口緑部がややくびれて口縁端

部で肥厚している。 (13)の脚部片は下端に凹線文を施し，脚端はやや肥厚している。

ピット 2(未掘）

ピゾト 1の南測1.3 mの場所に検出した。平面形態は円形を呈し，直径2.Smを測る。未掘である

が検出状態はピット 1と同様の様相を呈していた。

ピット 3(半掘）

ピ1 卜2の南側に検出した C 平面形態はややいびつな楕円形を呈し，直径3.ox短径2.3mを測る。

ピット 4 (一部掘）

ピJ 卜3の南側にほぼ接して検出した。未検出部が多く平面形態は不明である。

ピット 2-4の出七遺物は少量の士器片のみで，図化不可能であった。

ピット 5(半掘）

II区B地点の北よりに検出した。平而形態は惰円形を呈し，長径L7m X短径1.3 m, 深さ 1.3m

• を測る。断面は日iiiより 60-70om付近で急激に広がって袋状を里している。ピット内堆積七は 7層

曇

.. 
認められ，第 1層は灰茶褐色マンガン質上層で，第 2-7層は粘質上層である。底部ははぱ水平で

中央部分の底に接して，完形の壺形十点器（第17図ー 1)が出土した。なお，底部の袋状未端部は充

分確認できずに終了した。

出土遺物は最ド層の完形の壺形t器を含めて図化で苔たものは 6点である。

出土遺物（第17図 1-6) 

(1)・(3)は壺形土器である。 (1)はピット最下層より出十＾した完形品で，口径16畑，器高41=, ij[,]部

最大径33cmを測る。頸部より徐々に広がる口縁部には，断面二角形の凸帯を等間隔に 3段施してい

る。胴部はその最大径をほぽ中央に持ち，器高にくらべて薄手のつくりである。頸部より胴上半に

-33-
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高本遺跡

表 I II区ピット一覧表

番号 平面形態 規標 (m) 深さ (m) 時 期 特 徴 備 考

1 円 形 直径 3.5 1. 65 弥生中期 凹線文，凹石 半掘破壊

2 円 形 直径 2.8 ——.. , ●9 弥生中期 未掘破壊

3 長 円 形 3.0X2.3 ？ 弥生中期 半掘破壊

4 不 愁 形
？ 

弥生中期 半掘破壊

5 隋 円 形 1.7Xl.3 1.3 弥生中期 凹線文無 半掘破壊

6 円 形 直径 1.2 1.34 弥生中期
凹線文無

半掘破壊紡錘卓

7 隋 円 形 l.6X 1.0 1.25 弥生中期
凹線文無

半掘破壊紡錘車

8 不整長円形（軍複） 2 .25X 1.5 1.35 弥生中期 凹線文のみ 半掘破壊

， 隋 円 形 約2.5Xl.6 ？ 弥生中期 凹線文無 半掘破壊

10 隋 円 形 1.8Xl.3 0.3 ？ 半掘破壊

' 

11 長 円 形 4. 7X2.5 1.45 弥生中期 凹線殆んど無 ほぼ掘り上

12 不悠陪円形 4 X3.l 1.36 弥生中期 半掘破壊

13 隋 円 形 2.9X2.5 1.3 弥生中期 半掘破壊

14 長 方 形 1.lX0.95 0.1 土師器 完 掘

15 不整長円形 9.0X4.5 ？ 弥生中期 凹線文 半掘破壊

16 円 形 ]t{径 1.1 l.O前後 弥生中期 半掘破壊

17 不整長円形（重複）
in: 径 2.7

1.1前後 弥生中期
凹線文

半掘破壊直径 2.0 分銅型土製品

18 不整長円形 3 8X2.l 1.15 弥生中期 凹線文 半掘破壊

19 長円形 ？ ？ 弥生中期 凹線文 未掘破壊

20 円 形 直径 2.5 ？ 弥生中期 未掘破壊

21 円 形 直径 2.8 ？ 弥生中期 未掘破壊

22 円 形 l .9X2.0 1.2 弥生中期 凹線文無 完 掘

23 ？ ？ 未掘破壊

24 不整形（重複） 長さ約18.0 ？ 弥生中期 未掘破壊
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は縦の刷毛目調整を行ない． その上に等間隔に巾 1om前後の櫛描直線文を 3ケ所に施し， さらにそ

の間にそれぞれ櫛描波状文を施し装飾している。 iji,]半下の調整は器面が荒れており確認できない。

内面は口緑部より頭部下 3cmまでヨコナデを施し， それ以下底部まで斜方向の柑lj毛目調整を行なっ

ている。色調は淡褐色～赤褐色を呈し焼成良好である。 (3)は頭部がく字形に外反し， 口縁端部に浅

い凹線文を池し， その上にヘラ刻み文を施している。 ロ縁より胴部にかけてはヨコナデ調整が行な

われているが，下端は依lj離し不明である。内面は頭部より下半に刷毛目調整を行なっている。色調

は淡茶褐色を足し，胎上焼成とも良好である。

(2)は痰形七器片である。頸部はく字形に外反し口縁端部には文様は見られない。器外面は剥離し

調格不明である。 内面は頸部より下半に刷毛Hが施されている。
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高本遺跡

(4)-(6)は底部片である。 (4)は焼成悪く内外面とも荒れている。 (5)はやや卜げ底の底部を持ち，や

やくぴれたのち外反している。外面にヘラ磨き調整がなされ焼成良好である。 (6)は外面ヘラ）科ぎ，

内面刷毛目調整が行なわれている。

他に図化不可能であった土器には(1)と同様の櫛描直線文と波状文を施したものや，胴部内面の上

半は刷毛目が行なわれ，下半にち密なヘラ序き状の調格が行なわれている破片が出土している。

ピット 6 (半掘）

ピット 5と同様に II区B地点の北よりに検出した 3 平面形態は円形を呈し，径L2m, 深さ 1.34 m 

を測る。断面は袋状を呈し，底部の束よりで，甕形土器 1個体分が出土した。

出土遺物（第19図ー 1-4-7)

(3)は頸部より胴下半分にかけての壺形上器片である。頸部には指煩圧痕文凸帯が施されている。

頚部下端より胴最大径部にかけては縦の l~ljf; 目調格を行ない，その上面に，巾1.4om前後の櫛描直線

文を等間隔に 3ケ所施し，さらにその間にそれぞれ櫛描波状文を施している。内面は泉iJ離により器

面調整は不明である。

(4)は口径24cm, 器翡40omを測るはぼ完形の甕形士器である。頚部はく 'f'.形に外反し，口緑端部は

やや浅く凹んでいる。内外!Hi とも象lj離がはなはだしく底部外廂に音〖ヘラ味き般が認められたにす

ぎない。器全体は非常に薄手につくられており，色調は淡褐色を呈した胎上焼成良好な士器である。

(1)・(2)は底部片である。 (1)は内面に圧瞑が認められ，外面は剖離により不明である。 (2)はややトー

げ底の底部で内外面ともヘラ！病きが施されている。

(7)はK径6.5omx短径5.5om, 厚さ 0.5cmを測る上製紡錘車である。ほぼ中央に径0.6cmの孔が穿た

れ，屯さ 209を測る。色調は表面淡褐色，内面黒灰色を呈し，土器片を再加工してつくったと Y;・ え

られる。

ピット 7(半掘）

ピット 6の南西 2mの場所に検出した。＇ド面形態は楕円形を呈し，長径 1.6 m, 短径1.0 1n, 深さ

1. 25mを測る。断面は袋状を呈し，ピソト 5とほぼ同規模の大きさである。

出土遺物（第19図ー 5・6・8)

(5)は頸部がく-;-:形に外反した壺形上器片である。[]縁端部は巾1.4om前後に肥原し，ヘラ刻み文を

施しており，胴部上半には櫛描波状文を施している。内面は剥離し，調整不明である。

(6)は甕形士器片である。頸部は(5)と同様＜字形に外反している。胴部は内外面とも品1j毛目調格が

行なわれている。色調は赤褐色を呈し，胎土焼成とも良好である。

(8)は長径5.5om, 短径4.5om, 厚さ 0.6om, 重さ 179を測る土製紡錘車である。ほぼ中央に径0.7om 

の孔がやや傾斜して穿たれている。色調は表面赤褐色，衷面灰色を呈し，ピ、I 卜6出土のものと同

様に土器片を再加工してつくっている。

.. 

竃

も

t
 

． 

尋
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ピット 8 (半掘）

ピット 7の東恨lj1 mの場所に検出した。平面形態は不繋長円形を早し，長径2.25m, 短径 l.2m 

と 1.5 mの大きさを測る。断面観察によると直径1.2mと1.5 m程度のピソトが屯複した状況をぷし

ている。深さはともに 1.35mを測る。（第16図）堆積上層は油］ピ'/卜上面に茶褐色マンガン質十.Mが

堆積し，以下の土層は全て枯竹土屑である。 J~1i ピ'/卜の第 2 陪以ドの十．層のりJ令いは充分に観寮で

きなかったが，北側のピゾトが新しいとみられる。半掘の状態では仙iピ‘／卜とも一方向にかたよっ

た袋状を呈している。

出土遺物（第20図ー 1-6) 

壺形士器(1)は口緑部上半に 6本の凹線文を施し，下半には縦の柚JL日調格を行なっている。内!Iii

はやや荒いヨコナデ調丸各が外面の凹線文の施されている所まで行なわれ，それ以Fはヨコナテ調格

である。色調は淡灰褐色を呈し，胎七焼成とも良好である。甕形土器(2)-(4)は頭部よリ〈字形に外

反する口縁部を持ち，口緑端部に 1- 2本の凹線文を施している 0 (2)は内外面とも口緑部より浪部

にかけてヨコナデが行なわれ，頭部より H[•l部にかけて縦の屈IJLII か行なわれてしヽる C 色凋は淡茶褐

色を星し，焼成良好である。 (3)は Ll緑端部の凹線文 I汎ご径 0.60-m前後のドl形浮文を 3個 l体で貼付

している。器面調照は内外面とも不明である。色調は l'―]灰色を呈し，焼成良好である。 (4)は粋面か

荒れて調繋不明である。

(5)はピット最下府より出十．した底部である。器面調東名は一部ヘラ I弁きが認められる以外は翡lj離し

不明である。 (6)は底部か上げ底で，ややくぴれたのちに外反している。外面はヘラ！併きか行なわれ

K

▼
 

量

＇ 

ている。

ピット 9(半掘）

II区B地点の西端に検出した 3 一部未確認ではあるか杓伯形態は惰I月形を里すと名えられる C 中

心の掘り Hは長径約2.5m, 短径1.6 mを測り，断面は袋状を旱してしヽる。西端には浅い↓笈状の掘り

込みが付屈している。

出土遺物（第20図— 7 -12) 

(7)-(9)は，いすれも頸部より＜字形に外反する甕形上器片である。 (7)はL]縁端部にやや収味を特

たせ刻日文と径0.9cm程度の円形浮文を 4個 1体で対している。外面は頷部より胴部にかげて縦の刷

毛目と，底部にヘラ／弁ぎを行なっている 3 内l伯は荒れている C 色調は淡褐色を皇し，焼成良好であ

る。 (8)・(9)は，いずれも口緑端部がやや肥厚している。 (8)の胴部は内外面に測E目調繁かなされ，

(9)ではわずかに櫛描波状文が認められたか剥離が笞し ','0

(10)-(12)の底部片は，泉lj離により調柁不明なものか多く (12)の外廂にわずかにヘラ磨ぎが認められた。

ピット 10(半掘）

ピット 8の南側に接して検出した。 ,p:面形態は怜円形を呈し， 1之径1.8 m・伯i怪1.3 mを測る C 掘

囀~

這

-40-
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奮
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り込みの深さは30cmと浅<. u字形の断面を呈している。出t遺物は皆無である。

ピット 11 (ほぼ掘り上げ）

ピソト 10の南側1.5 mの場所に検出した。平面形態は長円形を旱し，氏径4.7m, 短形2.5m, 深さ

1.45mを淵ljる。掘り込みは東端と南側中央部が部分的にえぐり込まれている。―¥面では確認出米な

かったか， ピ・ノトの用複の可能性も考えられる。

出土遺物（第21図ー 1-10) 

(1)は口径19cmを測る壺形土器の口緑部である。頭部より徐々に外反し，口縁端部で肥厚し下方に

たれ下っている。頸部には縦の枯lj毛 H調格が行なわれ．下半には 2本のミ角凸帯が貼付されている。

器収内而は口縁部卜．面に外面と同様に 2本の円角凸帯が貼付され，それ以下ではヨコナデ調繋が行

なわれている。また内面の 2本の二角凸帯と口縁端部上,ruには等間隔にヘラ刻目文が施されている C

色調は淡亦椙色を呈し，胎十:. 焼成とも良好な土器である。

(2)-(5)は，いずれも胴部に列灼、文と口縁端部にヘラ亥lj目文を施した壺形上器である。 (2)はLJ縁部

より頸部にかけてヨコナデを行ない，頸部下端より胴部にかけて刷毛日調格を行なっている。色調

は赤褐色を呈している。 (3)は口縁端部が上下にやや肥原している。器外1Jiiは口緑部より頻部下 1畑

n度までヨコナデ調東各を行ない．胴部11、]外面には刷毛目調整を釘なっている。色調は亦褐色を呈し

ている。 (4)はLJ縁端部に 1本の凹線文を施し．胴部の列点文も 2列である 3 器面は内外とも紐れて

いる。 (5)は胴部より底部にかげての破片である。外而は胴中央部分まで縦の刷E目調整を行ない，

その上に 2列の列点文を施している。胴下半より底部にかけてはヘラ／併ぎを行なっている。内面は

刷毛目調悠である。色調は外而赤褐色～褐色，内面黒灰色を呈している。

(6)-(10)は底部片である。盛面調整は(8)・(9)の外面にヘラ！弁ぎか認められる以外は依lj離している。

ピット 12(半掘：I

II区B地点の北よりで検出した。平面形態は不整楕円形を星し，長径 4m, 1厨径3.1 m, 深さ 1.36 

m を測る。断面は袋状を呈している。

出土遺物（第22図ー 1-13) 

(1)・(2)・(4)は壺形土器片である。 (1)は頚部より i余々に外反し， D緑端部でやや肥厚し．たれ下っ

ている。器面は二角凸帯が頭部と口縁端部日面にそれぞれ 2本貼付されている。色調は赤褐色を呈

し，焼成やや悪いc (2)は頸部より徐々に外反し．口縁端部でやや肥原し， LJ縁部外面に 5本のご角

凹幣を貼付している。 (4)は頸部がく字形に外反し，口縁端部にヘラ刻目文を施している。口縁部よ

り頸部下 5omまでヨコナデを行ない，胴部には縦の刷毛目調整と列点文を施している。内OOは頸部

下端より胴部にかけて刷毛目調繁を行っている。色調は灰褐色～淡赤褐色を早している。

(3)・(5)は甕形土器片である。頸部はく字形に外反し．口縁端部はやや肥厚している。 (3)の口縁端

部はヘラ亥lj目文を施している。外面は口縁部より瑣部ド端 lomまでヨコナデを行ない，それ以下は

縦の測毛目調繁を行なっている。内向は口緑部より頸部下 2om程度までヨコナデを行ない，それ以
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絲本逍跡

下は斜めの刷毛目調整である。色調は淡褐色を呈し，胎上焼成とも良好である。 (5)の器外面は口縁

部より胴部にかけてヨコナデ調整で，内面では頸部までヨコナデ調整を行なっている。色調は赤褐

色を呈し，焼成良好である。

(6)は高杯形土器の杯部片である。 LJ緑部は水平面を持ち，口縁端部でたれ下っている。口緑部内

端には 1本の凸帯を施し，器内外面ともにヨコナデ調格を行なっている。色調は褐色～淡褐色を呈

し，胎土焼成良好である。

(7)は器台形土器片である。器外面は凹線文を施し，ド端には鉗歯文を巡らしている。 1州(1iの下端

l omはヨコナデ調格を行ない，その上 2om程度には斜 }jl,りの制毛目を行ない，さらにその I:にヨコ

十デ調格を行なっている。色調は淡褐色を呈し，胎土焼成とも良好である。

(8)-(13)は底部片である。 (II)は台付壺形土器の底部である。 (8)·(9)·(JO) ・ (I~には外1Mヘラ／併きが品

められる。

ピット 13(半掘）

ピット 12の南側に隣接して検出した。 'I<・面形態はやや楕円形を呈し, Lぐ径2.9m, 知径2.5m, 深

さ1.3 m を測る。断面はやや袋状を星し，堆積土上層の中央部分にはこぶし大のイiが比較的多く堆柏

していた。

出土遺物（第22図ー14-17)

(14)は器壊の非常に薄い甕形士器片である。頸部はく字形に外反し，口緑端部でややU',Jいている。

色調は褐色～赤褐色を呈している。器外面は頸部下 lomまでヨコナデ調格が行なわれ，それ以下は

縦の刷毛目が行なわれている。内而は頸部下 2om程度までヨコナデ調繋を行なっている。

(15)-(11)は底部片である。 (I1)はやや上げ底， (15)・(16)は底部がシャープである。

ピット 14(完掘）

II区B地点の中央部分でピット 15を切ってつくられている。平訓形態は長方形を星し， U:辺1.lm, 

短辺0.95mを測り，深さ lOom程度の非常に浅い掘り込みである。他のピットと異なり，堆積土中に

は灰を多く企んでいた。

出土遺物（第27団）

図化でぎたのは口緑部より胴部にかけて甕形上器片である。口緑部は頸部よりゆる＜外反し．胴

部外而に縦の屈lj毛目，内面に縦方向のヘラ削りを行なっている。色調は灰褐色～黒灰色を里してい

• 

會

• 

鼻

＊ 

る。

ピット 15(未掘）

II区B地点の中央に位憧し，ピット 14と巾30-90血， 1-tさ8mの細溝によって切られている。平

面形態は不格長円形を呈し．長径 9m, 短径4.5mと非常に大きい掘り込みである。 5cm程度上而を

掘り下げたのみで未掘のまま終了した。
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高本迅跡

出土遺物（第23図ー 1)

(1)は甕形土器片である。頸部はく字形に外反し，口縁部には 2本の凹線文が施されている。

ピット 16(半掘）

ピソト 15の束に隣接して検出した。平面形態は1.1 mの円形を呈している。深さは未確認であるが

l m前後を測り袋状の断面を呈している。

出土遺物（第23図ー 2)

(2)はやや上げ底の底部を持ち，外面ヘラ磨き調格を行なっている。内面は上より刷毛目・指頭圧

痕，ヨコナデを行なっている。色調は外面赤褐色，内1/Jf灰褐色を呈し，胎土焼成良好である。

ピット 17(半掘）

ピット 16の南束1.5mの場所に検出した。ギ面形態は不格lと円形を呈しているが， 径2.7mと，径

2 m程度のピットが用複している。深さはともにl.lm前後を測る。両ピ 1/ トの新IBは収の崩壊によ

り確認で答なかった。

出土遺物（第23図ー 3-12) 

(3)・(4)は頸部より＜字形に外反し，口縁端部に(3)で 3本， (4)で 2本の凹線文を施す甕形十．器片で

ある。器面はいずれも他れており調整不明な点が多い。

(5)は鉢形上器か，翡杯形土器の杯部と考えられる破片である。器外面の口緑部下 2叩程度には浅

い凹線文状の痕跡が認められる。他は内外面ともヨコナデ調整を行なっている。

(6)は高杯形上器の杯部片である。杯底部より口緑にかけてやや内傾し，口縁部内端には 1本の凸

線を施し，水平につくっている。 LJ緑部内外面ともヨコナデ調整を行ない，色調は淡褐色を呈して

しヽる。

(7)は麻杯形土器の脚部片である。脚部中央には16本の凹線文を施し，脚端に鋸歯文を巡らしてい

る。内面すそ部は巾 3⑳程度にヘラ削りを行ない脚端には1.5cm程度のヨコナデ調慾を行なっている。

色調は灰褐色を呈している。

(8)-(10)は，いずれもやや上げ底の底部片である。器呟が荒れておりヘラ虎きが認められる以外は

不明な部分が多い。

(11)は底部径16.5cmを測る器台形士器片と考えられる。外面はナデ調格，内面ヘラ削りを行なって

いる。色調は淡褐色を呈し，焼成良好である。

(12)は最大巾 5畑前後，厚さ 1-1. 3畑を測る分銅型土製品である。表衷面とも非常に荒れており，

文様等は観察できない。色調は淡褐色を呈している。

ピット 18(半揺）

ピット 17の西 1mの場所に検出した。＇ド面形態は不繁長円形を呈し，長径 3.8m, 短径2.1 m, 深

さ1.15mを測る。断面は袋状を呈し，ピット両端には浅い段状の掘り込みを伴なっている。

~ 

會

會

贔

• 

ふ
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出土遺物（第24図ー 1-2) 

(1)は頸部がく字形に外反する甕形土器片である。口縁端部はやや肥厚し， 3本の凹線文が施され

ている。ヨコナデ調整は，外面で頸部下 l叩，内面で1.5血程度まで行なっている。

(2)の底部片は焼成やや悪く，内外面とも争lj離している。

ピット 19(未掘）

II区B地点中央部の南端に半分程度検出した。ピット内は 5cm程度掘り下げたのみで未掘で終了

した。

出土遺物（第24図ー 3-11) 

(3)-(7)は壺形土器片である。 (3)は筒状の口縁部を持ち，内面に刷毛目を行なっている。色調は暗

褐色を呈している。 (4)・(5)は頸部より徐々に外反し口縁端部がやや肥厚している。 (4)は口縁端部に

2本の凹線文と斜方向のヘラ刻目文が施されている。 (5)は頸部に 3本の浅い凹線文が施されている。

(6)・(7)は頭部より＜字形に外反し，口緑端部に 2本の凹線文を施している。 (6)は口緑端部に 2本の

浅い凹線文と斜方向のヘラ刻目文を施している。灰褐色を呈し焼成やや悪い。 (7)は頸部下端よりへ

ラ削りを行なっている。色調は褐色を呈し焼成良好である。

(8)は寝形土器と身えられる破片である。頸部より＜字形に外反し，口縁端部でやや肥序している。

胴部内面はヘラ削り状の調整が認められる。色調は赤褐色を呈し，胎士焼成良好である。

(9)は外面ヘラ l科き調繋の底部片である。

(10)-(11)は高杯形土器片である。 (10)は器高約22畑を測る高杯形士器である。杯部は内彎し口縁端部

でやや肥厚している。脚部はなめらかに拡がり，脚端で上方にやや肥厚する。杯部内面は刷毛目調

格を行なっている。脚部は外面でヘラ磨き，内面の柱状部分でしぽり痕があり，下端ではヘラ削り

を行なっている。色調は褐色～暗褐色を呈し，焼成やや悪い。

(II)は水平な tJ緑部を持つ杯部片である。内面には 1本の凸帯を施し，ヨコナデ調整を行なってい

る。口緑端部は下}jに曲り 2本の凹線文を施している。色調は淡褐色を呈し胎土焼成良好である。

ピット 20(未掘）

II区B地点の北西よりで検出した。平面形態は，径2.5mの円形を呈している。ピット内は上面を

5畑程度掘り下げたのみで未掘で終了した。

ピット 21 (未掘）

ピット 20の南 lmの場所に検出した。平面形態は径2.Smの円形を呈している。ピット 20と同様，

上面を 5面程度掘り下げたのみ終了した。

ピット 20・21出土遺物（第25図ー 1-6) 

(1)は壺形土器の口縁部片である。口縁部外面には 4本の凹線文を施している。色調は灰褐色を呈

し，焼成やや悪い。 (2)-(4)は甕形土器である。 (2)・(3)は頸部より口縁部にかけてく字形に外反し，
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第 25図 弥生式土器13(I -6ピット20・21, 7-11ピット22)

口縁端部でやや肥厚している。 (3)は口縁端部に 3本の凹線文と斜方向のヘラ刻み文を施している。

器内外面ともヨコナデ調整を行なっている。 (4)は頸部より＜字形に外反する薄手の甕形土器片であ

る。色調は淡褐色を呈し焼成悪い。

(5)は高杯形土器片である。口縁端部に 4個 l対の円形浮文と鋸歯文を施している。口縁部には，

上面に 2本の二角凸帯を施し， 2個 1対の孔を 8om間隔に施している。焼成悪く，内外面とも剥離

している。

(6)は0.8cm程度上げ底の底部片である。器外面はヨコナデ調整を施している。
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第 26図 弥生式土器14(ピット24)

ピット 22(完掘）

ピット 21の南1.5"'の場所に検出した。平面形態はほぽ円形を呈し，径1.9-2 m, 深さ 1.2mを測

る。ピット内北側には掘り込み上面より 40cmの場所に巾30-40cmのテラスが設けられている。底面

はほぽ水平を保ち，西端部では半円形に巾 lm, 奥ゆき 0.6mえぐり込まれて袋状を呈している。ピ

ット内堆積土は上～下層とも黒褐色を呈し，層の差は認められなかった。このピットはII区大形ピ

ット群中唯一の完掘であった。

出土遺物（第25図 7-11) 

(7)は頸部がく字形に外反し，口縁端部でやや肥厚する甕形土器片である。内外面ともヨコナデ調

整が認められる。

(8)は鉢形土器片である。頸部より大きく外反し，口縁端部でやや上方に拡張している。色調は暗

褐色を呈し，焼成やや悪い。

(9)・(1崩の底部は， ともに外面にヘラ磨きが認められる。

ピット 23(未掘）

II区B地点の東端に一部検出した。このピットも上面を 5呵程度掘り下げたのみである。

ピット 24(未掘）

II区B地点の中央から南端にかけて，長さ 18m,巾1.2m-5mの不整形を呈している。ピット 8
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第 27図土師器（ピット 14)

・17等と同様にピットの重複と考えられるが，

上面を 5om程度掘り下げたのみである。

出土遺物（第26図ー 1-7) 

(1)-(3)は壺形土器片である。 (1)は頸部より

口縁部にかけて徐々に外反し，口縁端部で内

轡し，ヘラ刻み文を施している。外面は口縁

部より頸部にかけてヨコナデ調整と指頭圧痕

参

事

-Ii 

が認められる。内而はヨコナデ調整である。

色調は外而赤褐色，内而灰褐色を呈し，焼成良好である。 (2)は口径13omを測る口縁部である。頸部

より口緑部にかけてゆる＜外反し，口縁端部にヘラ刻目文を施している。器外面は口縁端部に浅い

凹線文と，口緑部に螺線状に浅い凹線文を施している。内面は口縁部より頸部上半にヨコナデを行

ない，下半に指頭庄痕とナデ調整を行なっている。色調は赤褐色を呈している。 (3)は頸部より徐々

に外反し，口縁端部でやや肥原する口緑部である。口縁端部には方向を異にするヘラ刻目文と，径

1 om程度の円形浮文を施している。器外而は口緑部下 2om程度までヨコナデ調整を行ない，それ以

臼饂まで，縦の刷毛目調整を行なっている。頸部には，巾 2omの指頭圧痕文凸帯を施している。色

調は淡褐色を呈し，胎土焼成とも良好である。

(4)・(5)は頸部より＜字形に外反する甕形上器片である。 (4)の口縁端部には 1本の凹線文を施して

ている。 (4)・(5)とも器内外面は泉lj離が苫しく不明である。

(6)は鉢形土器片である。頸部より大きく外反し， L字形に近い形を呈している。ヨコナデ調整は

外面で口緑部下 3血まで，内面で 2血まで行ない，それ以下は刷毛目調整を行なっている。色調は

赤褐色を呈し，焼成良好である。

(7)・(8)は，いずれもやや上げ底の底部片で，外面ヘラ磨きを行なっている。 (8)の内面にはヘラ削

り調整が認められる。

まとめ

II区A・B地点出士のピット群は未掘又は半掘状態で終了した遺構がほとんどで，各遺構の詳細

な検討は不可能であった。、ド面形態の特徴は，円形又は楕円形を呈したピットが比較的多く，ピッ

ト8・17の如く不東各形を呈したピットも重複したものであった。断面観察の結果では袋状を呈した

ピットが多く，ピット22の如く部分的に袋状を呈した特異な遺構もみられた。各ピットは不充分な

調査であったが，径lm前後と2.5m前後のやや大形のピットに大別できる。径 Im前後の小形の円

形，又は楕円形を呈すピットは，はとんどが断面袋状又はフラスコ状を呈し，貯蔵用ピットとして

の性格が強い。やや大形のピット 1は断面 U字形を呈しており，他のピットと性格を異にするとも

考えられる。
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高本遺跡

各ピット出士の遺物は遺構上面又は，半掘での遺物がほとんどであり．又，層位的な取上げも行

なってなく，かならずしも各遺構掲載の遺物が各々に伴うものとはいい難い。ピット 14出土遺物は

土師器が出土しており，明らかに時期が異なる。他の各ピット出士士器は，やや後出のものを含む

ピットも認められるが．全て弥生時代中期の土器が主体である。その中で一括資料としてある程度

良好な状態であったピット 1・5・6・7・8・9・11・12・22出上の遺物を取り上げる。

ピット 1 壺形・甕形土器は口縁端部に櫛描列点文，ヘラ刻目文を施すものと，無文のものが認

められる。壺形土器の頸部には凹線文を施している。甕形士器は口縁端部がi--.下に肥厚するもの

と，上方のみに肥原する器形が認められる。高杯形土器は脚端に凹線文を施したものがあるが，

杯部にはほとんど凹線文は施されていない。

ビット 5 壺形・甕形土器ともに凹線文は認められない。短頸の壺形土器には口縁部に三角凸帯

を貼付し，胴部に櫛描波状文，直線文を施している。甕形士器の口縁端部はほとんど肥厚して

し、な ''o

ピット 6 壺形士器は頸部に指頭圧痕文凸帯を施し，胴部に櫛描波状文，直線文を施している。

甕形土器の口緑端部はほとんど肥厚していない。

ピット 1 壺形・甕形士器とも凹線文は認められない。壺形土器の口縁端部は断面三角形状に肥

厚し，ヘラ刻目文を施し，胴部に櫛描波状文を施している。甕形土器の口縁部はほとんど肥厚

していない。

ピット 8 壺形・甕形土器は凹線文が顕著に認められるものと，はとんど認められない器形を伴

曇

會

晉

っている。

ピット 9 甕形土器は口緑端部が断面三角形状に肥厚し，円形浮文，ヘラ刻目文を施している。

ピット 11 壺形・ 甕形士器は口縁部及ぴ胴部にヘラ刻目文・櫛描列点文を施しており，凹線文及

ぴ三角凸帯を施したものが一部認められる。

ピット 12 壺形・甕形土器は凹線文を施したものと無文のもの，三角凸帯を貼付したものがみら

れる。頸部がく字形に外反した口縁部は上方又は上・下方に肥厚している。器台形土器には鋸

歯文が施されている。

ピット 22 甕形・鉢形土器ともに頸部はく字形に外反し，口縁端部は上方，又は下方に肥摩して

• 

.. 
しヽる。

他の各ピットは遺物の出土が少量のものや，遺構上面の出土例が多く，かならずしも各ピットに

伴うものとはいい難い。しかし，各器形とも凹線文が頸部及ぴ口縁端部に顕著に認められるものと，

無文のものがあり，前述したピットと大差のないものと考えられる。

〔山磨〕
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高本遺跨

建物 4 (第 29図）

II区A地点の南に検出した桁行 5間 (11.24 -11. 30 m) X梁行 2間 (3.55-3. 65 m)の掘立柱建

物である。柱穴掘り方は一辺70呵前後の隈丸方形を基本とし，深さ35-70omを測る。掘り方埋上は

茶褐色土と茶色上を主体としている。柱痕址は西側桁行の北より 3本目がグライ化により一部木買

が残存している以外は炭混りの茶褐色～濃茶掲色を呈しており，直径zoom前後の柱であったと推定

される。

梁行柱間寸法は175-185omとやや差がみられるが，平均値で180血を測り 6尺等間と考えられる。

桁行柱間寸柱は205-260omと大差があるが，北側 3間が205-220om(平均212om)両個IJZ間が 235-

260om (平均245om) を測り油j桁行間とも相対しており，ほぼ 1尺の差か認められる C 北側 7尺，南

測 8尺等間と考えられる。

建物 4は 1尺30-30.6omを基本として，梁行 6尺等間，桁行 7, 8尺等間と 3種類の柱間、t法を

使用して設計されたと考えられる。

出士遺物は柱穴内より，須恵器，土師器，弥生式土器及び平瓦片が出土した。はとんどが小破片

で図化可能であった 2点を示した。

杯蓋（第30図― 1) は，天井部に偏ギなつまみが付いている。色調は青灰色を呈し，胎土，焼成

とも良好である。杯身（第30図ー 2) は，底部に高台を貼り付けている。色調は灰白色を呈し，焼

成やや悪い。

建物 5 (第31・32図）

II区A地点の中央に検出した束西 2問（約3.8m) X南北 2間 (4.4m) で東柱を有す掘立柱建物

である。建物 4の北端から 6.6mの間隔を罹券同一線上に位置し，方向も同一である。掘り方は円

形～隈丸方形を呈し，径60om前後，もしくは一辺70om前後，深さ60om前後を測る。掘り方埋士は黄

色，茶褐色～黒茶褐色を主体とした混り士である。柱痕址は炭を含む濃茶褐色が主体で径20-30omの

柱であったと推定される。建物東柱の掘り方は一辺80omと最大の掘り方で柱痕址の底部には長径30

om/短径15om,原さ 7-8omの扁平な礎石が置かれていた。東西柱間寸法は185-195位とやや差が

認められるが，平均で187血を測り， 6尺等間と考えられる。南北柱間寸法は210-223omと東西方向

と同様やや差が認められるが平均で217血を測り， 7尺等間と考えられる。

出土遺物は柱穴内より，須恵器，土師器，弥牛式土器及び鉄滓が出士した。須恵器は杯甕，壺の

器形が認められた。図化可能であった 3点を示した。

杯蓋（第30図ー 3)は，かえりは認められない。杯（第30図ー 3・4)は，いづれも小破片で，

ロ径は計測でぎなかった。杯蓋にはかえりは認められない。短頸壺（第30図ー 5) は，ほぼ完形品

で南西隈の柱穴掘り方の埋土内より出士した。口縁は頸部より＜字形に外反し，口縁端部に丸味を

持たせている。肩はよく張り，頸部より肩部にかけて櫛描状の横線を施している。底部は丸底で凹

ふ

鳥

＇ 

急

.. 

贔
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高本遺跡
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第 30図須恵器 (I-2建物 4・3-5建物 5)

ョ

亀―

贔

凸があり．やや整形を異にしている。

建物 6 (第31図）

II区B地点で建物 5と重複して検出した。規模は北東ー南西方向約360血， 北西→南東方向約

390omを測る 2X 2間の掘立柱建物である。柱穴掘り方は一辺60-70血の隈丸方形を呈し，深さ 30

-50omを測る。掘り方埋土は茶褐色，黒茶褐色を主体とした混り土で，柱痕址ははとんど認められ

なかった。北束ー南西柱間寸法は約180四前後，北西ー南東方向は約190om前後を測り，ほぼ 6尺等

間の設計と考えられる。

出土遺物は少量の須恵器，士師器，弥生式土器が出土した。全て少砂片で図化不可能であった。

〔山磨〕

建物 7 (第33図）

平面形か，ほぽ正方形を呈す 2間X2間の建物である。柱穴は，周囲へ 8本と中心へ 1本の計 9

本の柱穴よりなる。柱穴間は，北列• 南列とも，東より 1.45 m , 1. 45 mを測る。また東列は，北よ

り1.70 m , 1. 20 mを測り，西列は同じく北より 1.40 m , 1. 50 mを測り，束列において中央の柱穴が

南側にずれている。

掘り方の形は一定しないが，方形が多く，一辺0.6mから0.8mを測る。検出した掘り方の深さは

浅いもので0.2m,深いもので0.35mを測る。その中にあって，中心の掘り方は，もっとも浅 (,0.1 

mを測る。建物の方向は磁北に対し N-29°-Wである。

建物 8 (第34図）

平面形がほぼ正方形を呈する 2間X2間の建物である。柱穴は周囲の 8本と中心の 1本計 9本よ

りなる。柱穴間は，北列• 南列ともに束より 1.80m, 1. 50mを測る。また，東列・西列は北より

1. 80 m, 1. 80 mを測る^
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参

掘り方の形は，ほぽ方形を呈し，ー辺は0.6mから0.8mを測る。検出した掘り方の深さは， 0.35

mから O.5mを測る。建物の方向は磁北に対し N-22°-Wである。

建 物

，
 

（第35図）

平面形が，長方形を呈する 2間X3問の建物である。建物は， 10本の柱穴よりなるが，北東隈の

柱穴は後世の削平により消滅しており検出できなかった C 柱穴間の距離は，北側は，残存する柱穴

峯

間で1.80mを測り，南列は北から 1.80mを測る。

は南より 1.80 m , 1 . 50 m, 1. 80 mを測る。

また東列は，南より 1.80 m , l. 80 mを測り，西列

• 

掘り方の形は，方形を基本としており，概略0.5m前後を測る。掘り方の検出した深さは0.2m前

後で比較的浅い。建物の方向は，磁北に対し N-45°-Wである。

建 物 10 （第35図）

平面形がほぽ正方形を呈する 2問 X2間の建物である。柱穴間の距離は，北列が東から 1.50 m, 

0. 90m, 南列が束から 1.20 m , l. 20 mを測る。 また，東列は北から1.20m, 1.20m, 西列は北から

1. 20 m , 1. 20 mを測る。以上のように，北列の中央の柱穴が若千西よりに造られている。

掘り方の形は方形で，その一辺は0.4m前後を測る。検出した掘り方の深さは約0.2mを測る。

建物の方向は，磁北に対し N-33゚31'-Wである。
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麻本遺跡

建物 9・10は，一部切り合いをホしているが，その前後関係は不明である。しかし，この 2棟の

建物は相接した時期のものと考えられる。

建物 11 (第36図）

平面形がはぽ正方形を呈する 2間X2間の建物である。建物は，周囲に 8本の柱穴と中心に 1本

の計 9本の柱穴よりなる。柱穴間の距離は，北列が東より 1.80 m , l. 80 m , 南列が東より 1.80 m, 

l. 80mを測る。また，東例は北より 1.60 m, l. 70 m , 西列は北より 1.60 m , 1. 70 mを測る。

掘り方の形は，ほぼ方形を呈し，一辺が0.4mから 0.6mを測る。検出した掘り方の深さは平均約

0. 2mを測る。建物の方[11]は磁北に対し N-42°-Wである。

建物 12 (第36図）

平面形が，はぽ正方形を呈する 2間X2間の建物である。建物は，周囲に 8本の柱穴と中心に 1

本の計 9本の柱穴よりなる。各柱穴間の距離は，北列か東より 1.70 m , 1. 90 m , 南列が東より 1.70 

m, 1. 90 mを測る。また，東列が北より 1.60 m , 1. 70 m , 西列が同じ〈北より 1.60 m , 1. 70 mを測

る。

掘り方の形は，ほぽ方形を呈し，一辺が0.4mから0.5mを測る。検出した掘り方の深さは，平均

0. 2mである。建物の方向は磁北に対し N-42°-Wである。

建物11と建物12は一部で切り合いを示している。それの観寮により，建物11は建物12より新しい

ものである。 〔井上〕
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研本直跡

第 3節遺物

縄文式土器

I区D地点の谷下層より 3点の出上が認められた。ともに小破片であるが同一個体とみられる。

士器片の特徴は，口緑近くに凸帯文を貼付し，口縁端部及ぴ凸帯上に刻み目を施している。胎土は

やや粗〈，淡褐色を呈している。縄文時代晩期の土器片と考えられる。器面の摩減及び小片のため

図化不可能であった。 〔山磨〕

弥生式土器

弥生式土器は 1区B・C・D地点の谷，及びII区B地，1位のピット群検出地点とでほとんどが出士

した。そのうち弥生中期の土器が90%以上を占め，後期の土器は少鼠であった。

中期弥生式土器

壺形土器（第38図ー 1- 8) は，頸部より徐々に外反し，口緑端部でI---.下に肥原し， 1u1線文を頸

部及び口緑端部に施した例が多いつ他に頸部にて角凸帯を貼付した器形と頸部がく字形に外反し，

口縁端部がやや肥厚した器形がみられる。底部は器面が争lj離したものが多〈詳細には検討できない。

甕形土器（第39図）は，頸部かく字形に外反したのみのものと，上}jまたは下方に肥厚した器形

がみられる。口緑端部が肥原した器形には 1本から数本の凹線文が施された例が多い。

閥杯形土器（第40図一 1-17)は，杯部が腕形を呈し，口縁端部がやや肥原して水平面を持つ器

形が多い。他に口緑部が伯只！：しているものや，口縁端部の外側につば状の水平面を持つ器形がみら

れる。杯部外面には凹線文を施したものが比較的外く，三角凸帯を貼付したものや無文のものもみ

られる。

器台形t器（第40図ー20・21) は，いづれも口縁部に水平面を持ち口緑端部が下方に大きく垂れ

下るものである。 (20)は口縁端部外面にヘラ刻目文を施している。 (21)は口縁端部外面に凹線文，ヘラ

描ぎ斜線文を施した後に円形浮文を貼付している。

後期弥生式土器• その他（第41図）

壺形土器 (1-6) は，頸部より＜字形に外反し，口縁端部に凹線文を数条施した器形と，口縁

端部を卜方にやや拡張したものが主である。胴部内面はいづれも頸部下端よりヘラ削りを行ってい

る。

高杯形土器 (8-10)の杯部は，口縁部が直立したのち外反している。脚部は脚端が大き〈ひろ

がり， 4孔を穿っている。

台付腕 (7) には，口縁部に凹線文を 1本施している。

（第41図ー11-13)は，やや後出の土器である。高杯形土器(11)は，杯部に稜線を持ち大きく外反

した器形である。 (12)は，底部中央を穿孔している。小形丸底土器(13)は，口緑部がやや外反して，底

部がやや突出した特徴を示している。 〔山磨〕
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第42-3図石器 3

石器

本遺跡発掘調査区域のほぼ全面から出土している。剥片もあわせると約200点近くあるが，いわゆ

る石器として明らかなものとしては約30点である。その大半は，遺構に伴わぬ表面採集あるいは発

掘による揚土中より出土したものである。遺構に伴う石器としては 1号住居址出土の 3点（磨製石

剣• 石斧• 石庖丁）と， 3 号ピットよりの 2 点（凹み石• 石鏃）が挙げられる。

表採遺物について，明確な時期を与えることは困難であるが，常識的な判断を下せるもの以外の

石器すなわち石鎌・打製石斧については，出上土器の上限である縄文晩期に一部比定できるであろ

うが，更に遡る可能性もある。大別して，縄文時代・弥生時代の 2時期の石器が出土していること

はほぽ確実であろう。

以下，主な石器について略述しておく。

{a)石鎌（第42-1図 1-11) 

出土点数は10数点であるが，そのうち 11点の実測図を掲げる。 11をのぞき他はすべてサヌカイト
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製である。第42図ー 1·2• 6・7などは縄文時代に比定できる形態を有するものである。 10は3

号ピット出士した細形の凸基無茎式の石鏃である。石鏃については，サヌカイト製が多いため風化

度の相違が認められ，灰黒色ないしは黒色の本来の色調を失って白っぽい茶褐色を呈するものがみ

られる。おそらく，それらが縄文時代に比定できる石 であろう。第42-1図ー 1・2・6・7な

どに以上のような所見が認められる。

{b)石庖丁（第42-1図 12-15) 

第42-1図ー12は， 1号住居址内覆土中より出土した完形品である。石材は結品片岩である。裏

面の双孔の間に小孔が穿孔されかけた痕跡を残しているが貫通には至らない。第42-1図ー13は，

第 1次調査によって出土した復元長約14omと推定される破片である。（石質は不明である）第42-1図

14は， 1区A地点出土の破片で石質は緑泥片岩である。刃部は段状の顕著な線を形成せず腹部より

ゆるやかに形づくられている。第 42-1図ー15は，表採の端部片で緑泥片岩製のものである。 13・

14に比べて軟質で条IJ離性に富む。

以上4点の石庖丁は，いずれも弥生時代中期～後期に比定することができる遺物である。

{c)石斧（第42-1図 16・ 第42-2図 1-15) 

第42-1図ー16は安山岩系の石を用いた打製石斧である。この石材は本遺跡調査区の地山すなわ

ち第 3紀層にはまりこんでいる状態で多々みかけたものである。サヌカイトにくらべるとやや軟質

で剥離面は丸味を帯びている。この石斧は第 1次調査において，弥生式土器と共に出上しているが，

縄文時代それも晩期に比定されるものと考えられる。 (II区出土）

第42-2図ー 1は扁平片刃石斧である。石材は石英閃緑岩で，津山市押入西遺跡などで同質の類
（註 1)

品をみることができる。第42-2図ー 2は扁平両刃石斧と呼称しているものであるが，刃部以外さ

はど加工痕が認められない。扁平な河原石を簡単に加工しただけの，実に単純な石器である。 （第

42-2図ー 1 1区B地点出士。第 42-2図ー 2 1区A地点出土）

第42-2図ー 3は柱状石斧である。第42-2図ー 1と同様，石質は石英閃緑岩である。 (II区B

地点出土）

第42-2図ー 4は 1号住居址出土の太形蛤刃石斧（磨製石斧）である。刃部は欠落しているが，

柄の装嗜部分の磨減がよく観察できる。石質は硬砂岩である。

第42ー2固ー 5は柄頭部分を欠落した，太形蛤刃石斧片である。石質は第42-2図ー 4と同じ硬

砂岩である。 (I区B地点出土）

(d)石ヒ

第42-2図ー 6の 1点のみ出土している。縦形の石ヒでサヌカイト製になるものである。縄文時

代晩期に比定することができる。 (11区C地点出土）

f
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(e)凹石

第42-3図ー 1の 1点のみが出士している。 3号ピット中より出土し，共伴する弥生式土器から

弥生時代中期に比定することができる。表面の中央に径 3叩のくぽみをもつ。石質は花岡岩で円形

というより卵形に近い楕円体を呈している。

(f)磨製石剣（第42-3図ー 2)

先述の第42-ll図ー12の石庖丁と 1号住居址で伴出した遺物である。約3.5cmにわたって明確な刃

部を観察することができる。石質は緑泥変岩である。畿内（摂津• 河内・近江）を中心とした磨製

石剣の知見に類似し分布を共有するものであろう。あるいは磨製石槍の可能性もあることも否定で

きない。復元形態に近いものとして，京都府舞鶴市由良川JII底出土の 3例をあげることができる。
（註 2)

(g)石摯（第43図）

II区C地点で出士した石黎と考えられる破片である。数個体 (2-3個体）に破砕され，埋没し

た可能性があり，他に小片が出土している。黒色のサヌカイト製で，表面には一定に近い無数の条

痕の走行が認められる。小砂粒の衝突• 摩擦による一定方向の条痕と考えられるものである。表面

は無数の細かな条痕が認められながら，滑沢を呈し，更に縁辺のサヌカイト剥離による鋭いエッジ

すら摩耗し滑らかな面となっている。 ＇ 

ぷ

身

出土当初，安逸に砥石と考えていたが条痕の顕微鏡観察によって石黎の可能性が強いことを認識

している。水野清一• 小林行雄編「図解考古学辞典」によれば， 「長さ 25叩大の菫厚な木葉形打製

石器で，赤峰• 林西などの彩陶文化に伴う。」とされ，更に「玲岩• 安山岩などをつかって作り，先

端は磨減して擦痕があるので『すき』と思われるが，その重厚さよりいえば牛耕が考えられるとし

ている。したがって，牛耕を想定しなければならぬのであるが，今日牛耕の開始は少なくとも奈良
（註 3)

時代以降と考えられている以上，この矛盾は避けられるべぎで，やはり人力による牽引が考えられ

るのである。国内における類例の出土がみられないが，弥生時代全般を通じて水田耕作の具体的方

法が一定不変であったとは考えられず，田代克己氏の卓見のごとく農耕そのものの甚盤の変化を余
（註 4)

儀された時点の生産形態の変動は，ひいては政治的動乱・社会的変動を引き起こす誘因となると考

えられるのである。美作地方のほぽ全域にわたる弥生時代中期～後期の居住集落の占地・立地形態

が低位台地・丘陵上に偏して位置することは明らかな事実である。田代克己氏の指摘される大阪湾

沿岸部の洪水による居住集落の変動の汎西日本的な可能性は妥当性のあるものと考えられる事象で

あろう。そういう不可避の自然現象によって生産基盤の変化，居住集落の移動によって新たな農耕

基盤を開拓していく上で，従来とは異なった農耕具の存在も伝統的な諸農耕具に加えて想定される。

この石黎と考えられる石器も，以上のような観点にも立って向後，新たに把握していかねばなら

” 

• 

書

ないであろう。 〔岡田〕
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〈付記〉

磨製石剣に関しては，兵庫県教委文化課技師山本三郎氏の御教示を得た。また，石黎に関しては

岡山県文化センター主任高橋護氏の有益な御意見・御指導をたまわった。記して深謝の意を表する

ものである。

（註）

Oil)岡山県埋蔵文化財発掘調査報告(3) 中国縦貫自動車道建設に伴う発掘調査 I所収 (1974年 3月刊）

(,t 2) 開館記念古代の丹後展図録所収（京都府立丹後郷土資料館刊）

（註 3)図解考古学辞典．水野清ー・小林行雄編（東京創元新社刊）

UH)瓜生堂遺跡II, 瓜生堂遺跡調企会lff73年3月刊。

亀

寡

須恵器

高本遺跡から出土した遺物の中では，比較的出土量が多い遺物である。しかし，その多くは小片

であるため，図示できる数は，多くはない。また，完形品の出土も少なかった。

そこで，図示したものの多くは復元実測のものである。

出土した須恵器は，蓋については扁平なつまみの付くものが主体を占める。杯に Jいては，高台

の付くものが主である。出土遺物の全てについて充分検討出来得ていない現状では断定的なことは

言えないが，糸切底をもつ杯の出土は少ない。推定される出士した須恵器の中心的時期については

蓋については扁平つまみのつく時期で，杯については，高台がつき糸切底出現以前とすることがで

ぎるであろう。その概略的な時代としては，一般的に奈良時代とすることができよう。しかし，そ

の前後の時期のものも若干は出士していることも記しておく。以下図示した須恵器について若干の

t兒明を加える。

董（第44図 1-7) 

1については，全体の形状は円みをおぴており，角ばる部分がない。口縁端部も円＜仕上ってい

る。外面の頂上部から％まではヘラ削りがみられる。他は全体にヨコナデによる調整がなされてい

る。

2-7は，いずれも扁平なつまみをもつものである。 2・5・7は，天井部の一部分にヘラ削り

がみられる。他は内外とともにヨコナデによる調整がみられる。口縁部と天井部の堺は明瞭で端部

はやや内傾する。口縁端部は円＜仕上げている。
~ 

杯（第44図 8-12・14) 

杯の調整をみると，底部はヘラ切り後に高台を貼付したものである。体部は内外ともにヨコナデ

がみられ，内面底部はナデによる仕上げがみられる。器形をみると， 8は体部がほぼ垂直に立ち上

がるもので，他は体部が開いている。 8は仕上げも入念で焼成も良好であるが， 9・12は焼成がや

や軟調である。
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瓶（第44図13-18)

13は底部のみであるが，外面にヘラ削りがみられ高台は貼付であろう。高台の成形は入念である。

内面はヨコナデの仕上げがみられる。仕上げは比較的良好である。 15・17は，胴部の内外ともヨコ

ナデによる調整がみられる。高台は貼付けである。形状は単調である。 16は底部に体部を貼付した

＇ もので，胴部はヨコナデにより，底部内面は指頭圧によるナデがみられる。高台も貼付けで，成形

は入念で形は整っている。 18は肩部まで判る例である。胴部は内外ともにヨコナデがみられ，高台

第45図須恵器• 円面硯

こ
は貼付によるものである。

壼（第45図 1・2)

いずれも短頸の壺で. 1は頸部がやや外反する。口縁端部は円＜，内外面ともヨコナデの調整が

みられる。

甕（第45図3・4)

3・4ともに頸部はヨコナデがみられる。 4の肩部外面には櫛状工具による調整後に叩き目がみ

られる。内面は同心円状の叩き目がみられる。
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瓦

多量ではないが瓦片も出上している。しかし，字瓦・鐙瓦の出士はなかった。しかし， 出士した

瓦の多くは若干の磨減がみられる。瓦はいずれも布目瓦で，布目の明瞭にみられるもので 1虚当り

9 X 9本みられる。外面はナデによる仕上げのものがほとんどで，若干は織目のもの，小形の方形

叩のみられるものがある。

高杯（第45図 6-8) 

いずれも小形で短脚のものである。杯部はほとんどが欠損している。脚は，内外ともヨコナデの

調整がみられ，いずれも成形は入念である。

円面硯（第45図 5)

全体の形状の判るものはないが， 10種類12片出土している。その内，匝径の判る一例を図示した。

図示したものは，脚が完全に欠損しているため，その形態は不明であるが，巾 3cm前後の方形の透

しが造られていたことは判る。陸部の推定直径は 9cmである。

多くの須恵器片の中に，一片だけではあるが「郡」字の墨書土器がみられた。

〔井上〕
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第 5章 ま と め

，
 

第 1節 高本遺跡出土の弥生式土器について

弥生式土器の分類

高本遺跡出土の弥生式土器は．壺• 甕．鉢• 高杯・器台等が認められた。そのうち形態の変化が

多い壺を A-Gの 8形態に，高杯を A-Dの4形態に分類した。さらに各器形を凹線文の認められ

るものを 1'認められないものを 2と細分した。

土器の詳細な記述は遺構・遺物の章で述べているため，ここでは分類した各形態の特徴を述べる

にとどめた。分類した各土器は「通し番号」• 「遺構又は出士地区」の順に番号を付した。

壼形土器A1(第46図 1-4) 

筒状の頸部を持ち，胴部のほぼ中央に最大径がくる器形である。口縁部は徐々に外反し，口縁端

部でやや下方に垂れ下り肥厚している。頸部には各種の凸帯文を 1- 3本貼付している。 (3)・(4)で

は三角凸帯を口縁部内面にも施している。胴部には櫛描文(1)が認められる。

壼形土器Az(第46図 5-21) 

壺形士器A,とほぼ同様の形態である。口縁部は徐々に外反し，口縁端部で上下にやや肥厚してい
" 

る。口緑端部には数本の凹線文を施した例が多く，さらに円形・棒状浮文を加飾したものもみられ

• 

霊

ふ

る。他に無文のもの，櫛描列点文，ヘラ刻目文を施した例もみられる。筒状の頸部には．数本の凹

線文をやや間隔を置き施したものと，密接して施したものとがみられる。胴部には18で壺形土器A,

と同様に櫛描波状文と直線文を施しており， 6では櫛描波状文と凹線文を交互に施し， 5・7では

列点文を施している。

壼形土器BJ(第46図22-28)

頸部はく字形に外反し，口縁端部でやや肥厚し，ヘラ刻目文を施している。胴部にはヘラ刻目文，

櫛描波状文を施したものがみられる。

壼形土器82(第46図29-32)

頸部は壺形土器81と同様にく字形に外反し，口縁端部でやや肥厚している。口縁端部には 1-3 

本の凹線文を施し，さらに円形浮文．ヘラ刻目文を加飾したものがみられる。胴部には31で列点文

を施している。

壼形土器C1(第47図33-36)

頸部より徐々に外反し，口縁端部は内側にやや肥原している。頸部には凸帯を貼付したものと，

削り出し凸帯を施したものがみられる。胴部は最大径を中央に持ち櫛描直線文・波状文を交互に施

している。
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壼形土雑D1(第47図37-38)

筒状の頸部を持ち無文のものと，口縁部が外反し，口縁端部にヘラ刻目文を施したものがみられ

る。

壼形土器D2(第47図39-41)

筒状の頸部を持ち，口縁部の上半に数本の凹線文を施している。頸部よりやや外反した41には，

ロ縁端部にも凹線文がみられる。

壼形土器Ez(第47図42)

無頸壺形土器である。低い脚台が付くものと考えられる。口縁端部は内側に肥厚し，口縁部下に

6本の凹線文が施されている。

壼形土器F1(第47図43)

頸部より大きく外反し，口縁端部でやや肥厚する大形の士器である。口縁端部にはヘラ刻目文を

施し，さらに円形浮文を貼付している。頸部には圧痕文凸帯を施している。

壼形土器G1(第47図44)

頸部はく字形に外反し，口縁端部が上方にやや肥厚する小形の土器である。頸部下端には 2孔が

穿ってある。この器形は口縁部のみでは甕形土器と区別できない。

甕形土器 1 (第48図69-95)

頸部はく字形に外反し， 69では胴部の最大径が中央よりやや上に位置している。口縁端部はほと

んど肥厚しないものと上方又は上下方にやや肥厚するものがみられる。 83・85・88・94では，口縁

端部又は胴部にヘラ刻目文を施し， 90では口縁端部にヘラ刻目文と円形浮文を施している。

甕形土器 2 (第48図96-108)

頸部はく字形に外反し，口縁端部は上・ 下方の肥厚が顕著である。肥厚した口縁端部には 1-3 

本の凹線文を施し，一部にはさらにヘラ刻目文，円形浮文を施したものもみられる。

鉢形土器 1 (第48図45-47)

頸部はく字形に外反し，口縁端部は上方又は上下方にやや肥厚している。

器台形土器 2 (第47図48-51)

口縁部は大きく外反し，口縁端部が下方に垂れ下っている。口緑端部外面には48で凹線文，斜格

子文，円形浮文を， 49でヘラ刻目文を施している。 51では頸部より脚部にかけて凹線文と鋸歯文

を交互に施している。

土器底部（第47図52-68)

底部は，あげ底でややくぴれて外反するものが多くみられる。外面はヘラ磨き調整を行っている。

内面は刷毛目・指頭圧痕が認められる。壺形土器とみられる52は胴部のほぽ中央に最大径を持って

" 

｀
 

讐

｀
 

亀

~ 

いる。
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高杯形土器Ai(第49図109-112)

杯部は内彎し口縁部に水平面を持つ器形である。口縁部の内面に凸起を施しているものもみられ

る。

・書

・

讐

雙

＊
 

高杯形土器 Bi(第49図113)

高杯形土器A,と同様の水平な口縁邪を持ち，口緑端部で下方に垂れ下っている。

高杯形土器82(第49図114)

水平な口縁部を持ち，下方に垂れ下った口緑部に凹線文を施している。

高杯形土器CJ(第49図115)

杯部の中央がやや張った椀形の器形である。

高杯形土器C2(第49図116)

杯部の中央に最大径を持つ椀形の器形である。口縁部には凹線文を施し，士不部中央にヘラ刻目文

を施している。脚部の拡張は著しくない。

高杯形土器D1(第49図117-121)

杯部は内彎し，口縁端部でやや肥厚している。口縁部下にヘラ刻 H文凸帯を施したものもみられ

る。脚端部はやや肥厚している。

高杯形土器Dが第49岡122-124)

内彎した杯部の口緑部及ぴ中央部に凹線文とヘラ刻目文を施している。高杯形土器Dは鉢形士器

と杯部のみでは区別できない。

高杯形土器脚部（第49図125-128)

脚部は二角形状に拡張するものと，脚部下半より著しく拡張するものがみられる。 127・128は外

面に凹線文を施し円面でヘラ削りを行っている。

土器編年

高本遺跡出士の弥生中期の土器は，分類した如く凹線文手法と凹線文手法を施さない器種とが認

められた。次にこれらの各器種を弥生時代中期に編年されている周辺の遺跡出士土器と対比し検討

を加えてみる。

岡山県北では唯 lのまとまった遺跡として，津山市押入西遺跡を掲げることがでぎる。本遺跡は
（註 1)

直線距離にして高本遺跡の西20枷に位置し，中国縦貫道建設に伴い調査された。

出十．士器は，凹線文手法が顕著に認められ比較的限定された一括資料と考えられている。器種は

壺形土器A2・B2, 甕形土器 1・2, 器台形七器，高林形土器A,・D2が含まれている。

壺形士器Aziふ押入西遺跡の壺形土器 Iに相当する。両者を比較すると押入西遺跡では，凹線文

手法が極度に発達し．口緑端部と頸部には全て施されている。又，口緑端部が大きく外反し下方に

垂れ下るものが認められる。胴部の最大径は壺形十＾器A2がほぽ中央にくるのに対し，押入西遺跡出
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土土器は中央より上に位覆している。壺形土器B2は壺形土器IIに類似するが 肩部が強くりKってお

り，やや相異が認められる。凹線文手法の認められない壺形上器A1・C,・D1・F,・ 広は，押入西遺

跡では出上していない。又，凹線文手法の壺形土器D2・F2も押入西遺跡では出土例がないが，壺形

土器II. 高杯形士器に類似点が認められる。

甕形土器は両遺跡ともはぽ同様の形態を持っている。押人西遺跡では甕形上器2かはとんどを占め，

甕形土器1は少量の出土である。

器台形土器は両遺跡とも口縁端部に水平面を持ち，口縁端部が下方に大ぎく垂れ下る形態が認め

られる。押入西遺跡では胴部及び脚部に非常に多くの凹線文が施され，脚端はやや肥厚している。

高本遺跡 1号住居址出土のものは削り出し凸帯状の凹線文を施している。

瀬戸内地域の弥生中期の遺跡は類例が多い。そのうち弥生式土器集成に，弥牛時代中期中菜と叫

年されている菰池式士器（第III様式）には．壺形上器A,・A2・C1・E, ・E2・F, , 甕形上器1'似i杯
（註 2)

形土器A2・C,・D, ・ 応等の器種が含まれている。

壺形士器の特徴は A・Fに凹線文はな〈. D (無頸壺形土器のみに凹線文手法をもつものともだ

ぬものの両方の器種が認められる。甕形上器1は頸部かく 'j-:形に外反し，装飾の少ない_,,',,:では11lij者と

もほぼ類似している。ただ麻本遺跡出士の :t-.器の口縁端部にヘラ刻目文を施す器形は菰池式十．器に 讐

、＊

轟

は認められない。高杯形土器 C・Dには凹線文を弛してな <'Aに凹線文を施した器秤を含んでい

る。高林形土器A2は麻本遺跡では出土していないが． ，，＇『田郡鏡野町布原遺跡に類例がある。布原逍
（註 3) .. 

遺出士の弥生式上器は凹線文手法のよく発遠した器種が多く，津山市押人西遺跡出十．十．器と類似し

ている。

倉敷市前山遺跡出土の前山 l式士器は，弥生式上器比成の菰池式上器に包括される時期のもので
（註 4)

ある。出十．七器は壺形上器A2・G1, 甕形士器1,翡杯形十．器C2・D1等である。

前山 I式の壺形土器は，壺形士器A1・A2を折衷した器形で，口縁部に凹線文を施し頸部に 1-2 

本の凸帯を貼付している。この器形は前述の菰池式上器には類例が認められる。闘本遺跡では出」；

していない。壺形土器G1は高本遺跡 1号住居址とほぼ同様の形態を示している。甕形士器1は頸部が 書

＜字形に外反し，口禄端部のやや肥厚する特徴は同様である。甕形十．器の胴部最大径は前山 I式で

はほとんど中央に位謹している。底本遺跡では肩部に最大径か位濶する器形は認められるか，中央

に位置する器形は完形品がなく未確認である。高本遺跡の高杯形上器C2は口縁端部に凹線文を施し，

杯部が極端に内傾している。前山 I式土器は脚部上端に凹線文を施し，杯部もゆる＜内彎した器形

である。

岡山市雄町遺跡出土の雄町 4類は，菰池式土器中のもっとも新しいものとして分類されたもので
（註 5)

ある。器形は壺形土器A2・G1,甕形士器l・2,器台形土器，閥杯形土器比等である。
（註 6)

雄町 4類の高杯形士器脚台，器台形上器には竺角形及ぴ長方形の透孔を施し，高本遺跡では銀歯

＊
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＇ 

• 

文を施しており，やや異なる装飾である。

前山遺跡東地点の土器を標準とする前山II式土器（第W様式土器）は，弥生時代中期後半に編年
（註 7)

されている。器形は壺形士器A2・B2,猥形士器2,高杯形土器C1・C2・D1等を含んでいる。

前山II式の壺形士器心は頸部が直立し，施文部より上部で急に外反する特徴を持っている。この

器形特徴は，高本遺跡出士の壺形士器A2内の士器にも認められ，ほぽ同様の傾向を示している。前

山II式の壺形土器B2,甕形士器2は，高本遺跡の土器より口緑端部の肥原が顕著である。高杯形土

器らは麻本遺跡出土土器より杯部の凹線文の発達が認められ，脚台では脚端の肥厚と三角形透孔及

び沈線文の}J[J飾がみられる。高本遺跡出土の高杯形土器D2は口縁部に丸味を持っているのに対して

前山II式では口縁端部が上方に屈曲し，屈曲部分に凹線文を施している。

岡山市雄町遺枕出土の雄町 5類は，弥生式士器集成の前山II式に包括される時期である。器形は
（註 8)

壺形土器A2・B2・E2, 甕形士器2, 高杯形土器C2・D2,器台形土器等である。壺形土器A2・ 糾は

LJ緑端部の上下方向の肥厚が高本遺跡出士士器より顕著に認められる。雄町 5類の高杯形土器D2は

前山II式内の土器と同様に杯部の上半が急激に屈曲し，屈曲部に凹線文を施す器形である。

弥牛式士器槃成の第W様式に包括される仁伍遺跡出土土器は弥生時代中期終末に編年されている。
（註 9)

器形は壺形上器A2・B2,甕形土器1・2,器台形十．器，高杯形土器C2・D2等である。

士器の特徴は. Ll縁端部の凹線文手法の減少がみられる。

高本逍跡内では，分類した各器種が 1号住居址，ピット 1・5・6・8・11・12・I区C地点下

層等で比較的限定された一括土器として出土している。

1号住肘址は，壺形土器A1,B2・C1・D2・E2・G1, 甕形土器1,器台形士器，高杯形士器A,・C2

C2・D2を含んでいる。ピ、I 卜1出土土器は，壺形土器A2,寝形土器 1,科杯形土器A1・D1及ぴ凹

線文を施した脚台を含んでいる。ピ 1 卜5出土土器は，壺形土器A1,甕形土器］等である。ピット

8出上上器は，壺形土器B2・D2,甕形土器2等である。ピット 11出土土器は，壺形士器A,・B,・B2 

を含んでいる。ピソト 12出土土器は．壺形上器A1・B1・C2,甕形士器1'高杯形土器B1,器台形土

器等である。 I区C地点谷下屑出士土器は，壺形上器A,・B,,甕形上器1等である。

1 号住居址，ピット出土上器の特徴は，凹線文手法を施した壺形土器• 高杯形土器と，凹線文を

持たぬ甕形土器を含んでいることである。ピット 5・6・11・12・I区C地点下層出土上器は，は

とんどの器枡に凹線文を持たぬ上器によって構成されており，やや古い様相を呈している。これに

対しピ、I 卜8出土土器は．すべて凹線文手法を施した器種によって構成されており新しい様相を呈

している。

以上の検討の結呆より．高本遺跡出土の弥生中期の土器様式は各器種の組み合せにより 3時期を

設定することがでぎる。上器の構成は比較的出土例が多い壺・甕・高杯形土器により行った。

翡本 I式 壺形士器A1・B,・Bぷ,・D1・E1・F1・G,,甕形士器1, 高杯形上器A1・B1・C1・D1
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高本遺跡
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高本遺跨

により構成され菰池式に包括されると考えられる。

高本II式 壺形土器A2・B2・C1・D2・E2・G1,寝形士器1, 高杯形土器A1・B1・C1・D1・D2によ

り構成され，菰池式と前山 II式の間に位置すると考えられる。

高本III式 壺形士器A2・B2・D2・E2,甕形士器2, 高杯形土器A2・B2・C2・D2により構成され，

前山 II式に入ると考えられる。

高本 I式は，壺形土器の一部に凹線文を施した器種が現われる段階と考えられる。高本II式は，

壺形士器・高杯形土器の各種に凹線文手法を取り入れている段階である。 しかし甕形上器はいまだ

凹線文を取り入れてないか，取り入れても極く少塁と考えられる。高本 I・II式は漸移的な形態の

変化を示しており，明確に一線を引くより流れとして捕えるのが妥当と考えられる。高本III式は，

はとんどの器種に凹線文手法が取り入れられている時期である。ただ甕形土器には凹線文のない器

種が一部残ると考えられる。美作地方では高本III式は押入西遺跡出士にほぼ併行する時期と考えら

れる。 （山磨）
（註）

Otl i岡山県教脊委員会「押入西遺跡」 r中国縦貫自動車道建設に伴う発掘調在 l』1973年

けt2)嫌木義昌「山陽地/ill」r弥生式七器艇成本編J 1964年

（註 3)昭和46-¥度圃場烹各備事業に伴い，弥生中期～古墳時代後半にわたる遺物を採集した。

（註 4)嫌木義晶「岡山県児島巾棉江前山遺跡」「弥生式土器集成資料編』 1968年

（註 5)岡山県教fi委員会「雄町遺跡」『山閾新幹線建設に伴う調杏 l』1972年

（註 6)正岡睦大「岡山市乙多見における溝改修T事に伴う出土品」岡山県埋蔵文化財報告 3 1973年

(Jt.7);-l:41こl,i]t, 

(, 「8),t 5 Iこ1,,Jt, 

（叶:9)山本 1・岱・ 「介敷巾児1::,仁i五遺跡」倉敷考古館研究集報第 8号 1973年

〈参名文献〉

岡山市教Ti委H会『南 }j遺跡発掘，凋代概報』 1971年

小林行雄・ 佐l原真『紫雰Iii,香川県詫間旧J文化財保護委員会 1964年

今用幾次「播序弥牛式土器の動態」名•古学研究oO 1%9年

第 2節 歴史時代の遺構について

歴史時代の遺構について．その性格として考えられるのは，集落址，寺院址，官街址．都城址等
(;1: 1) 

が考えられる。都城址については，畿外にあってはその所在は考えられない。そこで，高本遺跡の

歴史時代の遺構について考えられる性格は，都城址以外のものから考えねばならない。

高本遺跡から出上している歴史時代の遺物をみると．須忠器，十．師器，瓦，陶硯，鉄滓である。

この内，須恵器．士師器は．はとんどの遺跡に共通してみられる。瓦であるが．これは．寺院．官

術，豪族の私邸に使用されたと考えられる。特に地方における此の出土地は，寺院址と考えるのか

一般的で，それに加えて官街址か考えられている。地方における豪族の私邸の瓦秤の建物について

は，今一歩考究の必要があると考える。少なくとも．現在それを考古学的に説明するには資料不足

と言わぢるを得ないであろう。．高本遺跡出土の比をみると．やや序減のみられるものが多く，包含
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高本遺跡

層に流入したものであろうことをうかがわせる。陶硯も10種12片と比較的多く出士している。出＿十．

遺物をさらに詳細に検討すれば，転用硯も含めて，その塁は増すものと考えられる。また，一点で

ではあるが墨書須恵器がみられた。文字は「郡」と読める。いずれにしても，歴史時代における当

遺跡において文字が使用されたことを示す資料と言えるであろう。

鉄滓であるが，高本遺跡からは，製鉄炉と考えられる遺構を検出しており，それに伴うものであ

る。この製鉄炉遺構にしても，当遺跡の性格にともない，その評価も変ってくるであろう。

歴史時代の遺物にみられる特徴を列記してみたが，その中でも特に注目したいのは陶硯の出上嬬

の多いことである。当時としては，陶硯を使用する範囲は限られているであろう。特に地方にあっ

ては，それを使用する範囲はさらに限定されてくると考えられる。その範問を，地方において推定

すれば，その出士量の多さから言って，まず官術が考えられるであろう。それに次いで，寺院，地

方における官僚階層とそれを支える一部上流知識層の私邸において使用されたことが考えられるで

あろう。裔本遺跡の歴史時代の遺物については，まず，先に述べた特徴が考えられる。

高本遺跡において検出した，歴史時代の遺構を考えるについては，以上の点を考l恵して，推察を

進めてゆきたい。しかし，地方における官術遺跡と考えるとしても，その性格は多様である。つま

り，官術と考えられるものを，文献に見ると次のものが考えられる。つまり，国衛，郡街，牧，軍

団，関，郷倉等である。しかし，ここでは，その個々について論求することはでぎないので，先学

の研究に拠ることにする。
(~t 2) 

以上の様に，官術遺跡の性格が多様であるとすれば，文献にみえる官術が，官衛として成立する

要件を考えねばならない。そして，ある官術の文献上にみられる要件と，検出した遺構にみられる

特徴とのより屯復する部分の多いものを求め，それに拠って遺跡の性格を推定する必要があろう。

表 2 建物一覧表

建物番号 桁行X梁間 柱‘べ数 規 投

1 3 X 2 9 (1) 741lX 400cm 2丈4)-'.4寸 X1 -.,l 3尺 2寸

2 2 X 2 8 380X 320 l丈 2尺 5寸 XI丈 5、t

3 3 + a X 2 

4 5 X 2 14 1130(1123') X 370(354) 3丈71↓3す(3丈7尺1・1-1x1丈2尺2・lI 1丈l尺7小）

5 2 X 2 ， 440X 382 l丈4尺 5寸X 1丈 2尺 6寸

6 2 X 2 ， 380(390) X366 l丈2尺5寸(l丈2尺9、「)X]丈2尺1寸

7 2 X 2 ， 290X 290 9 /~6 中 X9 尺 6 寸

8 2 X 2 ， 3611X3011 l 丈 l 尺 9 寸 X9 尺 9•t

， 3 X 2 g (1) olOX 360 l丈 6尺 8,jス 1丈 1尺 9寸

10 2 X 2 8 240X240 7尺9,J-x 7尺 9-t 

II 2 X 2 ， 360X 330 l丈 I/--'.9、JX 1丈9寸

12 2 X 2 ， 360X 330 l丈l尺 9寸X 1丈9寸

ふ

＊ 

＇ 

゜

＂「 ・杜穴数の（ ）内は削ヤされ，検出不能の柱穴数
・規校の( )内の数値は両端の柱穴間の距離の異なるもの
. 1尺=30.3c-mで計算し，分以下は 4捨 5人"
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そこて，先に記した地 }jにおける官術の中で，当遺跡と関係が無いと名えられるものをあげて， 当

遺蹄を打える卜^での対肌からはずしてゆくことにする。 まず仕l術であるか， 闘本遺跡の属する地域

は，美作国に属する J そして，芙作1月府は，沖山市総杜（美作IE!苫1H郡）に所11:ーするため，明らか

に当迅跡との関係はないじ駅であるか，当時の大路にげ1iしていない追作川は，延喜式にも駅の記叔

その可能性は無しヽものとせざるを得なし、であろうう牧であるが，牛，馬等を放つ牧場と，
("I :l' 

それを囲む棚，汎の存在と，牧に必要な建物群より成るものであろう。

はなく，

しかし，文献にみられる牧

の所在したI-flに，笑作ff]は見られす，牧の可能性もないとすべぎであろう。関であるが， その所在

は，軍団の所在とも関連するものであろうし また，当時の,Ji.:要な交通路に接する必要もある。 その

/.(からすれば，播I弁I七［との国堺でもあり，播I弁・笑作を経由して出雲国へ通ずる交通路にも接して

しヽる。 しかし， この交腫路は， 当時の大路ではなく，関を凶くはどに屯要視されたことは考えに〈

し'o また軍団であるか， 少なくとも苫田郡には軍団

のイ十作したことが考えられる C

苫田郡で「兵庫鳴動」といった記事かみられ，
(;HJ 

しかし，当地においては不明とせざるをえない C 炎多郡におげる郡

伽の所在地はいまだ不明である J しかし， |口］郡内における立地， 交通路，他の1枯史時代の遺跡の所

府から名えれば，当時における英多郡の一つの中心地であったことは否めはいであろう。その、1丸を

ヽ
ぢ慮すれば，郡街としての可能性を否定することはでぎない。郷合であるか， その存在は『延暦14

年閏 7月15日，太政官符』により知ることかで吝る。また『出‘雲国風上記』には， 2-3郷に一ケ
,:,,15) (,1:6) 

所の『正介』の記載がみられる。郡内における合院の在り方は，奈良時代末期に至っては『出雲国

ヽ
風土記』 の例か一般的であり，太政官符がそれを追認したとみるべきであろう。 とすれば，英田郡

内にも数ケ所の介院（郷貪）の所在が考えられる。 そうしてみると， 当遺構を官樹と考えるならば

郡術及び郷介としての日I能性が強くなるとすることができるであろう。
（北 7)

高木遺跡で検出した麻史時代の遺構をまとめると．建物遺構12棟．溝 1本となる。（第50図表 2)

（建物とは，本来は建物遺構と呼称すべきであろう。 しかし，本報告書では『建物』 と称している。

それ'ffは，建物逍構の略称てある。以下それに準ずる。）表を一＇此しても解るように，検出した建物

＊
 

肝の中には． 2間X2間の和中[と名えられる建物が多いことに気付く。つまり， 12棟中の 6棟がそ

うである。建物 3については時期が不明であり，古代よりも下る可能性がある。 そうしてみると，

建物群の中で， 介,,ドの占める比［は 1均いと百えるぐ この建物群は 2群に分けることがでぎる。つま
~ 

，
 

ヽ
~ l区の建物群と II区のそれである。 II区の建物肝をみると， 9棟の中 6棟が合Ifと，倉庫の占

める比年がさらに高くなる。建物群は，戊間は 2i: りまでで， それ以上のものはない。桁行は，建物

3の間数の不明なものを除くと， 5間を数える建物 4か最大となり， 3間のものが 2棟で，他は 2

間である e このように 2間 X 2間の建物か 8棟と， この建物群の主体を成している。

翡本迅跡で検出した建物遺構肝を， その大ぎ笞から 3群に分けることがで包る。 しかし， 1群の

建物にあっても、柱間の距離に杓卜の先はあるが， それを分類してみる。第 1群は． 2情1X5柑］の
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高本追跡

建物である。第 1群に相当するのは建物 4の 1棟のみであるが，当遺跡で今回検出した建物遺構の

中では最大のものである。第 2群は， 2間X3間の建物で，建物 1と建物 9の 2棟である。建物の

規校をみれば，柱の掘り方，柱穴間の距離と，いずれも建物 1が大きい。建物 1は，掘り方，柱穴

間の距離等，建物 4のそれに近似する点が多い。第 3群は， 2間X2間の建物である。この群には

さらに 9個の柱穴から成るものと， 8個の柱穴から成るものとの 2つのグループに分けられる。前

者に属するものとして，建物 5・6・7・8・11・12がある。後者に属するものは，建物 2・10で

ある。この建物10は，今回検出した建物としては最も小い例である。いずれにし｀．ても，その規校は

近似している。また，平面形の違いからも分類することができる。つまり，建物 1の様に束柱的な

柱穴を持たず，建物の拇屋の内部に柱穴を持たぬグループである。このグループに属するものは，

建物 1・2・4・9・10である。他のグループは，倉庫と考えられる建物で，建物内部に束柱的な

柱穴を持つ建物である。このグループに属するものとしては，建物 5・6・7・8・11・12があげ

られる。以上は，建物の平面形の違いにより分類したものである。

以上の建物は，いずれも奈良～平安時代に属するものと考えられる建物である。その中にあって

も，掘り方の規模とその埋土の状況等から，大ぎく二つに分けることがでぎる。つまり，建物 1. 

5の第一のグループと，建物 2・6・7・8・9・10・11・12の第二のグループである。しかし，

第二のグループは，掘り方の切り合い等からさらに分けることも可能である。ここでは掘り方の規

校，掘り方の埋土の状態，建物の方向等に共通性のみられるもので，グループをなした。そして，

建物群は，第・ グループの方がより占いものと考えられる。

紐本遺跡で検出した建物群は，先に述べたが倉庫と考えられる建物が多い。もっとも，発掘範囲

が限定されているため，遺跡全体の様相を知るには資料不足といわざるをえないであろう。である

から，今回検出した建物群については，先に辿べた傾向から，その性格を推定しなければならない。

いずれにしても，他の施設に付属する倉院（郡街・寺院・地方家族の私邸等）もしくは，郷に設置

された倉院の•部分と推定することができるであろう。

出上遺物については先に述べたが，その内で陶硯の多いこと，晟書須恵器のみられることは，こ

の遺跡を考える上でも屯要である。それ等は，当遺跡の麻史時代の建物が存在した当時，その建物

群の中で使用されたものと考えられる。つまり，この建物群の所在する区域には，文字を使用する

人が居り，文字を必要とする場所が存在したことをぷすと考えられる。その中に， 1片ではあるが

『郡』と墨書された須忠器の出上したことは市要である。 r郡』は，『郡家』もしくは『郡面』を意

味すると考えられる。また，勝央町'/Z遺跡では，須恵器に『郡.!I を押印したものと，ヘラ書ぎにし

たものとが出土しており，他の出土遺物，遺構とあわせて，郡衛遺跡と考えられる遺跡である。つ

まり，高本遺跡においても，その点を考慮する必要がある。しかし，その墨苫須恵器が，直接に郡

街を意味すると考えることにば,.真用でなければならない。いずれにしても，遺物，遺構から考えて

み

.. 

＇ 

ヽ

曇

疇
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郡術もしくは，それに関連する遺構と類推することは許されるであろう。つまり，郡術に付属する

る倉院•もしくは郷に設置された倉院であろうとする可能性は大きいものと考える。

高本遺跡の建物群を，官の倉院と推定してみた。それは，あくまでも推定の域を出ない。またそ

れが合院であるとしても，倉庫と考えられる建物以外の建物も含まれている。それらが倉庫として

使用されなかったとする理由もない。ただ，検出した建物の平面形から分類したにすぎない面も持

っている。また，実際にそうであったかも知れない。ここでは，まだ推論の域を出ないものとせざ

るをえない。そこには，今後さらに研究し，論究する必要性を感じている。

奈良時代の倉院に関する文献では「和泉監正税帳」が最も詳しいであろう。特に，倉院の在り方
（註 8)

を具体的に知らせる点では第一等史料であろう。その記載を見ると，法倉，板倉，丸木倉，甲倉，

屋といった記述の違いがみられる。それらがいずれも倉として使用されたことは，収納物を明示し

たもの，もしくは「空」「痙」と記し，倉を使用中であるか否かも記していることからも解る。正税

帳に記されている倉の規模からそれらの差異をみたい。法倉は， 2例の記載がある。それは，その

長さで 6丈以上を測るものである。広さにおいても 2丈と，比較的大規模な建物である。板倉であ

るが，板倉と記されたものは12例であり，長さが 2丈 7尺を測るものが最も大きく，長さで 2丈以

上のものが 3例ある。そして，長さが 1丈3尺 3寸を測るものが最も小さい。他の 8例は 1丈 6尺

から 1丈 9尺の間である。丸木倉と記されたものも 12例ある。その長さにおいて最も大きいものは

l丈 9尺を測り，次のものが 1丈8尺を測るものである。他の10例は， 1丈 1尺から 1丈 5尺 2寸

の間にある。甲倉と記されたものは 3例ある。その長さは 1丈 8尺を測るもの 2例， 1丈 6尺 4寸

を測るもの 1列であある。以上の建物は，各グループごとに，規模においてほぼ一定したものがみ

られ，極端にその大きさに差違のあるものはみられない。屋と記されたものは 5例ある。その長さ

において最大のものは， 4丈 7尺を測り， 4丈 6尺 1寸.4丈 2尺と 4丈以上を測るものが 3例あ

る。他は， 2丈 6尺 4寸・ 1丈 8尺を測るものである。以上の数値をみると「屋」とされる建物は

4丈以上を測るものが 5例中 3例と最も多いのではあるが，規模において極端な差違がみられる。

その差違は大きいのであるが「屋」とされる建物には，それ等に共通する用途，もしくは共通する

構造があるものと考えられる。

「和泉監正税帳」にみられる倉庫について，呼称とその規模について概観したのであるが，各々
轟

を統一する規格はみられない。しかし，倉庫の呼称別による一定の傾向はみられるようである。つ

まり，板倉，甲倉，丸木倉は，平面形がむしろ正方形に近い矩形を呈する倉庫である。そして，概

~ 

略的には板倉とされる倉盾が一番大きく，次いで甲倉であり，丸木倉と苔れるものが一番小さい。

また，平面形も大きい板倉より小さい丸木倉の方が，より正方形に近い矩形を呈している。これ等

の倉庫は，高本遺跡で検出した建物群の中で，その規模により分類した第 3群と平面形及ぴその規

模に似るものがあり，同類のものと推測することができるであろう。表 2の尺度は 1尺=30.3omで
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計算したものてあり，また，罪離は柱穴の中心間の炉離である。そのため，実際の建物を閥定した

場合には，怜「その数値は大ぎくなるてあろ）。板介，甲介，丸木介の区別は，規校の 1-.からは概

略的には区別することかでぎるか，建物に1Hしヽられた材料による差が最も大ぎいとすべきであろうう

また，これらの介庫か介院の中で占める比年か最も高く，介庫としては一般的な形態を.'ilするもの

であろう 'o

法介であるが，この1勺(!j形は非常に長大であリ、それがこの法介の特徴とすることがてきるてあ

ろう。また，介院の中での数は少なく，介l,t,'としては単に物を収訥しておくとしヽった使用法ではな

く，特殊な月］しヽられ }jか名えられる。しヽずれにしても，高本遺跡からはそれはどK大な建物は検出

されてしヽない。

屋であるか，これ等の規段にはその芹異か）＜ぎい。大苔い建物は，長さにおいて 4丈 7尺を訓lり

小各いものは，長さにおいて 1丈8尺を鼎lるものである 3 この小さなものは，板介・ 甲介の規模ど

変らず，数値からだけではそれ等との区別は困帷である。少なくとも，漕跡において逍枯として検

出した場合には，『介』と『庄』との区別は，構造 1-.の類がないかぎり不可能であろう u しかし，正

税転に『介』もしくは『射』と区別した；記載かみられることは，その構造に何らかの兇違のあるこ

とをうかがわせる＾

ところで，闘本遺跡て検出した建物を，＇杓 riflfクの形態の迎いから 2グルーープに分類したへその第

2グループに属するものは，我々が介),ドと考・えている建物である e このグループは，規校により分

類した建物の第 3群にはぼ・政する。つまり第 31抒から建物 2 • ::iを除いたものが第 2グループと

なる。この様に，当遺跡で検出した建物においても，その規校においては同類とできる建物も，そ

の形態において恙逸がみられるものかある。この芹池は，検出した建物の呼称においてもその違い

を名慮せねばならないであろう。また，この革違か「止悦I脹」における呼称面での逢いとして表わ

されている可能性を全く否定することはできないであろう。
I、,:I:9) 

以上の様に，高本逍跡で検出した麻史時代の建物について，若干の推察を試みたのである。その

結呆としては，郡袷］の介院，もし〈は郷の介院としての可能性を考i えてみた。そして，そのいずれ

の可能性も否定し得なかった。しかし以上述べたものはあくまでも一つの試案である。今後さらに

菰名を爪ね，より確実なものを高求する必要かあろう。いずれにしても，ここでは郡術の介院，も

幽―

讐

，
 

鼻

~ 

しくは，郷の合院としての可能性を提ぷしておきたい。

(,it) 

1●,，中 1: ここて辿べる胚史II、f代は，占代をし， v ，ヽ奈良～や安時代を名えてしヽ る。

(Ii「2I f叫 Ji収人 ・1也hの't'濯r」『 II本のど.i'i'学'.』 VI i"J/¥¥ ,I)'り｝

斉,(泰忠『 H本山代直跡の研究総ぬ訊l弘文館昭和4.,11

(,,l':l I 『延丸式a氏部省には，オ番序11,1の駅を褐るか，その中に，越部，中川 2駅がみられる C その駅は，播lf'i国の他の駅よ

リ小さく，及作蹄に沿う駅ど名えられている（藤岡謙戊IIr r.Gr¥iと交通蹄の麻史地埋学的研究』大明棠 昭和42年）

しかし，其作11,.1に関しては，駅の，；かI品はない，

［井上〕
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（註 4) 『続日本紀』天I心元年 3月条

(.ts) r類屎三代格』同史大系 吉川弘文館

りt6) 『出雲国風十cilじ』日本古典文学大系 岩波甚店

（註 7)最近の郡街の研究では，吉田 晶『 H本古代国家成立史論』，豊崎卓『束i羊史上よりみた常陪国府・郡街の研究J があ

る。いずれも，示唆に‘幽む見解が示されている。

郷行に関しては，足利健亮氏の粘力的な研究がある。その中で，郷倉は一般的には―町四方であろうことを述ぺら

れている。高本遺跡では，限定された調査であるために，倉院に関する範回等は十分に確認できなかった。足利健売

「古代郷ii倉院と推定されるコアザ rクラノマチ（ツポ）』について」 r人文地理学論叢』，同「大和盆地に分布する小

T『クラ Jマチ（・ソボ）の考察」『史林』 45-1, 同「湖求平野の郷と正倉院」『地形図に歴史を読む』第 3集

(,t 8) 『寧楽遺文』

（北 9) 占代の倉庫に関しては以下に記す様な論考がある。薗田香賊「倉 F考一古代倉庫の構造と機能一」『史泉』 6 村尾次

郎「占代倉院の構造と管理一介下とは何かー」 r日本上古史研究』 2の9 直木孝次郎「倉下の語義」『奈良時代の諸問

題』所収，今後はそれ等を参考に，考古学的にも研究を進める必要を感じている:

おわりに

発掘調在を実施するにあたっては，調査体制，調査期間，調企実施計画等に種々の困難な問題が

あった。調任を行うについては，それ等の問題点が全て完全に解決したわけではない。しかし，困

會 難な問題は伴いながらも，調査は一応終了した。不充分ではあろうが，以上に記した様な知見を得

ることもでぎた。また，報告書を書くについては，まだ報告すべき事もあろうかとは思う。しかし

今I口］，以上の事を報告するのが我々にとっては種々の点から考えても限界である。

調査にあたっては，下記の方々の御協力を得た。記してその謝意を表わします。（敬称略）

作東町教育委員会有元有範

作東町文化財保護委貝会

前原四郎 前原益男

安本晏東 安本 実

森下寿一郎

安本 健

光本半治

安本 好

安本通夫

広瀬留二郎

• 

畢'

安本治男 安本太郎 安本泰雄 久保正里 前原和三郎

高田武夫

井伊たよの

安本すみえ

久保こめの

安本真知子

広瀬典十

内田愛子

森内つや子

小林はつみ

井伊ふさえ 岡 すみえ 黒石君代 黒石つづ

光本政子 小林きくの 小林あき江 井上えつ子

前原あやの 久田 かめ 小林 くに 広瀬降十

安本秋子 安本重＋ 安本綾千 前原 ゆり

安本桃代 光本すみの 前原なぎえ 小林道代

安本 とめ 広瀬秋子 高田 政枝 上田 一子

安本ますえ 高田つる代 前原照子 井伊勝＋
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図版 2

I区 A地点 1号住店辿ビット A,B, 炉検出状；兄 (0!11!! よりヽ

2. l 区A地点，違岱 I• 2検出状況 ("'東より）

-L以ti-



図版 3

1区A地点. I号住居址遺物出土ix;兄 I北 寛よ 0)

2. I区A蜘点, I号住居址 ("東よ")
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図版 4

I . I v'A II!! 点• I号住居址遺物出土状況 11!!1< ,,, 

2. 区A地点， 1号仕君址ill物出土状況 lo; ょ"i
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図版 7

2. I区 D地点谷部土層断面 （禽寛よ り）
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図版 8
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図版 9

I. IIヱA芯点， 2号住尼址戻ft材出土1入況 ("1西"")
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図版10
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図版 II
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図版 12

、噴．~

ll区A地点， 達物 7-12及Uピッ トI-4 （西より）

-11,;-



図版13
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図版14
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図版15

3. II区B湿点、 ビット S甕出土状況

（北西より）



図版16
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第 1章 調査の経過

ニ

1)発掘調査に至るまでの経過

縦貫道が岡山県北部を通過することとなり，道路公団は県教委に対して，幅 1kmの縦貰道予定路線

図を示した。これを受けて，県教委は，岡山県遺跡保護調査団を中心に，予定路線内の埋蔵文化財

の分布調査を契約に先だって実施した。

この分布調査の際に，勝田郡勝央町平（滝川の西側の丘陵端部の畑）において回という印を押し

た須恵器片（第25図）が採集された。この 1片の押印須恵器によってギ遺跡が世に知られるに至った。

郡印須恵器が採巣されたことから，＇ド遺跡は「郡術」の可能性が考えられた。

縦貫道の県内ルートのうち，一次東各備区間（兵庫県境～落合インターチェンジ）の埋蔵文化財の

分布調企資料をもとに，公団と県教委との間で発掘調在の契約を締結し，昭和47年度に平遺跡の調

在を行なった。

平遺跡の調在は，昭和47年 4月 1日から昭和48年 3月31日までの間に行ない，重要な逍構の存介．

が確認されたときは，保存について別途協議をするという条件付きの契約であった。

曹

．
 2)発掘調査の経過

昭和47年 4 月 10 日．県教委文化課の井上• 田仲の両名が担当し．地元の多くの方々の応援を得て

調企を開始した。 9 月以降．岡山県開発公社の大賀• 林• 森安• 小倉• 小林・ 寺坂各技師補の協力

をいただき調介を進めた。

分布調介の際に，谷（滝Illの西の1c陵部分にあって，滝川に一番近い南に開口する浅い谷である）

の部分でかなり多量の須恵器が散布しており，滝川の東の水田部分にもわずかながら須恵器が散布

していることが確認されていた（以下，須恵器が多址に採集された谷を「谷」といい，谷の束にあ

る尼根を「東尼根」，谷の西側にある尾根を「西尾根」という）。

調杏は， まず遺跡の範囲を確認するために．東は水田部分から，西は西尾根のさらに西側にある

尾根（滝川の西にあって東から 3つ目の南にのびる尾根）までトレンチを設定し，掘り下げを行な ＊ 

＇ 

畜

った。

滝川の東の水!Fl部分では，束から20mおきに南北に輻 2mのトレンチ 8本を設定した。いずれの

トレンチも層）キはほぼ同じで，上層から記すと次のようになる。

1層 表土層（水田耕作上） 原さ 20cm

2層客土

3層礫層，砂礫層，砂層の互層

厚さ 5-15cm 

厚さ 100cm以上
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このような状況が，各トレンチにおいて確認され，逍物は表土層，客土およぴ一部砂礫層中より

かなり磨減した須恵器かわずかに出上したのみで，遺構は確認できなかった。

これらから，滝川の東には遺構は存在していないと判断して，水田部分は遺跡の範囲より除外し

▲
 

t・ ~o 

各

,. 

會

事

會『

4月21日以後は， トレンチ調杏を滝川の西の丘陵部分に集中させた。

6月 7日-7月158の間は，梅雨，田植え等のため発掘作業を中断して，遺物の整理を行なった

引苔続き 8月11Bまでの間， ‘ド遺跡の相当調介員は，梶原遺跡（「岡山県埋蔵文化財発掘調杏報告 3

」参照）の調企を行なったため， ギ逍跡の調在は．約 2ヵ月間中断してしまった。

8月17日， 'I-'・遺跡の調1f.を再開し， 8月21日トレンチ調介を終らせた。丘陵部分に設けたトレン

チは， 15本，総延長590mである。

丘陵部分のトレンチ調一介の結果から次の、,,',(が判明した。

① 束尾根 表土（耕作上．厚さ 10-20cm)下は直ちに地山（ナメラ）となる。逍物は．表土お

よぴ地山面より出土し．地山には柱穴と考えられるものが多数存在する。表土中の逍物は，奈良

時代末から中世までのものが混在する。

② 谷 表上（水田耕作士．厚さ約20cm)の下に，厚さ 130cmにおよぶ須恵器・土師器・瓦を含

む包含層が存在する。柱'/(と思われる落ち込みも観察されるので遺構が存在していることが予

想される。

③ 西尾根東斜面 表土と地山の間に，谷の包含層かのぴている。

④ 西尾根上～さらに西にある尾根 表士層中より若干の中・近批の陶磁器片が出土したのみで

遺構は全く確認できなかった。なお，西尾根上から束へ少し下った地、,_,_,:で．備前焼の壺（骨蔵

器） 1個と焼成窯不明の壺破片およぴ五輪塔の一部が出士した。

以上トレンチ調在によって‘ド遺跡の範囲を．東尾根• 谷•西尾根束斜面の部分と限定した。

8月22日以後， 18m角のグリ・J ド単位に全面調杏を実施した C

東尾根は．東西灯向にカットされて， 3段の段状の地形となっていた。いずれの段においても

表土（耕士）を除去すると地山面となり． この地山面に遺構を検出した。縦貰道用地内南端の一番

低い面において 5棟の建物を確認した。 5棟のうち 4棟は， 2棟ずつ凧なりあっている。中の政で

は．ほぼ東西方向にのぴる柱穴列 4列を確認した。柱穴列の巾はそれぞれ約 2mで．柱穴の間隔

（東西方向）は l.3-l.8m ど•定していない。上の段では．長径 2 m, 短径 1.3mの楕円形のピッ

トか 1つ確認された。このピット内には人頭大のイiかつまっており．その石の間から備前焼の破片

が出土した。

上• 中・下はとも．これらの他に多数の柱穴が確認されたか．遺構としてのまとまりは見られな

かった c

5棟の建物， 4列の柱穴列の柱穴内やLの段のピ 1 卜内出土の遺物には中世のものが見られるの
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で， 中世のある時期に， この

尾根はカソトされ建物などが

つくられ，調査時に見られた

3段の段状地形が形成された

ものである。

谷と西尾根束斜面にはra]-. 

包含層が存在するので同時に

調介を進めていき， 除去した

士の筏き場として，調在後の

東尾根を利用した。

谷～西尾根東斜面にかけて

は非常に多くの消物を含む包

含層が堆積していた（谷の中

央で厚さ 1.3mに辻する）。 1

日の出士最がバケツに10数杯

を超えることかしばしばあっ

が‘一 O

谷• 西尾根東斜面の西半分

において表士附下の己含府中

に建物 1棟，

出した。

らは，

て，

鍛治炉 7駐を検

これらは柘］—-生活面

に存在していると考えられる。

この遺構I針の上の己含屑か

奈良末～、ド安初めと名

えられる遺物が出十．した C

鍛治炉ののる面の下屑にも

包含層が存在し， その上層の

ものとは,r1.;Jじ時期の遺物の

包含層となっていた。

下層の包含層の下面におい

10棟の建物， 2本の南北

にのぴる溝，井戸状遺構， 池

状遺構を検出した。建物のう
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ち 1 棟は市北 3 間以上X 東西 1 間以上の礎石をもつ建物であり，別の 1 棟は雨落ち溝の•部か残存

する市北 4間X束酉 2間の建物で，残りのものは， 1間Xl-4間という大きさである。

谷～西）心根東斜面で確認された 12棟の建物のうち， 11棟はその長軸（もしくは知軸）の方向か磁

北方向（市北）となっている。建物の方向か一定しているのは， この建物群の一つの性格を物語る

ものであろう。

建物・溝その他の遺構の中には前後関係のわかるものがあるが，いずれも，奈良末～＇ド安籾めの

非甜に使i期間につくられたものであり，包含層はこれまた短期間のうちに形成されたものである。

調杏は，昭和48年 2月16日をもって終了した。

なお，調介途中において，縦貫道/Tl地の北半分を工事側に明け渡した（昭和48年 1月23日）。これ

は契約時の公団と県教委の約束によるものである。

また，鍛治炉の広I2 J~ は保存すべく木枠を組んで取り上げた。 1-J-~ は津山収蔵I屯に保管している

か，他の 1格は崩壊して保管不能となった。

3)整理

逍物の内各理，図血の坪理，原稿作成等は沖山収蔵I求で， あるいは別の遺跡の発掘現場中し務所で行

なった。

発掘して得たw料はすべてを繁理し報告すべぎであるか，その..部を柊坪，報告したにすぎない

木繁J:・用のものも含めて査料は，津山収蔵I車に保管している。

調介ならびに料各理の分111

“
 

會

調 -"" tL 

丈測・測址 井!-.·Ill 仲•大賀• 林• 森安• 小介• 小林• 寺坂

,,J.・ ・ ！り l:M :;;; 井 L・Hl仲

i直年勿の')こ il!IJ

繁 理 製 図 井 L・fll仲

直物の'!f. 吋般形

原稿執筆 ナt-!-. ・Ill fり1

4)日誌抄

昭和47年4月10日 器材の搬人，器材小屋建設，滝川の東の水田部分に 1、レンチ設定，調在を開始

4月11日-201:::l 水fll部分の I・レン千掘り下け。

4月19日-28日 滝川の西の丘陵部分にグリソトを設定 0

4月211::l- 6月6[l 滝JIIの西の Ir陵部分のトレンチ掘り下げ。

6月7I::!-7月15日 梅雨時期のため，発掘調介を中肋して，遺物の丸各則を行なう。

(7月17日-8月11H 調代は引き続き中断 C この間， H月Iidiと勝田郡の境にある梶原遺跡の調介
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8月17日

8月21日

8月22日

を行なう。）

調査を再開。

トレンチの掘り下げを終る。

グリッドの平面的掘り下げ開始。
囀

｀
 

8月26日-28日 E 1 N 1の遺構検出。

8月29日-9月88 E4・E5掘り下げ。

9月5日-7日 岡山県開発公社の大賀，林両技師補の応援を得て，グリッド設定続行。

9月11日-12日

9月13日-14日

9月15日・ 16日

9月20日-27日

9月26日

9月28R-10月3日

9月26日-10月16日

10月16B-31日

11月

．
 

12月1日-6B

12月7B -14日
疇

12月15日

12月16日-22日

12月21日 鍛治炉 2基の取り上げ準備をはじめる。

12月25・26H E 3 S 1掘り下げる。

昭和48年 1月5日-14日 ElSl・WlSl掘り下げ。

ヽ

毒

1月15[1-20 B 

1月21日-23日

1月23H 

1H25・26H 

1H27fl-31fl 

2月1日-7 l::l 

2月8日-15日

E4S2・E5S1の遺構検出。

E4Sl・E5S1の遺構掘り下げ。

E5S2・E6S2・E7S2掘り下げ。

E5S2・E6S2・E7S2遺構検出及び逍構掘り下げ。

谷部分の掘り下げ開始。

E5S2・E5Nl・E6S2・E7S2逍構実測及び写打．撮影。

E2Nl・E3Nl・E2S1・E3S1掘り下げ。

E 1 N 1掘り下げ。

E1Nl・E2Nl・E2S1・E3Nl・WlNlの掘り下げ遺構掘り下

げ，実測，写真撮影。

E2Nl・E3Nl掘り下げ。

W1Nl・W2S1掘り下げ， E2Nl・E3Nl遺構検出，遺構掘り下げ，

実測，写！甘撮影。

WlNl・W2S1掘り下げ。

W1Nl・W2S1遺構検出，遺構掘り下げ，実測，写真撮影。

2月16H 

E 1 S 1掘り下げ。 E3Sl・W1Sl逍構検出，実測。

E 1 S 1掘り下げ。 E2Sl・E3Sl・W1Sl遺構掘り下げ。

工事用プルドーザー，谷を通過。以後工事用車が毎日頻繁に通る。

E2S2・E3S2掘りードげ。 E2 S 1逍構掘り下げ。

E2Sl・E2S掘り下げ。 ElSl・E3S2・W1Sl遺構検出，遺構

掘り下げ。 E2 S 1実測， 'JJ.灯撮影校。

E 2 S 1掘り下げ。 E1 S 1遺構掘り下げ。

E 4 S 2・E 3 S 1・E 3 S 2・E ZS 2・E 1 S 1・E 1 S 2・E 2 S 1・ 

W 1 S 1逍構検出，遺構掘り下げ，実測''.tJ頁撮影。

'K!Wl補足。器材搬出，撤収。

（田仲満雄）
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第2章歴史的、地理的環境

山陽と山陰を分かつ脊梁として，中国山地がある。その中国山地を形成する山脈の一つに，標高12

40mを測る那岐山がある。このはるかに蛋え雄姿を示す那岐山も，その麓には，広大な台地が展開す

る。その台地の南端に接して間山丘陵があり，その南限を画する。その間山の西麓を滝川が南流して

おり．勝央町平付近からは，勝間田を中心に，低地がやや展開する。その低地の西北端の，滝川西岸

の台地上に平遺跨は所在する。この勝間田の低地の北には，間山丘陵があリ，その丘陵上，及び裾の

台地上には多数の遺跡か存在する。

間山南麓の縁辺の低丘陵は，その大部分が農地に開発されている。その開発に伴って，弥生式土器，

石斧，石庖丁等の遺物が出土しており，広い範囲にわたる集落の存在したことが推察される。それ等

集落址の一つとして小中遺跡がある Otll。

平遺跡の近くには，比較的多くの前方後円墳の存在が知られている。それ等は，勝間田の低地の縁

辺に展開する低丘陵上に在る。そして，それ等の古墳の周辺には，さらに多く占墳が存在する。間山

南面の丘陵上は，それ等の古墳による一大古墳群が形成されている （註2)。 さらに，低地の南側に

みられる丘陵上にも多くの古墳が存在する。字畑屋，為本，七十の地域には，約 100某の古墳群が形

成されている。

間山南麓にみられる前方後円墳，前方後方墳で，全長の判っているものについてそれを記すと，琴

平山古墳48m, 堂山古墳48m, 岡高塚古墳65m, よつみ軋古墳23mである。

歴史時代に入ると，勝間田遺跡(2), 田井，豊久田，畑屋，七十地区の古窯址群，問山経塚等が知

られる。勝間田遺跡は，平遺跡に南接して所在する遺跡で，蓮華文鐙瓦（奈良前期），礎石，円面硯等

が出土しており，連華文鐙瓦に先行する時期の掘立柱の建物群が知られている。また， この遺跡は，

寺院址もしくは，官術址と推定されるものであり，平遺跡との関連においても注目される遺跡である。

田井，豊久田，畑屋，七十の地区には，多くの古窯址が知られているが，中でも，豊久田鎌谷の古窯

址で発見された須恵器片に，「郡」字押印のものが見られ，平遺跡出土のそれとの関係が注目される古

窯址群である。間山経塚 (lo)からは，多量の瓦経が発見されている。しかし，現在では，そのほと

んどが散逸しており，わずかに数点の瓦経片が知られるのみである。

勝問田地区を中心に述べてきたのであるが，以上のように，この地域は，古くから開けており，政

治的，文化的にも発展のみられた地域でもある。それ等歴史的背景ーのもとに，平遺跡が存在するもの

であり， また，それ等を背景に，平遺跡の性格を考えるべきであろう。 （井上 弘）

註 1 「小中遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 7』

註 2 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 7

註 3 「津山市史」原始・ 古代

註 4 「岡山県埋蔵文化財報告」 4

「文化財だより」 19号 岡山県文化財保護協会

書

＊ 

J
 

曇
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第 5図 地形図(¾)
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4
5
6
7
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9
1
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平遺跡
勝間田遺跡
愛宕山古墳
琴平山古墳
堂 山 古 墳
岡 高 塚 古 墳
よつみ札古墳

上相中塚古墳
間山経塚

勝田郡勝央町平
勝央町勝間田川西
勝央町
勝央町岡琴平山
勝央町岡堂山
勝央町岡高塚
勝央町岡よつみだわ

英田郡美作町上相鍛冶屋逢
美作町上相金屎

勝田郡勝央町岡間山
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第 3章遺 構

平遺跡の E2以東を，吏尾根部と，谷部とに分けて説明していきたい。

東尾根部 (E4, 5, 6区）

この地区からは，非常に多くの柱穴を検出した。その柱穴の而径は30-40cmである。それらの柱

穴が，三段に削られた尾根の各段から検出された。しかし，その多くは一つにまとまりのある建物

として組み合う関係がみられなかった。それは-. つには，発掘区域が路線rj]と限定されていること

にもよるだろう。先にも述べたが，尾根は三段に削られている。その最上段からも多くの柱穴を検

出した。しかし，それ等は建物としてのまとまりは確認でぎなかった。この段の東南隅近くで石組

遺構を検出した。遺構は2.76m X3.28m四方で，深さ約0.65mの方形の掘り方の中に，人頭大もし

くはそれよりやや大の石が多く艇積していた。石は，人為的に集められたものであろうが，構造物

を，構築するような，組み方はみられず，乱雑に集積するものである。石組みの間からは，備前焼

の破片が出土した。また，石組を埋めた土は， きめ細かい粘質の少ない土であった。それは，同尾

根上から検出された他の柱穴を埋める土とも共通しており，備前焼の出土は，それ等の時期を決め

る有力な手懸りとなるものであった。

中段での柱穴の検出例は，上，下二段に比べ少数であった。しかし，そのはとんどは一直線上に

柏ぷもので， 4条の柵状の遺構となるものである。

下段は，他の段に比べ最も多くの柱穴を検出した。そして， 5棟の建物を確認した。

建物 I (第 6図）

2間X3間の建物で， 12本の柱穴により構成される。柱穴間は，北列，南列とも，東より 2.lm, 

2.lm, 2.4mを測る。また，東列，西列は，北より 2.3m,2.lmを測る。各柱穴の掘り方の形は，円形で

あり，その直径は， 0.3-0.5mを測る。また，残存する柱穴の深さは平均0.5mを測る。

建物II

2間X3間の建物で， 10本の柱穴よりなる。柱穴間は，北列，南列とも東より 2.0m,2.7m, 2.8 

mを測る。東列，西列は北より 1.7m,1.7mを測る。柱穴の掘り方の形は円形で，直径は0.3-0.5m

を測る。

建物III

2間Xl間の建物で， 6本の柱穴よりなる。柱穴間の距離は，北列，南列ともに1.8mを測る。東

列，西列は北より 1.7m, 1. 7mを測る。柱穴の掘り方の形は円形で， l紅径は0.2-0.3mを測る。

建物W

1間X1間の建物で， 4本の柱穴から成っている。柱穴間の距離は，北，南列ともに2.2mを測る。

疇
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第 7図石組遺構

東西列は 3.2mを測る。柱穴の掘り方の形は円形で，直徒は0.2-0.3mを測る。

建物V

2間X2間の建物で， 9本の柱穴よりなる。各柱穴間の距離は，北列，南列ともに東より 2.7m,

3.0mを測る。東列，西列，北より 2.lm,2.0mを測る。柱穴の掘り方の形は円形で柱穴の直径は，

0.2-0.4mを測る。

以上のように 5棟の建物を確認したのであるが，その中でも建物 I, IIが建築物としては略った

形状を示す。そして建物III, Vの造りが最も雑である。それ等は，建物の用途によるものか，構築

された時期差によるものかは不明である。いずれにしても， 5棟の建物が同時に建っていたことは
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考えられないが，造られた時期の巾は，認めなければならないのであろう。しかし，年代的幅につい

ては近似した時期が考えられる。尾根地区で検出した遺構の主なものは以上である。それ等の造ら

れた時期であるが，推定出来る手懸りは，先に述べた石組遺構である。その出士遺物からして，一

般的に，中世に属するものとすることかできるであろう。

尾根上にみられる段であるが，それ等は，検出した建物等か，段の裾に接して構築されているこ

とを考えれば，建物築造に先立って，それ等建物の染造の必要に応じてその段を形成したものと考

贔 えられる。そして各段はl.3-l.5mの段差かある。

奮

・亨

． 

.,& 

谷 部

谷部については，臼含層上面と，包含層の下層との二層に分けて遺構を検出することができた。

_r. 層にあっては，直径 0.2-0.5 mの多数の柱穴を検出したのであるが，建物として組合さるもの

は確認できなかった。しかし，下層にあっては谷部の東半分で 7棟の建物を確認した。それ等の建

物は，その長軸もしくは短軸がはぽ同一の方向を示していた。

建物VI

南北に長い 2間X5間の建物である。検出した柱穴の数は12本である。柱穴間の距離は，北列が

東から2.25m, 2. lOm, 南列が2.35mを測る。東列は北から2.10 m, 2 .10 m, 2. 10 m, 2 . 10 m , 1 . 80 m, 西

列も北から2.10m, 2.60m, 2.20mを測る。柱穴の掘り方の形は円形で，而径0.7-0.85mを測る。

この建物の北東部に接し~-c 「 L 」字状に溝を検出した。その溝の方向は，建物に沿うものであり，
同建物の雨落溝とも考えることができる。いずれにしても，溝と，柱穴を埋める土は同一であった

ことから，時期的にも近似していることは認められるであろう。

建物VII

建物VIの南側に，その延長l:::にある 1間X1間の建物である。柱穴間の距離は，北側，南側が3.35

m, 東側，西側が3.85mを測る。柱穴の掘り方の形は円形で， その直径は0.7-0.85mを測る。

建物VIlI

建物VIの西側にある。 1間X1間の建物である。柱穴間の距離は，北側，南側が2.35m, 東側，

西側か2.05mを測る。柱穴の掘り方の形は円形で直径は0.7-0.8mを測る。

建物JX

建物VIlIと相接して検出された。建物は， 1間X2間で， 6本の柱穴よりなる。柱穴間の距離は，

北恨IJ, 南側か1.90mを測る。束列，西列は北から2.00m, 1.60mを測る。柱穴の掘り方の形は円形

で， 1f{径は0.6-0.8mを測る。

建物x

用地北限に接して検出されたので建物の全体は不明である。建物は， 2間X1間以上の規模であ

る。柱穴間の距離は，南列で東から1.80m, 1.80mを測る。東列，西列は1.50mを測る。柱穴の掘

り方の形は方形のもので，一辺0.45-0.6mを測る。
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建物XI

l間 X1間の規段である。柱穴間の距離は．北，南列が1.95m, 東，西列が2.00mを測る。柱穴

の掘り方の形は方形のもので，一辺0.4-0.65mを測る二の建物の北東の柱穴には，柱根の木質が残

存していた。

建物XlI

2間X 1間の建物である。柱穴間の距離は，北列，南列が東より 2.25m, 2.25mを測る。東列，

‘ 西列は2.40mを測る。柱穴の掘り方の形は円形で， 1r(径0.6-0.7mを測る。

溝 2

｀ 
~ 

建物vmの中から南に流れるもので，巾約1.20mの溝である。

溝 3

E 2 N 1区内で西から束に流れ，ほぽ直角に南へ流れるものである。東西に延ぴる部分は明確に

は検出出来なかったが，南流する部分は，比較的明瞭に検出した。溝の巾は平均約1.5mを測る。

溝は，岸に沿って長径0.2m大の石を憤く。また，岸に沿っては，杭列を検出した。溝には，多凰の

流水かあったのであろうか，砂の堆積がみられた。その砂層の中より，多量の須忠器と士師器が出

土した（第17.19.22図）。 それ等の出土遺物は，平遺跡の下層に検出した建物群の梨造され，使用さ

れた時期に一致するものと名えられる。それ等の時期は， •般的に奈良末～‘作安初とすることがで

きるであろう。

以上のように，建物，溝等を検出したのであるが，建物は，建物VI以外は，一般的にみて小形で

あるか，大きくて，常々とした建物の少ない地区である。しかし，それに比べて，出土した遺物の

最は多い。その点は， この迎跡を考える上で，承要な紅味をもつものと考えられる。また，建物の

長軸， もしくは短軸は， Iii]・方向をホしており，—•つの企画性の存在したことを推察させる。

（井 u
建物xm

この建物は，己含層の下面において検出され 4rHJx 1 間のものであり，長軸の方向は N-25~W.

• 必心距離は2.6mを測る。この建物の建築当時の地形に合わせて建てられたものであろう。この建物

がなくなった後に井戸状逍構がつくられて建物の柱‘火の 1つがこわされている。

遍
建物 XN

建物XIIIのすぐ北にあって南北 1間X束西 2間（芯心距離は2.6m)の大きさの建物である。この

建物は，隅丸方形の池状遺構を埋めた後に建てられている。

建物xv

、ド逍跡で検出した 17棟のうち唯—-·の礎石をもつ建物である。

西尼根東斜面の端部にあり，建物XIII, XNより一段高い所に位罹しており，この建物の束側は

削られてなくなっており，北は縦貫雌の用地外に続くものと思われる。南北 3問以上x東西 l間以
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上の規模で，芯心距離は 2m で，残存の長軸方向は N-9~E を測る。礎石の大きさは人頭の 2-

4倍大のものである。

建物XVI

包含層中に確認した遺構面に検出された。南北 l問x東西 4間の大きさで，芯心距離は南北 3m

東西1.5mを測る。この建物の中央やや西寄りの所に鍛治炉 4がある。建物 XVIの中に鍛治炉 4がつ

くられていた可能性もある。

建物XVII

建物XVIの西の斜面の一段高い所に位置し，建物 xvと同様に東半分が削り取られている。南北

2問X東西 l間以上の建物である。芯心距離は1.8mを測り，西の斜面からの水を防ぐためと思われ

る溝 (,tio.6-1.0m;, 深さ 0.15-0.20m)の一部か西南隅に L字形に残存している。

井戸状遺構

建物XIIIの放棄後に，建物の柱穴の一つを含めて建物の一部と屯なり令う形で窄かたれた素掘り

のもので，掘り方上端の径3.0m,深さ 1.0mの逆円すい台形に掘られており，内部にはグライ化した

粘上が充満していた。粘上の問には広葉樹の菓が若干残っていた。掘り上げ後，わずかな湧水が認

められた。建物XNとの共存関係にある井戸であろうか C

池状遺構

隅丸方形の掘り込みで底面はほは1吐且になっている。隅丸灯形の・辺は 4m, i架さは 0.7mを測

る。この底には大人の作大の円礫か並べてあった。礫の 1-.'こはグライ化した粘上か堆柏していた。

当時，池として利用したものと思われる。この池が埋ってしまった後に，建物 XNが建てられた。

鍛冶炉 1

E 1 N 1の北東隅に存在する（包含層中の遺構面 Iぐ:C 

径35cm, 深さ 15cmの穴を掘り，淡褐色枯土，暗褐色土で埋めた後に厚さ 5cm以 I./J)粘:i:をりKって

炉としている。 40cmX50cmの楕円形を呈し，深さは10cmの炉本体 (1次）が残っている。

鍛治炉 1は， 1次の炉血にさらに粘十（厚さ 3.5cm以上）をりliって 2次の炉rfliをつくっている。 2 

次の炉面には遠厄炎で焼かれた炉床が残っている。

枯士如り付けによって炉面は高くなっているか， これに伴って「羽口」の位骰も翡〈つくりなお

暮

＇ 

~ 

， 

．
 

されている。

なお， この炉は，
1 
す切断し取り上げて，津山収蔵I車に保管している。

鍛冶炉 2

鍛治炉 2は，建物 xvの中に位罹しているように見える。この炉面はかなり t1!Jられていて，明赤

褐色に焼けた部分（径30cm)が残っており， この焼けた部分のまわりからは，木炭片，焼上片がか

なり多く検出された。また，炉と考えられる焼けた部分のすぐ南には，上面が平坦でその..部が熱

を受けてやや赤味を帝びた石 (50cmX 35cm X 15cm)がある。金床のかわりに利用されたものと思わ

轟
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れる。

鍛冶炉 3

鍛治炉 2の南西 8mの地点にあり，炉の底の一部が残存していた (15cmX 18cmの楕円形で深さ 3

cm) この炉面も還元炎で焼かれた部分が残っており，炉面のまわりは楕円形に熱をうけて赤褐色に

変色している。この楕円形の変色部分の--・部は焼けていない。羽口の設けられた部分と考えられる。

鍛冶炉 4

この鍛治炉は，建物 XVIの中央やや西寄りの位謹に検出された。鍛治炉 4の覆い屋が建物 XVIで

ある可能性がある。

鍛治炉 4はやや不整形な楕円形に焼けた部分が検出された (100cmX 80cm)。 この中に一つの凹み

を中心に四つの凹みがくっついた形で炉の全体かつながっている。数回のつくりかえの結果と思わ

れる。中央底部には 2枚の炉面（還元炎で焼かれている）の一部が残存していた。中央部分の深さ

は現存 25cmである。

鍛冶炉 5

鍛治炉 4の南 5mの所で検出された。北に向けて斜めに削られているが，現存値で35cmX45cm,

深さは南で15cmを測る。

炉の底には厚さ 0.3cmの灰まじり黒褐色土があり，この上に羽口が落ち込んでいた。羽口の断面は

7 cm X 12cmの楕円形で，現存長は10cmである。この羽口の中央には径 2cmの円孔が見られる。鍛治

急 炉 5にセットされていた羽口であろう。

鍛冶炉 6

鍛治炉 5の南束 Smの所で検出された。この炉は，鍛治炉 lと同様に， まず pitを掘り，その pit

を暗黄褐色上で埋めた後に炉をつく・っている。

炉面は還元炎で焼かれており， この炉の凹みには，木炭，灰がつまっていた。また， この炉に続

く南東部分にも 40cmX50cmの焼けた部分があり，その中央部は特にかたくなっている。

北西の炉が廃棄されたのちに，南束の焼けた士のある部分に新しい炉がつくられたが，その本体

t は後世に削りとられ炉の下部の焼けた部分のみが残っていた可能性もある。

鍛冶炉 7

• 鍛治炉 6の南束 8mの所で検出された。短径2.4m以上X長径3.5mの楕円形で，その深さは 0.4

m を測る掘り方があり， この掘り方を埋めた後に炉をきずき，後世に削られて炉直下の焼土が残存

しているものと思われる。この浅い pit状の遺構が鍛治炉の下部構造とすれば， この遺跡の他の鍛

治炉に比し特異なものである。この pit状の遺構の埋め士中からは，奈良末-2¥安初めの須恵器，

土能器．瓦が少量出士している。

鍛治炉 7基は同一面上につくられていたもので．それらの間の前後関係は不明であるが，いずれ
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も平安時代の初め頃の所産と考えられる。 （田仲）

第4章 遺 物
(1)須恵器

ギ遺跡出士の遺物の中で最も多量に出土したものである。それ等の出上量は，非常に多く，今回

の報告書を書くに当っても全体に目を通したものでない。しかし全体的に見た→般的な傾向は示し

ているものと考えられる。

杯（第16, 17, 18図）

杯は器形から大きく 2分することができる。つまり，高台の付〈ものと，閥台の付かないもので

ある。成形は全体的に入念である。

高台のつくものは，体部は内外ともヨコナデかみられ，内部底面は， ヨコナデもしくは，ナデか

みられる。外部底面は，ヘラ切り後に高台を貼付するもの，ヘラ切り後ヨコナデ調繋を行ない，高

台を貼付するものとかある。第 図 1' 第 図14-17か，深いものである。それ等は，比較的大烈

である。立ち上りの深さは，半径に近いものもある C イ本部の立ち_Iゾ）の浅いものは， その口径から，

3種に分けることができる。立ち卜りの深さは，全体に4.5cm前後である。

ロ径の大ぎさから分類すると， A. 10cm以下， B. 10-13cm, C. 14-16cmの 3種に分けること

かでぎる。それ等はいずれも，やや閣きながら，はぽ直線的に立ち上る。一部に，口縁部付近でさ

らにゆる＜ではあるが外反するものある。全体に， Aとしたものに入念格芙なものがある。

閥台のつかない杯であるが，その成形をみると，体部は，内外ともにヨコナデの調整がみられ，

内部底面は， ヨコナデ， もし〈はナデかみられる。外部底面は，ヘラ切り（第17図14-16, 第18図）

と，ヘラ削りのものとかみられる。一般的に，底部ヘラ肖ljりの杯が仕上げは入念である。これ等を

ロ径の大きさから分類すると， 10-13cmと， 14-16cmの 2種類に分類でぎる。体部は，そのほとん

とは，やや開ぎながら立ち上り，端部は丸い。中には，口緑部近くでやや外反するものもある。第

18図 9・14は，イ本部が，やや大ぎく開きながら立ち上るものである。それ等は，他に比べて仕上げ

はやや雑である。

炉明皿（第18図19-22)

いずれも，底部は糸切りで，イ本部は内外面ともヨコナデがみられる。

蓋（第19, 20図）

蓋は，いずれもつまみの付くものである。それ等の共通する成形法をみると，天井部外面はヘラ

削り， もしくはヨコナデがみられる。内面は，全体にヨコナデの及ぶものと， •部ヨコナデ，一部

十デによるものとがある。

蓋を形態により分類すると， A. 天井部が丸みをもち，曲線を描いて口縁端部にいたるもの第19

図 4-10・16・21, 第20図 3-5) B. 天井部上面に平坦面があり，口縁部近くで屈曲して，段

•— 
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状のものが明瞭にみられる（第19図 2・3・11-15・1 7・19・20, 第20図 1・2)。 他に，小形壺

の蓋（第19図1, 第20図 1・2), 薬壺の蓋（第 19図18, 第20図17・18)等がみられる。

第19図19は， Bに属するものであるが， この一例は，天井部上面の‘ド坦部に，ヘラ切りの痕跡が

みられる例である。第20図19にみられるものは，口緑部内面にかえりをもつもので，杯の高台様の

つまみのつくものである。類似例は，美作地方では美作国府，久米郡宮尾遺跡（久米郡術推定遺跡）

からの出士例か知られている。

盤（第21図 2-7) 

盤の調整をみると，内外面ともヨコナデがみられ，底部外面も入念なナデもしくはヨコナデがみ

られる。全体に仕上げは入念で整美なものが多い。体部は，やや開きながら Lfl線的に立ち十．るもの

が多い。中には， lJ縁部近くでやや外反する例 (3) もみられる。口径は，推定径であるが小さい

もので18.5cmから，大きい例で26cmを測るものがある。

皿（第21図 1・6-13, 第22図 1-6) 

皿は，底部はヘラ切り痕のみられるもの，ヘラ削りによる調整がなされているものかある。体部

は，内外面ともにヨコナデにより，底部内面は，中心までヨコナデの及ぶものと，ナデによるもの

と二種ある。ー•般的に，底部外面がヘラ削りなされている例（第21図 8 -13・ 第22図 1-3・6) 

が，入念に造られている。体部は，やや開きながら直線的に立ち上るものがほとんどである。底部

は，平面になるものと，弧を描くものとがある。 〔盤と皿との区分は，便宜J::高台を目安にした。

つまり高台の付くものを盤とし，それの無いものを皿として分類した。ここでは便宜上，その様に

分類したのみで，深い理由によるものでないことを断っておく。］

鉢（第23図 5・6)

いずれも貼付けの把手をもつ例である。 6は，さらに高台が付くものである。体部は，弧を描き

なから立ち上り，口緑部近〈でさらに外反する。内外面ともにヨコナデによる調整がみられる。器

形は優芙である。 7は，体部が，やや開きながら，直線的に立ち上るものである。形は 6に比べて

単純である。器体の内外面は， ヨコナデによる調整がみられる。

＇ すり鉢（第23図 7)

＊ 

須恵器製のすり鉢である。体部は，開きながら， Lrf_線的に立ち上るもので，器壁は大きさに比し

て薄い。外面はあらくヨコナデしたもので，内面は， ヨコナデ後，不規則に縦にかき目を施したも

のである。かき目は雑である。

甕（第24図）

甕も出土しているが，図示出来る個体が見つけられなかったので図は割愛したが，それ等にみら

れる特微を列記しておく。

外面には，叩き目のものと，掻き目のものがみられる。叩き Hは，平行線状の叩きと，格子目の

叩きがある。内面は，同心円状の叩き目と，｝蚤巻目のものがみられる。内面が掻き目のものは，外
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面が格子目の叩きであるものかはとんどである。

(2)土師器（第 22図 7-22) 

土師器は，器形の種類からすれば，蓋，高杯，皿，盤，椀に分けられる。土師器は，いずれも内

外面ともに入念なヘラ磨きがみられる。

7は蓋である。形態は，須恵器のそれに似る。他に，つまみも出土している。 8は高杯である。

杯の部分と，脚の一部が残存している。脚は不正形の五角形である。脚は，円柱に粘土を巻き付け

ヘラ状工具で削り出したものと考えられる。土器は，全体を入念なヘラ磨きの後，丹彩を施してい

る。 9・10は高杯の脚部である。いずれも，円柱に粘上を巻きヘラ状工具で削り出したものと考え

られる。脚の断面ははぽ正六角形を呈している。外面は人念にヘラ磨きがなされている。 11も高杯

の脚部である。この脚も，円柱に粘士を巻いて仕上げたものと考えられる。外面は上下にヘラ磨き

がなされている。内面は，下半はヘラ削りがなされている。脚部の断面は円形である。 12-18は皿で

ある。士器の体部は，開きながら直線的に立ち上るもので，内外ともに入念なヘラ序きがなされて

いる。 19・20は盤である。翡台は貼付けで，｛本部はやや開きながら， j有．線的に立ち上る C 土器は内

外面ともに人念なヘラ磨き後，全面に赤色顔料を治布している。 22は椀で，器面には同じく入念なへ

ラ磨ぎがみられる。

須恵器・土師器の時期であるが，概略的には，奈良末～平安初とすることができるであろう。そ

れも第17, 19, 22図のものは， E 2区の溝 3から出士した一括遺物である。この遺物の時期か， .,,: 

遺跡が存在した一つのt要な時期と労〔するものと考えられる。つまり，推定される遺跡の性格か ＾ 
最も発揮された時期でもあると考えられる。その時期を，奈良末～、ド安初とすることができるであ

．
 ．
 

t
 

ろう。そして他の図は，包含層より出土した遺物である。それだけに，先に述べた時期のものを中

心に，若干は前後の時期のものも含むものと考えられる。しかし，断定できないが新しい逍物でも

、ド安期のものと考えることができる。

(3)施釉陶器（第23図 1- 4) 

1, 2は灰釉陶器である。器形は1憂美に造られている。釉は，内面のみで均ーに施されている。

釉の色は，淡緑色である。この灰釉陶器は，愛知県猿投窯のものと考えられる。出土遺物の中には

若干ではあるが灰釉掏器がみられ，その流入経路は一つの問題点である。

3, 4は緑釉陶器の底部である。 3は，削り出し高台である。釉の色調はi農緑色と淡緑色かある。

また胎土は，乳褐色を呈す軟質のものと，青灰色を呈する硬質のものとがある。その比率は，硬質

10に対し軟質 3の割合である。出士した破片数は約170点と，出土量は非常に多い。芙作地方にあっ

ては，美作国府址からの出土星に次いで多量に出土している。

緑釉陶器の出土数の多いことは， この遺跡の性格を考えるJ:で重要な資料となる。同時に，須恵

器の出上量の多いこと，灰釉陶器かみられることも考慮に入れる必要もある。それ等を考慮すれば，

同時期と考えられる建物の規模とは不均衡でもある。しかし，建物群の企画性と合せて平遺跡の性

墓

． 
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ǹ,し
t

i
●

i

．ヽ
‘＇
J
h
.
、「

、 [

i

一
応

g
i
：̀‘a

.
‘
:
・
`
.
)
ょ
ミ
ミ

9
’
』
-

'・

；ゴ吝；・['‘.¥’人＂

、A
.
7
.
[

‘
ー
3
f
•
一
汗
塁

.'  .. ; .... ・、,._,. ,・ 、....••• ••• そ---- .、．．．咲':::cw・翠季五一三•生＇ぷ~..,,: 全~-~心,_·:.~·-··疇:.. 
・::t::--:;:;,:;.= -.'-1¥'j .o ． ．．ヽ・・.,＂ら^、._... ,. ..•. ··•··· .... , __ 

.·• ,,.a=,e,. ~.;;,-:-.:,,---·、, ... ,.... • • .. ,....,, ・・ .... ぷ心 ・...., ,;i ... ,,,. .....  

.. ,,,.,., 
→澁豆.. , ... -..... .,., ヽこふ

. -···-~ ぞ.. ~--... ...,, • ・．．．．．. .,., ... 嗜枷w,.' . ~ .. "'". •• ~"疇=····,.... ,.・ ：~~ 翌冠翌翌マ芸辛;-:::::.."."~.-,:乏席.;_:・・-.-::~=-~;:;~冨た云=-- ぶ・ぶゞ•土,._。-.--·--~ ・;.: ミ:・;._-·~"'鴫"''"'ベ→ ～毒,.・~--·....... ——·•-· 苓~iゑ.、 :i;>i~松•安
a、";,;況·ふ·沼姦:.:.•_·:_.咄ダ

J

ず

t

‘

,
1
,
•
9
]

.̀＂． 

・

J

A

 
•. 

’

.
f
,
9
.
 

9
-
•
こ
'
•• 

L

q

 

.

.
9
.
'
/
 

9-

、

‘
 
．．， 

`
.
.
.
3
.
'
i
.
7
↓
で
沿
‘
.
`

:9:9.
，

.

,

 

．． 

ぃ：
f

ょ`

9

ァ

．． 

＂，．．ヽ

．．．． 

，
 ．
． 

.

;

,

 
•• 

r

・

 

．
．
．
．
，
．
＂
 

．． 
，
 

‘.,・ 

．̀、

．

．

．

 
、`
．

••••• 

.•• 

•••. 
.
.
.
.
.
＂

•
S

ぃ

．． 

i

．．, ．

．

 

.』．
．
．
．
．
．
．
 

6.. 

，

↓

f

‘
`
 

.; ．．．． 
．`』.

.....、『鼻．．

．．． 
．， 

.^ 
•• 

、
．
．
．

、
,
}
”
.
、

.
i
.
[
•
•
•

〗
.
.
｛
，

Jィ
9、
こ

．
が
・
"
‘
、
.
;
：
3

.

℃ヽ
l
•• 

;
｀
；
;
 
••• 

-
i
p
.
.

}`．． 

f
f
.
9
 
•. 

‘i •• 

.9•A. 

．． 

．． 
9
.
t
[
•
[
ヽ
．

.• 

円

．

｀

・

{

・

.

9

.
、『

••• 

r
.
.
、
一
こ
f

?

．． 

9
.
 

9

i

.

f

ぶ
｝
．
翠
翠

F
9
9
9
9

ペ
•

. ,. .. ・ヽ, ,;,・ .. ,_..,._.,. ;・ ~,; ヽ．, .'.、 9

. •'t"',~,:ci; 曇......, ぶ);.・,,,.-.an が?,~..,.. ,,-·•~ 
『●’
_j~;i_-... , ..... ~,~""'~"'"i.•·• ，． 

, ・・・,,,..,.,., ,,, .... : ヽ...,.,,. じヽ,,.. , ... ,,., ● !.・・. ·.• •.rt, ,.,,.,,、●●、t : ・:. ー・.., ... ,,,,,, , ,,,: 『,;,,,,、・,.,,~·, :·.··-~:tふ,.,.-,,,,.•h ぃ~"tl-1.!, "'.¥l I;.,,, .... , . ., , "・ ・,.'',.,..,.. が·~,ー,., .. -~ ヽ -~ 誓•·:·.,,-.,.,.、'が..........、，.. :・ ゞ--·:·~,.. 奮 y,.... ..___.~,,.,. 

芸后毛？・ ・ , ....、．・.., _.,. •.. ・，・...., .. •• '. ・"'- .'.... ,.,. 一・.・・
..'..  ヽ•._, ....... -~-

・.. :.-> ... -~,:,. -~.. . 一ー・．．．、・I,.. ・ヽ-・

“ 
今~,.---.:,_, .. _.-/ ,<・. ..,,.. _ ... _ 

-・.r-,(;-~ 今'....''-'_-;<". 令・ダ._., 、 一ゞ t・
~-

`―← 

.. .. -:• .~r.;·'疇.· 曹｀曹..・・・・・ ~-~'" .. ぇ•. . .... 曹．ヽ・• ・・'......... ., . - .... i~-/; . -. •.. ~...'-..、_...、．`・r、・.・' 、._, 
, "~:'f,!-;: .'・ ~I_'.·、;>マ．.,. り

:-:_ ... ,,:;•. : _..・, . ,_.,..,;; ... ・“. ·=;.:.::•.;. . _,'I!., • . 、") ,.、 ，． 
， ＇ ．， 

第24図 須恵器甕表裏面の拓影

-169-



｀ 

會

“
 

曇
會

諮

米

牛 - 塗m 7fr. 

I ' ，  ヽ, ’  

， •• 
; ‘ヽ

..、ふ梵ぶ5”
i

．ご＇
・E..f

． ＼  .’・’‘ヽ

f,,t.[g忍芦．豆
f̀f

、.’‘

..~
.2

’ 

•9
 

" ． ‘  

i 、̂．
9.• 

・`‘, •• 

. . 、,9...*

/、
.• 

9,., ． ．  声． ． ． ．  •• 

,‘, 

． ． ．  , •• 

、A`‘

i 

‘̀・}ぐ.^/”91:/...、?;“い"'t. ぐ

9. .J-

¥J.

‘』、9h

え記
"t.-

～ .

ぃ． ．  5.圧ツ望ぐ｀．＼；

"；誌禁沿喝ンベぎ＼ヽ
"5.：＇r.f

.•• 

9

、 ・A、 .• 

｀ヽ ， ．i・ゞ．．，

‘

..,.9/7^r.Jヵミ •. 
,.；．,、ハ．9’.・マ

9Av

`/ー•C仔r\，\”`， fだ＼ ...、応岱，ヤ" •• 
9. 

一. ‘  
[iし忍

．』

“ヽ.,‘
.f

it4 ;̀＇L出．り

膚

謝

攣
沿祝

器廿屡．9り‘

lo4II 

図s
z
~
 

踪



ギ滋跡

格を考察する必要があろう。

(4)押印、ヘラ書、墨書陶器

押印，ヘラ書陶器（第25図）

出土した須恵器片の中には，押印，もしくはヘラ書の文字とみられるものがあった。押印陶器の

内で，図中の「郡」字は，発掘に先立つ遺跡分布調査中に採集したものである。他の 2つの内の 1

つは「印」と読める。 3番目のものは「夫」と読める。その意味するところは今後さらに究明する

＂ 必要があろうが， この遺跡を官街遺跡と考えれば， あるいは「夫役」の意味とも考えられるであろ

う。ヘラ書は，いずれも達筆な文字で書かれており，「君」（郡の偏の部分と考えられる，）「勝」（平遺跡

は，古代律令制度時代は勝田郡に属していだ，）「嵯」（灰釉陶器の底部衰面）と読める。

墨書土器

須恵器の内面， もしくは外面に墨書されたものが数点あった。読める文字は，「大」「厨」等である。

（井上）

疇

鱒
•

●
 

(5)瓦（第26-28図）

瓦は，包含層中より非常に多くのものが出土し、 また，鍛治炉 1のすぐ南側の鍛治炉面の下の包

含層中に，十数枚の平瓦か須恵器（第32図）と共に積まれていた （瓦溜り包含層中に単に積まれ

ていただけで遺構あるいは遺構面上に伴なうものではない）。

瓦の種類には，軒丸瓦，軒平瓦，平瓦，丸瓦かある。

．軒丸瓦（第26図の 1-4) 

軒丸瓦には 3種類がある。 1は，中房に 1+ 8の連子があり， 7葉の複弁が配されている。径は

19. 5cm。2は，中房に 1+8の蓮::r・があり，花弁は 8葉の複弁である。径は16cm。 3は，中房に 1

+6の蓮子があり，花弁は13葉の単弁である。径は15.6cm。出士量は 1は1例， 2は2例， 3は10数

fダI]を確認した。

．軒平瓦（第26図の 7・8)

軒ギ瓦は， 2種出土したが， どちらも均整唐草文のものである。

軒丸瓦と軒平瓦の組合せははっきりしない。

• 平瓦

平瓦は多くの量が出土したか，長方形の一般的なものと 2個所の隅を切ったもの（第27図の11)

とが見られる。図示したものは，一般的にいわれている「隅切瓦」とは少し形態的に異なり，出十．

量もかなり多いことから，「隅切瓦」として利用されたのではなく，一般の平瓦と同じものとして葺

かれたものであろう。瓦製作者（製作躾団）の特異性によるものだろうか。

瓦の成形技法には，樋巻き作りと一枚作りの双方が見られ， さらに，叩き目には，格子叩き目，

縄叩き目，平行叩き Hがみられるが，これらのものか混在していた。

・丸瓦（第27図の12-15)
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ギ遺跡

，
 

丸瓦には，玉緑をもつもの (12・13) と行基葺き (14・15)が見られる。

(6)陶硯

須恵器を焼いた窯でつくられたものばかり 27例の硯が出土した。その内訳は風字硯5' 円面硯15

（内 1は蹄脚硯），二面硯 1, 須恵器。蓋などの転用硯6である， これらの出土は平遺跡の性格を考

える一つの材料となろう。

硯の胎士を比較すると，その大部分が異質である。これは，かな、 1広い地域でそれぞれ焼成され

たものが，この地に集まったことを意味する。中には，愛知県猿投窯出土のものに土質・形態的に

類似しているものもみられる。

・風字硯（第29図）

出土 5例のうち 4例を図示した。残り 1例は風字硯の脚と思われるものである。

1は，海と陸の間に明瞭な境が認められない。そして，無雑作に切られた八角すい台形をなす脚

2本が張り付けられている。一部に焼きぶくれがあり，硯面のほぼ全面がよく席減している。

2は，中凹みの方形の板状のものをこしらえ，周囲にノミか刀子と考えられるエ具で削って 2本

の溝をつけている。この硯は東尾根上で出土し，他の硯よりも新しい時代につくられたものであろ

う。脚は付けられなかったと思われる。

3は，方形に近い形をしており，海と陸の境には,,...._状に凸起が粘土でつくられている。陸の部分

はよく磨減している。胎土や形態は，愛知県の猿投窯のもの（「陶器全集猿投窯」参照）によく似てい

彎
る。

4は，薄い粘土板を加り合わせてつくっており，整形はやや粗である。硯面は少し磨減している。

• 円面硯（蹄脚硯を除く）（第30図）

円面硯（蹄脚硯を除く）は14例出土したが， 9例を図示した。残り 5例はいずれも別個体の脚で

あリ，その内の 1例は，推定径20cm, 断面の原さは0.5cmを測る小形のものである。

1は，径26cm, i向さ推定10.5cm, 陸の径推定19cmを測り，脚部はほぼ垂直に下降し， 7 リーハン

ドで長方形の窓をあけている。

2 Ii, 最大径18.5cm, 高さ4.&:m,陸の径は12.3cmを測る小形のものである。脚はすそは拡がって

おり， Pl形と打形の窓が交互に計10個あけてある。平遺跡出土の硯で円形の窓のあけてあるのはこ

れ 1例である。また，陸の固囲には，底さ 0.2cmの三角凸帯がめぐらされている。

3, は最大径23cm以上，;(訳さは4.5cm以上，陸の径は18.4cmを測る。脚はやや外にひらくと思われ

る。窓は定規をあててU:方形に切っている。

4は，陸か平坦でなく，丸く盛りあがるものである。脚は外にひろがるが，最大径は推定20cmで

小形に属する。

5は最大径23.1cm, 高さは推定 5cm, 陸の径は推定18.&:mを測るものである。脚はやや末広が

リになっていて，長方形の窓をあけている。
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寅

6は，最大径19.6cm, 裔さ 3cm以上，陸の径15.4cmを測る。脚はほぱ垂Ir(に下降し，他の例にく

らべて多くの細い窓をあけており，窓の横の脚の角をヘラで削っている。

7は， 4と同じく陸が丸く盛り上がったものである。最大径推定18cm, 高さ推定5.5cm,陸の径7.

7cmを測る。脚は椀を伏せたような形となろう。脚には，定規をあてて切った窓と，窓と窓の間には

2条の切り目がついている。海の外縁の外側には丸い粘土を押しつけている。

8は最大径推定24cm, 高さ推定 7cm, 陸の径16.8cmを測る。横から見ると台形となっている。

9は，最大径22.6cm, 高さ 3.5cm以上，陸の径17.2cmを測る。脚はほぼ垂直に下降し，長方形の窓

をあけている。

．蹄脚硯（第31図の 1)

蹄脚硯は，平逍跡では 1例が出土したのみである。最大径32.9cm, 高さ推定10.2cm, 陸の径推定

24cmを測る大形のものである。脚の部分は 2枚の粘土を張り合せ，その後，蹄脚になるように窓を

切っている。また，それぞれの蹄脚のすぐ上部に径1.5cm,高さ 1cmの円柱状の粘上を張り付けてい

る。美作国府遺跡出土の蹄脚硯によく似た製品である（「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 5」参照）。

・ニ面硯（第31図の 2)

7 cm X 9. 3cm X 3. 6cmの直方体の粘士を用意し，ノミか刀子で無雑作に硯面を削りこんだもので，

A面では削り残した縁の上に 1条の溝を掘りこんでいる。 A面と B面とでは， 卜．下を逆にして裏返

して硯面を削り出している。 B面の縁には溝はつくられていない。 A・B面とも殆んど／科減は認め

e られなし¥n 

・ 転用硯（第31図の 3-8) 

3-7は益の転用であり， 8は盤の転用である。

3は，径14cmを測り，蓋のつまみは円板を張り付けたものである。

4 - 7は，杯の高台様のつまみがついた蓋である。 4は高台付皿とも見えるもので，硯面となっ

た部分にヘラ書きの文字とも見える痕跡がある（序減によってはっきりしない）。径は15cm。 5-7

は外見上ほぼ同じ形態を取り， 6にのみ“返り＂が蓋の内側についている。径は， 5が18cm, 6が

18.5cm, 7が19cmである。

8は，径20cmで，硯として使うには安定のよい高台がついている。

(7)備前焼壼、焼成窯不明の壼

これらは西尾根東斜面から出土したものである。しかし，第 2次世界大戦中に西尾根上を開墾し

ていたときに掘り出され，壺の中に人骨が残っていたので，再埋葬されたものである。そのため，

当初の埋葬形態は知るすべがない。

備前焼壺（第32図の11)は，口緑端部を外に折り返して玉縁としており，口縁部はやや外反する。

肩には 3-4本のくしで平行沈線を刻んでいる。

胴の下半分はヘラ削りによって仕上げている。口縁径13.1cm, 最大径20.8cm, 高さ 22.3cmを測る。
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中には火葬'i'rが詰まっていた。

焼成窯不明の壺（第33図）は，
ロ

E
O
 

緑部からfr'!の部までが現存するだけである。

に折り曲げて玉緑としている。

どちらも屯町から桃山時代にかけてのものであろう。

なお， 第32図の 1・2は，

1 
口緑部の周の一が残り，

3 

ロ縁端部は外

口糸家剖似の行をは50cmを測る。

鍛治炉 3直下出土の土師器であ

り， 3 -10は瓦溜りに瓦と共に積まれていたものである。

（田仲）
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第 5章ま と め

平遺跡の調在は．縦貫道用地内のみを対象に行なったが，その結果から次の、点を知り得た。

① 遺跡の東西の範囲は，束lも根．谷，西尾根東斜面の延長180mである。この内，東尼根 (80m)

には中世の遺構が存在する。また，谷，西尾根束斜面には，奈良末～平安初めの逍構• 他含層か

存在し，その範囲は東西100mである。南北の範囲は，北限は，縦貰道用地の北の，谷の谷叫まで

と考えられ，南限は，南にある西から東に流れる小さな谷までの南北約 200mの範囲と考えられ

る。

② 奈良末～平安初めの建物はいずれも大規模のものでなく，その大部分はその長軸（もしくは短

軸）の方向が磁北方向とほぼ一致している。

③ 蝕含層からは， 多益の須恵器・瓦が， また，かなりの量の灰釉・緑釉陶器が出土した。姐忠器

のうち，押印• ヘラ書き文字や墨書きのあるもの(..郡"... 勝”など）さらに硯（風'l=・硯• 円面硯・

蹄脚硯・転用硯）などがかなり含まれている。灰釉や硯の中には愛知県猿投窯製のものも含まれ

てしヽる。緑釉は約170』K確認された。

④ 建物群の建築・ 消滅から包含層の形成までの時間は非常に短期間である。

縦心印!l地内の調代ではないが，関連あるものとして次の点が確認されている（「文化財だより

1 9り・1 岡山県文化財保護協会fiJ. 「岡山県埋蔽文化財報告 4」県教委刊参照）。

⑤ 縦買近のすぐ，Hの緩斜血にも，須慮器の散布がみられ，かなり大形の柱穴の存イLも確認されて

しヽる。

⑥ ⑤の部分と谷をへだてて，さらに南にある水田地帯には，平遺跡に先行する時期の官街址とも

名えられているi直構（建物）群が存在する（勝間田遺跡）。

以 I:の・Wkをもとに， まとめてみよう。

迎物の中に， 足 j・：（押印・ヘラ：;!}き・墨書）のある須恵器，硯（須恵器）灰釉須息器，緑釉土器，

凡が含まれている。これらはいずれも一般巣落址ではまず見られないものであり，愛知県猿投窯製

の硯や灰釉が含まれていることから名・えても，律令体制に基づく中央官庁との結びつきを思わせる

ものである。押印・ヘラ書き文'j・:のうち“勝＂や“郡＂から考えても，中央との結ぴつきのあるも

のとして..郡街＂の可能性がある。

大部分の建物のいずれも長軸（もしくは短軸）の方向か磁北方向とはぽ一致しているということ

から名えて，，汁圃的に設計された建物群の一部を占めているといえる。

中央との結ぴつきをポす逍物や計画的につくられた建物群などから，平遺跡は，哺券田郡街址”

の・部と名えられる。郡街のうちで，建物がいずれも小規校のものである点から考えて，雑舎的要
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跡内
1

、
J.,. 

一

素をもつ一隅であろう。

縦貰道用地内の部分が，郡術の雑舎的要素をもつ一隅とすれば，郡街の中心的要素をもつ建物群

などは，縦貫道のすぐ南の緩斜面に存在すると予想される。

勝間田遺跡は，平遺跡に先行する時期のかなり大規模な建物群をもつ官衛址と予想されている遺

跡である。

勝間田遺跡と平遺跡との関係は，古い順に，勝間田遺跡掘立柱建物期→仝礎石建物期→平遺跡掘

立柱建物期→仝包含層形成期→仝鍛治炉の時期と考えることはできないだろうか。

乎遺跡は，遺物の出土状態から見て，奈良末から平安時代にかけての非常に短期間のうちにつく

られ，放棄された遺跡である。 （田仲）

記

発掘調査に当っては下記の方々から多大の御協力を得た。記してその謝意を表する。

（紆女禾ホII各）

勝央町教宥委員会

城領逸平・古和正一• 赤木利夫・ 植月静五郎・国政綱雄・ 植月惣市・植月昇・植月太郎・定森唯夫

平川完之•山田豊作• 福田禎市・植月寛• 福島波夫・国政吉郎• 井上五ー• 長船久夫• 福島常夫・

岸本松男・ 岸本強

植月美智子・定森豊女・氾I本春子・市）IIゆき代・ 植月ふじ江・岸本厚子・国政ふさと• 井上みつ子

福島美津恵• 福島定代・輻島やす子• 福島みつ子・山田允江・早瀬あや十• 井上多美子・岸本美知

江•井上英子• 福島みよ ~r-. 国政やよい・ 植月幸子・国政とき子・山下百代・植月節子• 福島かた

輻島みどり。
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号 記号,:, 文 u,図 ・拓本・写真Tへて 1こ共通する J J直 2頌（行基葺）
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6C 償前焼
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1. 調査の経過

昭和46年度に潤企を行う子定であった沼斎神Hi¥の沼古項群は， 10月7B. 下請某者によ ってプ

ルドーザーが入れられたため，急拠， 12月1日-10日に発掘調'i'fl;,行った。

2. 位置

津山，＂内を市北に流れる宮 Illの東丘陵上にhする＜芙作IEJ府とはT度対岸の位沼にあたる。丘l凌

尾恨上を市i立が南北に起っている，そ(/)11-i道をはさんで，沼点神社嗅1;2 -3;¥li. ;fl. 山祁等工業w
門学校につづ（台地上にJO数晶のがJ'I肝力惰lられ．注山心j等工業専r・vn交建改時：こしfoJ)J,,かの古珀

が甜介さ／したというか報告はな（詳細はイ；明てある。

今回の湖査Ii, フルト・ーザーで踏み荒された沼百神社褒で，箱式h棺】培 (1号墳）と，1柘Eの

東問，忠魂練が仕立されている場所で。箱式ィ『棺 I培 I2号墳）の調査を行った。プルドーザーが

削った土の中に沼点神If.乳では別の天JHTが1i在 し少くともあと lJtは存(1:したと思われる。

なお，位潰．同等については消 l',)-ff~(P15!\, を苓照されたい。

3 • I 号墳

プルトーザーがJ.:部を!'[Ifり. ,!! っているため頃上の規楳夭井{j芥はイ；明である。全lそ20<x:m,

rfJ60nnの箱式{1棺である．；立物は7バrLなかった。

第 l図 沼斎神社裏 1号籟式棺実測図
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沼古墳群

4. 2 号墳

忠魂碑建設時に削ギされ，墳丘は不明である。全長160cm,巾40cmの箱式石棺である。北側の側壁

は 1枚石を用いている。

遺物は，人頭骨が部分的に残存していたのみである。骨には丹が付着していた。
鳥

ヽ

皇
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第 1図 沼斎神社裏 1号箱式棺実測図
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第1章 調査の方法と経過

第 1節はじめに

領家遺跡は，岡山県久米郡久米町大字領家に所在する。領家の中でも束南端部に位置し， 1区の

東には大字宮尾との字境がある。小字名は上神・田尻・オの鼻などに分れており．大字名をとって

領家遺跡とした。

発掘調在は，昭和46年 4月から47年 3月まで実施されたが，久米廃寺や二宮大成遺跡の調究と併

行して進められたり．当初 3名予定された調介員が 2名に減少するなど，変則的な体制で調在せざ

るを得なかった。

調代前の推測では，奈良～平安期の遺跡で隣接する『久米廃寺』との関連で重視されていた。

今回の調1tの結果，先士器時代の石斧が発見され，弥生時代中期以降古墳時代，奈良• 平安時代．

中世まで継続した集落址であることが判明しだ。

調代によって明らかになったことの一部をひろい出してみると，火災にあって多量の炭化籾を出

七した弥生時代後期の住居址，岡山県では初めて確認した古墳時代の造り付の寵，集落址には珍ら

しい緑釉掏器，円面硯，石製跨帯等，遺構遺物の出土量が極めて多く多大の資料を得ることができ

た。 しかし，今回の報告害•作成にあたって， この膨大な資料のすべてを整理できなかった。出士遺

物の仕分け， ピックアップ，復元さえ十分済んでいないので，今後さらに悠理・検討を重ねる必要

があるが，今[ojは概要を報告する。

第 2節調査の経過

領家遺跡は中国縦貰自動車道路線の分布調在（註 1) によって発見された散布地である。特に路

線内でも南側の畑と，路線外南側の畑にかけて多くの須恵器片が採槃された。奈良～平安時代のも

のがほとんどで，東隣りに存在する「久米廃寺」 （註 2) との関連が注目されて『特に重要な遺構

が発見される場合を除き完全な記録保存が必要』とされた。

昭和46年 3月に路線に接続する町道の，整備事業のため一部トレンチ調介を実施したときには，

遺桃は検出されなかったが，奈良～平安期の遺物以外に，弥生式士器，古墳時代の須恵器もみつか

り，複合遺跡の可能性を示した。またこの遺跡の土は千枚岩の風化した細礫が混在していること，

又硬いことなどから士層の観察が困難であることがわかった。このことは領家遺跡の調在中終始調

1t員を悩ませた。

発掘調介は昭和46年 4 月 -47年 3 月 31 日まで調在面梢2,900m'で契約され，調査は栗野克己• 山序

康平の二名が相当した（註 3入当初は久米廃寺の調代と併行して進められた。当時調布対象区域内

には用地買収未了地や，用地買収が済んでいても，立木，作付が残っているものもあり調在の障害

となった。そこで日本道路公団や，用地局（県）と連絡調整をはかり，立木・作付の除去をすすめ
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た。又，用地買収未了地には地区住民の生活用水の水源の問題があり，短期間では解決し難い状況

であったので．それ以外のところから調在を開始した。まず遺跡の範囲，遺構の状況，土層の観察

を目的としたトレンチ調行を実施した。その結果， 1区は遺物も少量で磨減しており厚い堆積枯士

が認められるだけでこの谷には遺構を確認できる状態ではなかった。 2区からは多最の瓦，須恵器

などと共に柱穴が発見され注意をひいた。 3 区では奈良• 平安時代の須恵器・柱穴．古墳時代の須

息器，弥生時代の土器と住居址などが発見された。 4区では遺構・遺物の存在は確認できなかった。

トレンチ調介の結果をもとに，本格的調1tの方法が検討された。そこでは二通りの意見が提案さ

れた。一つは 2区と 3区については全面発掘調在が必要であるという意見C もう一つは，多最の遺

物は斜面上方から流されて．二次的に堆梢したもので，調牡地点には遺構は存在しないとする発掘

調査に消極的な意見であった（註 4leそこで一応 4mグリッドを一つおきに発掘し， しかるのち再

検討するということになった。その結果， 2区では柱穴が多く検出されたため，建物としてのまと

まりをつかむには全面に広げて調ftする必要がでてきた。

2区では柱穴が多く検出された中段の畑の全面発掘調在を先に実施し，上段の畑と下段の畑の西

方は作業の段取をみて最後にまわした。

そのうち用地の問題も解決がつき. 3区の調布を開始した。 3区A・B地点の調ftは「二宮大成

遺跡」の調在と併行して進められ. 2区の調在終了地点に排土を埋めた。

3区B-F地点は全面発掘で，おおよそ二層に遺構の検出を見たが. C地点の最下屑は時間的制

約のため， トレンチにより検出された遺構だけを調ftしたc

調在中に 4区では墳丘状の高まりが発見され，別途調オtが実施された。

註ー 1 「I調ftの約り 『岡山県）用蔵文化財発掘渦介報灼 3』岡山県教f{委員会1973。

註ー 2 久米廃寺は H鳳時代に削建された寺院址で昭和44年より昭和46年にかけて発掘調ftされ， t芥-'.i朽ヤ・，＂附府なとの中心

建物梢をはじめ， lL・ 仏像など多は：の逍物が出［している，

; 1:-3 3名の調i'i.Uのうち 1名は退職されたが，凋介Uの補充はなく、本遺跨は実'ft的に 2名で調介した，．

,t-4 地山掘込み遺構と楳なり，、虫色十．• 黒椛色 j・ ・茶褐色土など. i知ヽ谷の部分の堆柏十:M中に迅枯'j(/J検畠される I夕l」は、

本遺跡以後. i: なものに「小中遺蹄2区」 （第 4分冊収録） 「・ド迅跡」 （第 5分冊収録） 「桃山遺跡」 ，J:ll介，),:jか,,,
等があげられる。—l:/Mの観察がむづかしいため，遺構の検出が容易ではな心

発掘調牡にあたっては地元の方々をはじめ，久米町教育委貝会には多くの協力を頓った。また瀾

在に直接従事された作業貝の労苦に対し記して謝意を表わしたい。

•-

＇ 

喜

贔

赤木美興志• 青瀬解逸• 青瀬只四• 安藤克己• 安藤侍郎• 安藤孝子・安藤豊子• 池田糸代• 池HI

啓子・池田幸子・池田子市・池田澄江• 池田末• 池田節了→ • 池田竹大• 池田富了..池田発・池ffj峰

子・池田恵• 石賀芳子・岩野勢津子・太田すみ子・尾蛉知津子・岸川藤子・底下弘代・小林泊:r-. 

小山能会• 佐々木修一• 実成充雄• 徳本糸子・飛山照ー・飛山裕• 野条志ー• 野条枡枝• 野条とし

子・灰原輝代子・灰原保子・灰原泰予・早瀬幸子・広島海三・広島文江• 真名f育世・ 襄名 :r-栄—
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重

＇ 

亀

真名子清一・ 三船春江・三船安江• 山崎武四郎・山田艶子・山本訓

策 3節発掘調査の方法（第 2図-4図）

調オt区は 1-4区まで分けられた。地形観察により，浅い谷部分がみられ，土地利用は地形に合

わせて，水田，畑，果樹園，竹林，雑木林’墓地などに使われていた。発掘調在をする場合に山や

谷部分のそれぞれを単位として発掘をする必要かあるので地形の状況に応じて区分した。

1区は水田で谷の部分である。 2区は農道を境としたが， 2区の若干の遺構が農道の下からと 1

区の水田の方へ広がって検出しえたので， 2区の遺構と連続するためそのまま 2区に含めて表示す

ることとした。

2区の現況は畑で主に谷の部分であるが，両端部では岩盤が露出した尾根部分もあったが2区と

した。

3区は果樹園や畑として利用されておる場所で最も広い面積を有する。 3区の西よりに西北から

東南方向の谷があり堆積土が原かった。束側では岩盤を掘り込んだ遺構も確認された。

4区は竹林であったが3区に近い方は雑木林となっていた。丘陵部分であり岩盤が露出する。

一方調在区とはまったく別個の方法でグリッド設定をした。 （第4図） STA189+60を原点とし

て，磁北方向を南北基準線（註ー 1) と定め，直角に東西基準線をとり， 20m方眼に杭を設定した。

この杭はのちのちまで測量用の原点とするために，心杭を用い釘を打ちポイントにした。この20m

方眼の線にそって，東西あるいは南北方向に巾 2mのトレン千を設定した。 トレンチは未買収地点

を除いたため変則的な形になった部分もある。また小さいグリッドですませた部分もある。

当初この20m方眼一つずつの名称はつけずに，原点から 4mおきに設定した 4m方眼の小グリッ

ドを，原点からそれぞれの方向へ数を増すごとに方位を示す頭文字と数字でE2S3とかW8N2

とか呼称した。ところが3区は案外広い面積なので20m方眼を束から A-Fまでの 6地点に区分し

前記のものと併用した。

遺物の処理は各遺構以外で取上げたものについては，すべて前記の小グリッドと土層名を付した。

測量は S=命を基本とし、場合によってはs=+, 命を併用した。高低差がはげしいため，ほと

んど平板測量による。全体図の作成にあたっては原図をマイクロ写真でS=乱6に縮少しトレースし

た。領家遺跡は復合遺跡であり分層発掘を実施したことから遺構が童複するため， 3枚の全体図を

作成した。 3枚の図はそれぞれ①第 1回目に検出された遺構，②第 2回目に検出された遺構と第 1

回目の残存遺構，③第 3回目に検出された遺構と，第 1, 2回目の残存遺構として検出順に作成し

た。上面が削平されているものがあるため必ずしも年代を追って検出していない。（第 5-7図）

第 4節報告書作成

調在員のうち 1名が昭和49年10月-12月までの 3ヶ月間，整理にあたった。もう 1名の調査員は

他の発掘調査に従事しながらあたった。このように限定された人貝と期間のため一定の作業量を確
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保できず，個々の遺構のトレースや，遺物の復元，実測が充分ではない。詳細に遺構を検討するに

は不充分な報告書であるが、領家遺跡の概略について記したものである。

なお本報告書作成にあたり遺物の実測・トレースなどについて，竹田勝氏の協力を得た。

註 1 50,000分の 1地形図（津山西部）によれば，この付近の真北と磁北との差は N6゚40'Wである。

第 2章 発掘調査の概要

第 1節遺構一賢表

発掘調査した時点で、遺構の種類別に番号を付していたが、中には他種のものが混在するので報

告書作成の段階で分類しなおした。またあらたに作成した番号もある。そこで収蔵庫にある遺物に

ついては旧番号で整理されているので、今後、資料として活用する際、混乱しないよう「遺構番号

新旧対象表」を伴せて作成した。①汁主居址 (H)、R建物 (T)、③土壊 (D)、 ④欣戸および焼士（

炉）、⑤その他の遺構 (s)、⑥遺構番号新旧対象表として各遺構は（）内の記号と番号でよぶことに

している。大きさや、数などで確実でないものは（）を付した。

．
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T 1 T 1 T 1~ T 11 

T 2 T 2 T 15 T 12 
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T 5 T 5 T 18 T 15 

T ， T 6 T 19 T 16 

I 

T 13 T 7 T 20 T 17 

T 6 T 8 

T 10 T ， 
T ， T 10 

i 

旧柱穴列

新 旧

H 31 H 40 

H 32 H 41 

s 27 H 42 

H 33 H 43 

H 10 H 44 
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領家遺跡

第2節 1区（第3図）

この地区は束端を久米廃寺 8区と接しており、そのときのトレンチ調査の結果では東半部ではす

でに遺物の散布や遺構の存在がみられなかった。そこで領家遺跡のトレンチ調査では、最初に S20 

mの基準線にそって巾 2mのトレンチを設定した。このトレンチでは地山までの間に0.2m-l mの

灰色粘土層が水平に堆積しておりマンガンの状態などから水田耕作土と考えられた。この土料から

出上する遺物はすべて軒滅しており、地山面でも遺構は検出されなかった。また 1区の谷中央部付

近に坪掘りを 2ケ所実施した。（第11図）この坪掘りでは水田下約 2mまで発掘すると砂利層にあた

った。途中の堆積層の観察では第 2層より、若干の瓦・須恵器の磨滅したものが出土したのと、第

6・7層より弥生式土器と推定される細片が出士しただけで何らの遺構も検出されなかった,.

以上約60rri霊のトレンチ発掘調査の結果により全面発掘調介は行なわなかった。

第3 節 2 区（第 5• 6図）

2区は領家遺跡の東半部の谷で、弥生時代・古墳時代・奈良末～平安時代の各時期の遺構を検出

した。

発掘調査は当初明確な遺構が検出されなかったことから、 4m グリ•ノドを•つおきに掘搾し、原

則として、その後全面の分層発掘を実施した。現在農道に使用している部分の調杏．は実施できなか

ったが，東端部では遺構の延長が認められたので、その部分は農道をつけ粋えて、拡張調査をした。

2区の発掘平面積は1.019m'であるが、分層発掘により遺構の検出を 2l11lt'J, I・. 実施したものを加えれ

ば、約1.400m'である。

トレンチによる断面糾察をもとに士吊を分類し、分層発掘の基準とした J 以ドその大別を示すC

（第12-15図）

A屈 茶褐色土、表f:=耕作・!:

B岡 やや叫るい茶褐色f:、T-枚料混り。

C 11'4① ややHi'f・い茶褐色t、千枚府混り

C/•;1② 黒灰色、あるいは黒茶褐色で1仮が混っているような土、千枚岩混り、奈良末～平安時代

の遺物多し c

01,;,,: Iii¥'茶褐色士、ややマンガンn、砂礫の多い部分もある。古墳時代後期。

E 11'1① 黒褐色-=I:マンガン質、弥生式土器を含む。

環②．黒色土料、弥生式土器を含まない。

環． 黄褐色粘質土

G層 黄色砂利層 遺物は出土しない。

::  の基千ここ：ま、〕区の層序と比較したばあい若干の土質の相違があってもほぽ変らないも

遍
-

,t 

． 

亀
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ので、 1区を除いた本遺跡の基準土層となる。これらの土層には、必ず千枚岩の細かく割れた礫が

混り、乾燥すると発掘作業に支障をきたすほど硬くしまる層となる。これは特に B層に多かった。

また遺構検出面までの堆積土は厚く大変な作業最であった。

2区の谷の湧水点は用地外北方約80mのところで調査区より約15m程高い所にあり、現在でも井

戸として使用されていた。そのため、調査中はいつも水が湧水していたし、堆積土は 3区に比べて

粘質を帯びていた。以下発掘調査の概要を時代別にのべる。

A、弥生時代の遺構は住居址を一軒検出したのみである (2号住居址）。遺物の発掘状態は S9溝

の下層の黒色粘土層 (E層）より、弥生時代中期の土器片が出上している（第14図）このことより当時

から、低く浅い谷が存在したと推察できる。また南畑の西方、建物8付近の下層より、太型蛤刃石

斧が出土している。遺物の出土量は少ないが2区全体に出土がみられる。

B、古墳時代の遺構としては、建物2棟と溝2本および土墟が検出できた。

建物 7は柱穴が3本ならび、柱穴内より土製支脚や、細かい刷毛目の土器片（第25図）がみられ、

古墳時代初頭頃のものと考えられる。

古墳時代後期の土器片は、六世紀前半の須恵器坪（第31図14)がD層より出土したり、六世紀後半

の須恵器片と寵形土器片が一ケ所にまとまって出土（図版 8-2)している。

5 6• 7溝付近のD層には、七世紀前半の土器と鉄滓が多くみられた。建物4、土壕14、S12溝

なども D層を除去して検出したもので、七世紀前半以前という時期が考えられる。建物3は奈良以

降のものであるが、建物4とほぼ同一場所に存在し、規模もそれに近いもので、同ー場所への建て

直しが数回あったものと推定できる。

C、2区においては確実に奈良時代を想定できる遺構はみられない。奈良末～平安期の遺物包含

層である C層を除去することによって検出される遺構がほとんどである。特に S9溝より東側の柱

穴群の柱間距離や配列などより建物2・3・5としたものは、柵列であるのか建物であるのかは速

断し難い。このことは検出しにくい土層であることと、斜面のため低い方の柱穴が削平されている

ことによるものだろう。

建物 1はS9溝などより新しいもので、炉2・3とならんで 2区では最も新しい時期に所属する

遺構である。

建物 5はD層上面で一部の柱穴を確認していたが農道のつけ替えのため調査があとにまわされた

ものである。建物5の東側の柱穴は削平を受けていたため一本しか検出できなかった。この柱穴よ

り東側は急に深くなる溝状の遺構である。南北方向に延長するものと推測されたが、 1区S20mの

東西トレンチ部分では削平されているため検出できなかった。

59溝は巾広く掘り上げたが、本来は巾約 lm程の溝が長期にわたり流路を変えたもので（第13

・14図）、平面では細別し難く断面で確認したのみである。
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2区南の畑（農道より南）では、遺構が少なかった。東端部は削平のため柱穴が4本みられただ

である。 S9溝の延長を遺構として検出できなかったが、延長線上(E9付近）から S11遺構にか

げては奈良末～平安期の遺物が非常に多かった。これらの遺物は C層から出士するもので、須恵

器が多く、土師器は少ない。また瓦や鉄滓もかなり多く出土した。

S 13溝は地山千枚岩岩盤を掘込んで作られていた。

井戸址

遺構は 2区B地点西半の谷のほぼ中央に検出した。掘方は径55cm深さ35cmを測りほぼ円形を呈

す。掘方内には径40cm、巾26cmを測る曲物を置き裏ゴメに10-15cm大の石と瓦片を使用している。

出士遺物は底部に墨害痕が認められる須恵器の坪が出土した。

以上 2区の発掘調査の概要を時代別にのべた。 2区ではさらに南側に遺物の散布が多くみられ、

北側でも若干の遺物の散布があり、用地外に遺構の広がる可能性がある。

第4節 3区（第 5・6・7図）

3区は STA 189+80の所にある農道を 2区との境とし、そこから西方約60mまでの範囲の畑地

である。面積が広いので20mグリソドを東}jより A-F地点まで分類した。 A・B地点では、ほ

とんど表土はぎをするだけで、千枚料岩盤の露出がみられ、それに遺構が検出されたのに対し、

C地点の北半部を除いた C・D・E・F地点では遺構検出面までの土層が厚く、遺物包含層も、

弥生時代、古墳時代、奈良～平安時代の各時期のものがあり、それぞれの時期の遺構を分層発掘

した。

3区の基準土府は、ほぼ 2区と同様であるため、 A-H層の記号をそのまま使用した。（第16・

17図）しかし 2区の堆積土と比較してみると、 2胚の方が粘土質を帯びている（註ー 1)

3区の発掘面積は1.967m'であるが、 2-3回目の分層発掘面積を加えれば、約3.200m'になる。

以下各地点ごとに調査概要をのべる。

; H 2 区の谷では、湧水.•.'!.が用地外北方約80mの所にあり、現在井戸として使用している。そのため、発掘調査中でも水

がにじみだしてきたのに対し、 3区の谷の湧水、点は用地の南に接している井戸の湧水点がある。このため、 2区に比べ

て3区に粘」：t'tの土壌の発達が少ない。

第5節 3区A地点（第 5・6図）

遺構検出面はすべて千枚岩の岩盤上で遺構も岩盤を掘込んでいる。遺構面は表土下10-20cm前

後で現われ遺構残存度もあまり良好でなく、包含層も確認できなかった。検出遺構は建物4棟、

土拡2、溝2である。

建物 9は桁行 2間X梁間 2間の南北棟である。柱穴は北端の 3本が良好で径40-60cm、深さ50

-60cmを測る。遺構が傾斜面にあるため南側では柱穴の残りも浅い。建物9の東側に位置する建

物10(柱列）、コ字状の溝 S15及び士砿17、18は一括した近世墓の遺構と考えられる。土砿内の出

土遺物は皆無で埋土も非常に新しいものであった。

• 

• 
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建物11、建物12は遺構の残りが悪く詳細は検討できない。 A地，r,',i,南端を東西に走る溝 S17及び

これと交培する溝S16は現代の畑の段の溝である c

第6節 3 区B 地点（第 5• 6図）

遺構検出面の北'j',はA地 ,,',i,と同様に千枚岩の岩盤を掘込んでいる。検出遺構は竪穴住居址 2、

掘V柱建物 l、礎イi建物 l、炉 2、溝 3、土拡 1である。

1号住居址は千枚岩の岩盤を掘込んでおり、床面まで最大70cmを測る。南半は削平により床面

も認められない。住居址の平面形は径 6m程度の円形に近いものとみられる。また住居址北側に

I/J0.6mの間隔を附き段状の掘込みが認められた r, t主穴1よ掘込み内に検吊した 5本と南側の削平部

分に想出される 1本を含めて計 6本の柱穴により構成されていたものとみられる。 1乃住居址の

北側に付/,,r:,する段状の掘込みは中国縦貫道路線内の津山市押入西遺跡の段状施設と同様のものと

どえられる この施設を伴う住居址は後述する 31号•住居址にも認められた。遺物は弥生時代後期

の特徴を1、ljcつu怜が出土した。

20号住居址は 1号住居址内の埋上を切込んんでつくっている。しかし 1乃住居址の発掘時には

20乃fU I Pr i:llli半の遺構上面に土層観察用の畔を残していたため20号住居址の検出がおくれた。そ

のために l乃住居址内の切込みが充分確認できなかった。出土遺物は 1号住居址内で一部混入し

て tヽ るがI:師料を伴っている。

1砂ff:居址の西側に接して 2間X2間の掘立柱建物14を検出した。建物14内には岩盤掘込みの

・/:、け穴を検出したが伴うか否か断定しがたい。

建物13は現存 3間Xl間を測る遺跡内唯一の礎石建物である。遺構面は岩盤を切込んで東西

6m、南北4mにわたり水平な面をつくっている。礎石は方形の平面を閑す1辺0.4m程度のものを

使用しており北側に 2個残存していた。礎石の掘方は不整形の浅いもので栗石の中で久米廃寺の

瓦を少l,t使/flしていた。

B地'・りの南'j',は東西に 2本の段、または溝状の遺構(S18・19)とL状に曲る溝(S20)及び炉7

径 3m程度の I:砿19を検出した。東西方向を走る溝は、 2区B地］，＇．［の溝 1・6と方向を加lじくし

ており関連した氾構と考えられる。

第7節 3区C地点

この地•.'.i, は浅い谷の西 r に位閥し、検出面は•北平で府盤を切込み、南‘ドでは 2-3 柑の堆積土

料を各層より切込み複雑な様中IIを望していた。また各遺構とも碩斜面に位閥しているため竪穴住

屈址、建物布の南,,,,は削平され完存する遵構はほとんど認められなかった。

検i'I',遺構は翌八1鼠1;址14、掘,・,:柱建物2、住居址又は段状の遺構4、溝 1、t:i:Jt4、土器棺 1、

り召i1、,r,i6符である，

建物10はtidi・2IIHX1北間 2間の南北棟である・，北端 3本の柱穴は隅丸方形を消し、一辺70-80
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cm、深さ 50-60cmを測り比較的大形の掘方である。北側に検出した溝(S25)は建物と共存するもの

と考えられる。土拡10は建物を切込んでおりやや新しいものである。

建物10の東側に東西15mにわたり、岩盤掘込みの段状遺構を検出した。この遺構に平行して径50

程度の柱穴が等間隔に配列されている。さらに段状遺構の南側には同一面に点々と炉(9-13)が認

められた。段状遺構、柱穴列及び炉はともに関連した遺構と考えられる。

竪穴住居址は弥生時代後期から古墳時代にわたるもので、この地点では多数検出した。遺構は斜

面卜に位置しているためほとんどが半分以下であった。平面形は方形又は隅丸方形を望すものが多

く、円形を呈すものは弥生時代後期の 3号、 33号住居址の 2軒であった。

方形を屋す 9号住居址は火災にあっており、炭化材やカヤ状の炭化物が床面に放射状に多鼠に出

土した。規模は一辺 Smを測り、 4本柱で構成されていたものと考えられる。 3、9サ住居址の間

には方形の住居址が童複して認められた。

26• 27号住居址は建物10を検出した面より下附で掘込みを確認した。 26砂住居址は27け住居址坤

上後に構築したと考えられるが、貼床は認められなかった。

27号住居址の南側に検出した炉17は長辺80cm、短辺60cm、深さ10cmを測る長）j形のりである。灯

は赤褐色を堪し非常に竪く焼けている。

段状遺構(S23)の北側及び南側には卜榊より岩盤掘込みの限を穴住居址と段状遺構及び竪穴住居址

の周溝と考えられる遺構を多数検出した。いずれも削平と童複により残存度は悲く平分以ドであっ

た。

土域 6は径1.5m、深さ I.Omを測りやや袋状を情している。この遺構は貯蔵用のヒ J 卜と考えられ

る。

土i広9は径1.1 m、深さ：如cmを測る浅い掘込みである。この・U広と棺複して下層より!I縁部を欠担

した：f: 僻柁がr'f'd:した。

27砂住居址に接して東側に約 5mにわたり弥牛式十点怜を多:ttに含む鮨石遺構 (S26)を検出した c

3 区の D 地•.'.しに検出したものと圃様で、船石には規間性は認められなかった。

第8節 3区D地点

検出遺構は掘立柱建物 1、・U広2、溝状遺構 2、竪穴住居址 1、船石遺構 l、士杓怜棺 1であるじ

建物15、土域IO• 11は詞検出面で、 C!i4(包含,;.nを切り込んでいる。規模は桁fi・3間X梁間 2

間の掘立柱建物である。柱穴掘）jは隅丸）j形を堪し..辺70-90cm、深さ25-fiOcmを測る。南端の東

西例は柱穴ではなく栗石状の集石が認められ、礎石を使用していたとも考えられる。

32号住居址 は調査後半のトレンチにより、建物15の遺構検出面下 (D層の切込み）より検出した。

規模は一辺6.5mを測る方形の竪穴住居址で、カマドを有している。壁下の掘込みぱ北側で最大50cm、

南半は削平され床面のみである。柱穴は北半に 3mの間隔を沢ぎ 2本検出したのみで南半では精査

． 
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したにもかかわらず確認できなかった。

カマドは住居址北辺のほぼ中央の壁に接して検出した。粘土の拡がりは長径 2m X短径 1mにわ

たり、住居址北壁の中にはカマドの埋道部を検出した。カマドは壁に近い場所では天井部も残存し、

ほぼ中央には支脚状の粘土の痕跡を確認した。 32号住居址の東側には 3区C地点と同様の士器を含

む集石 (S27)を検出した。規模は東西 5mX南北5.5mにわたっている。集石は部分的に密な所も認

められるが規削性はなく、石除去後にも掘込み穿は確認できなかった。

土器棺はD地点の南端で32号住居址と同様トレンチにより検出した。これは甕形士器 2個をもっ

てfI縁部を合わせて棺としている。長軸は東西を向き、ほぱ水ギに埋腐している。伴出遺物は皆無

であった。

D地、I訊下附はトレンチにより確認した32局住居址と合［」士器棺を調査したのみである。東半部の

トレンチでは焼上等の遺構が認められたが拡張できず放葉せざるをえなかった。

第9節 E•F 地点（第 5·6• 7図）

F地 1,',i,は面積が少なく、 E地が、と一連の調査を実施したので E・F地点は節を分けずに記述する。

遺構の関係が複雑なことから、時代別に概要をのべる。

A. 弥生時代の遺構は住居址 6棟と、土壊6を検出した。上層にはすべて古墳時代以降の包含層

が存在した。遺構検出にあたっては黒色土(E②層）を掘込んだものが多く検出は容易ではなかった。

住居址のプランはほとんど円形である。 23号住居址のプランは壁が直線状であるが、周溝状の溝

ぱ北東に行くとやや東へ曲がり、本来は円形プランであった可能性がある。

21号住居址Iよ中央部を電柱の穴によって、東南半を29号住居址とトレンチによって切られている。

柱は 4本と考えられるが、東北のものは浅く、岩盤が浅く凹んでいるだけである。西北のものは蛍

複してしヽるが、他の柱穴ではみられない。以Kの柱穴以外に 2本の柱穴がみられるが、西側のもの

は床面にある炉址を切断しているので、この住居址に伴なわないと考えられる。周溝は西半部で検

出できたか、東北l部では府熊のため存在せず、南半部では黒色土のため検出できなかった。本住

居址内南側に土濃21があり、これは袋状ピソトであった。この土壊は住居址の床面に浅い窪みがあ

り,-.がやや滉なることから検出されたものである。土城21からは弥生時代中期後半のt器片が出士

している 21 け住居址は埋土 1);1 からは弥牛時代後期中葉頃の器台• 高杯・壺（第18図12-15)など

が•括して出 I: してしヽ る。

4号住居址はトレンチ,¥),¥]ftによって発見されたもので、 28衿住居址によって切られている。七堀

25は、炭や灰が混った ・f:で埋っており、形態や位附などから 4サ住居址の中央ピットの可能性があ

る。柱は 6本と考えられる。

28号住居址は 南'I''''11い）削 l・ されているが6本の柱穴と、 I求面の中央からやや南よりに炉址を検

出した。北側の固溝に接する柱穴の I雅iから完形の士料（図版56-1、第18図11)を発掘した。士壊
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26は床面下に検出された浅い窪みで、本住居址より古いと考えられる。

31号住居址は炭化籾が多量に存在することがきっかけで検出したものである。（第19図）

南半部は削平のため不明な点が多いが、やや楕円形のプランを有する。 l・：柱穴は 8

本で、柱穴の断面（第 20図）観察によれば、柱は乖直ではなく外側にやや傾斜してい

る。中央やや南よりに中央ピットが存在し、 中央ピノトより東北と西南にある柱穴は、

棟上げ柱の可能性がある。さらに山側の高い方に段状施設を布する。段状施設の外にt堤状のもの

が無いか注意してみたが、検出できなかった。本住居址は火災により放棄された状態で、住居址坪

土には多祉の炭化籾が残存し、材木が炭化したものも多:itに認められた。この住居址は発掘の段l階

として最後になったため、充分な精介はできなかった。 fj:居址内埋士は米粒を洗いだすため 3m X 

2 m X60cmの板枠を作成ビニール張りにした中に人れ水を張って軟らかくし、水で洗い出しを促施

した。この結果約四俵'f':(18斗）の炭化米を得ることができたが、埋i:をそのまま角切りにして保{{-

したものや、糸Illかにくだけたもの、ある tヽ は洗い流されてしま＇）たものもあり、総 hしを推定すると

Ii. 俵を越すlitと考えられる。住居址埋I:内での炭化米の分布は壁に近い }jが多く中央部は少ない傾

向があり炭化材のドに特に巣中していた。そこで炭化籾は住居址内部に{{-在したことはまず動かし

がたい。また炭化米の見中している部分を観察すると籾粒でありその }j向が•定して並んでおり、

それが父培しているものもあるため（図版66-3·4)稲束の状態でf呆:;~ されていたことをうかがtヽ

知ることができる。 (,lt-1)段状施設より 1米面に放射状に出I:した炭化材は板状のもので乖木では

な＼ヽ。すへて段状施設の途中までしか検出されないこと 1よド端部が埋められていたと考えられる。

炭化材は詳系Illな検ふlはできなかったが、他にil:邸されたこととして、 A断面（第201-xl)の中央部の材

木断面のように太い柱の焼け }j は心の力は焼けないで,,~]りだげ焼けた結果·、輪状の炭化材として残

ったとし)える。また柱¥,,1・5はヽ',:ったまま焼け残っており、木IIを観察すると柱＼．ぃ51よ心材では

なく、 'NIJった木を柱にしてしヽるらしし＼。この柱も地 I:に戯出してしヽた部分だけが炭になっており、

柱穴内部に埋まっていた部分は炭化せずに1邸朽しきって炭化米が混った I:となっている。 1未面には

直径 4-8 cmぐらいの小さな穴がみられ断面（図版64)を観察すると深さ約15cm程で掘り方も見られ • 

＂ 

疇

ふ

． 

ず「杭」痕跡と考えられる。杭の配列状態は明確につかむことができなかったが住居址中央部には

なく壁に近い方に多いことがうかがえる。中央ピソト以外に、柱 6と柱7の中間の南側に炉址がみ

られた。中央部は赤く焼け、周辺部はやや雌くなっている。住居址内埋f:からは、弥生時代中期～

後期のi:料片や扁平片J.J石斧もみられたが、住居址床面の遺物は火災に逢い放兼されたもので牛活

に使用された—·括t1料として出土してしヽる。壺形t: 料が・、•.',i. と、高杯• 台付椀などが、中央ピット

周辺部から検出された。他には甕が 3.'.',i、まとまって、西壁よりに検出された。石甘怜は台石状のもの

-・.'.'i、と、石庖r3.t位、石斧 1、1ば、砥石 1、しれが検出された。

30号住居址は12号住居址 I・.に貼rtをしており（図版68-1)12乃住居址より新しい。貼床は断面に

▲
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記録しただけで削平した。柱穴は床面の残っているところに 2本みられる。南半部の柱穴は確認し

ていないが、配列は 4本柱となるであろう。中央ピットは石がつまっているもので、さらに南東部

に炉址もある。周溝は西側でもう一本だぶっており建て直しが考えられる。

12号住居址は柱穴 7本でまとめたがやや不整形である。東南側が削平されているので床面も残存

しておらず、検出ミスがあるかもしれない。中央ピットはやや東よりに存在し、床溝が、存在する。

西北側で埋められた周溝が存在し、この住居址は拡張されたことがうかがえる。

他に土址5がある。これは S30遺構の西北角に検出されたもので、土拡21と同じく袋状ピットで

ある。

E・F地点より出土する弥生式土器は中期後半より、後期にかけてのものである。

B、古墳時代の遺構は方形の住居址が7軒と土砿2が検出されている。

16号住居址は南半部は削平されており、柱穴の確認も十分でない。固溝に黄色粘士がやや多く、

土拡22が伴う可能性がある。炉14も伴う可能性があるが、東側周溝が明瞭でないため確定できない。

24号住居址は、 14・15号住居址より古い。 4本柱で、西南辺に竃を有する。竃は上部が削平され

ているが、高杯形土器（第31図 7)を支脚としてふせていた。竃は砂を混入した粘土で作られてお

り内面の壁がやや赤色に焼けていた。竃の西には甕の破片が一括出土した（図版53-2)。住居内床

面に須恵器杯蓋・身が存在したほか、粘土塊が4点あった。東北辺には．もう一本周溝があり、土

砿23も存在するが、本住居址との関係は明確ではない。土塩23からは、須恵器坪、砥石、焼桃種子

が出土している。

14号住居址は四本柱と考えられるが南側では検出しえなかった。竃が北辺にあるが、土琺1によ

って破壊されている。中央部に小さい炉址がある。

15号住居址は周溝と床面に炉址を検出しただけで詳細は不明である。

17号住居址は周溝が明確ではなく住居址ではないかも知れない。

25号住居址は舗口や、鉱滓がやや多く、西辺に炉址が検出されたが、竃はなく、もう一段高い

所に別の住居址のコーナーが検出された。炉15は東端部に中央が凹んだ非常によく焼けた炉があり、

発掘後に気がついたが鍛治炉の可能性がある。 25号住居址に伴う可能性もある。

22号住居址も住居址の一部がわずかに残っているだけで、 23号住居址にかかる所に炉址を残す。

13号住居址は一部検出しただけで、南半部は用地外である。埋土中に石が非常に多い。

C. 奈良～平安期の遺構では土砿 1が奈良期の土器を出土した他は、ほとんど平安期に属するも

のと考えられる。特に建物18と、 S30遺構は、灰釉陶器と共に甕が出土し、平安時代前半期の資料

として典味深いが、今回整理しえなかった。

S 30、建物18はS31遺構を伴うもので、山側を大きく整地し細い溝を設け、その整地面に建物を

建てたと考えられる。
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本地区における柱穴はほとんど奈良一平安期に属するものと考えられるが、斜面のためかあまり

うまくまとまらない。まとまったのは 8ケ所であるが、それも深さ、直径、距離など不統一のもの

もある。 3区 E. r, 地，•.'.i. では奈良一平安期の I濯：｝は C層から多駐に出士している。

,1H I じ）,柑 Jil内部に稲束を f呆悴する理由を考えてみる必要がある。—•般に弥牛時代には高 Iぷの介w が存 fl' し、これに米を保り~:

したと考えられてしヽる C また 1打祓六~から炭化米が多 1,t に出士したこともあるが、住糾址内の例で、これほど多 1,t1 こ ,'I', I: し

た例は知らない。可能性として以ドの．．例をあげて脱く。①乾燥のためft居±11:内にすいち込んだ'Ji種籾として保1倍するた

め。いずれにせよ稲束の置かれた位閥を考えると、壁に近く集中していることから、 i府frlijに棚を設けるか、さしわたしの

棒か紐状のものが必要である。東南アジアの民俗例で、住居内の壁卜．に棚を設け種籾を保wする例を1111いたことがあり、 1

松本清張、 i(I—:i皮夫、大林太良氏の「北ベトナム古代文化の旅」、朝 II 新聞0聞1148 年 121 I、この時の様（かテレピて放映さ

れた（昭和48年12月1m、NHKニュース特集 rベトナム古代文化の視察1こついて；） I HI・. のことより2の咀itl'Iかり狙い

と息うが他の類例を待ちたい。

.• 
碁

第10節 4区

4区は領家遺跡の主要地域の西方 mに位漑する。この区は領家遺跡の発掘中に地）じの人より跨

線内に古墳とみられる高まりが3ケ所認められるとの情報を得ていたが、;-;([家迎跡温jti中には発掘

調査は行わなかった。

トレンチによる確認調査は官尾遺跡担当調査員が次年度の 6 月 18~2211 までh った 位沢ぱ尼根

をやや下った斜面上に 3ケ所認められ、それぞれトレンチにより確認を行った 結果ぱいづれも盛 ヽ

土と考えられるものは非常に新しく、遺物も皆無で 3甚とも古墳とぱ認められなか')た

•-

｀
 奮
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第 3章 出土遺物の概要

第 1節はじめに

領家遺跡からは，先土器時代，弥生時代，古瑣時代，奈良～‘ド安時代，と各時期にわたる遺物が

多種多様に出土している。その砥は東各理箱に250箱をこえ， n+広げて格理したり，復元作業をする

と 300箱を越す量となる。中国縦n 自動車道関係の遺跡では，久米廃寺はサI] にして，美作国府• 平遺

跡とならんで遺物の多い遺跡である。遺物のピックアップや復元作業は完全には行なえなかった。

今[u]は，その中でも す舌資料を中心として東各理した土器と，位含屑出土の各種遺物について簡単

にふれておく。

｀
 

疇一

第 2節土器・土製品

(1) 弥生式土器（第18・21・23・24図）

〈中期〉 断片的な資料が多く，ピック・アップも十分ではないため，若干の資料をぷしたにす

ぎない。壺形上器（第18図 1) は頭部に浅い凹線をもつもので，口緑部は大きく外反し，上面に凹

線文と半裁竹管による斜格子文をもち，口悴部外面に 2条の凹線と刻み目を施したものである。頸

部上端部では非常に細かい届lj毛目が特徴的である。第23図の土器は，土器片がかたまって出士する

ことによって気がついたもので土器棺と名えられる。 ，上坑の掘り方は不明確である。土器の上には数片の

石が濯かれていた。胴部以下が残存，頸部以上は欠失しており，最大径68om,口径20血，現存裔76

畑で特大の土器である。全体に淡黄褐色で 3ケ所に黒斑がある。胎士は硬質で 0.5"""前後の白色砂

粒を含み，赤褐色砂粒も混る。胴部外面上半は横位，下半部は斜位のヘラ磨きで，内面上半は，や

や細い刷毛目，下半部は荒い刷毛目が施されている。

翡杯形十器（第18図 2・3) は，椀形の杯部の破片で，口縁端部はやや外方に拡張するもので，

口縁外面上端部が凹み，巾の広い凹線文状をなすものもある。

以上の土器は，中期後半でも古い打に属すると名えられるもので，「押入西遺跡」出士土器と比較
（註 1)

してみると，壺形土器の頸部凹線文のIllや，麻杯形土器の形態から先行するものと考えられる。

〈後期〉 前薬の資料として31号住居址出土土器（第21図）をあげることができる。美作では，

今までにこの時期の莉料はまとまって発見されていない。第18図 9の高杯形土器も前葉のものであ

る。

中葉の'et料は多い。（以下第18図参照） 23号住居址出土 (4• 5)のものや， 21号住居址上層一括

贅料 (12-15),土坑 6出土土器（第24図）などがまとまっているが，ここに掲げた土器はほとんど

同時期のものと考えられる。壺形士器で長頸壺は非常に少ない。士坑 6-1はやや短かめの長頸壺

で，士坑 6-2も長頸壺のたぐいであろう。第18図4のような短頸壺に代表される。口縁端部は上
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下に拡張し，浅い凹線文が四条施されている。内面ヘラ削りは頭部まで達している。甕は（第18図

6) 口緑部が上下にやや拡張し，浅い凹線となっている。壺lf;:i_:_器には s'j・:状スタンプ文(8)や，は

りつけ文(12)がある。スタンプ文は. ...:::. 宮大成遺跡 2区出七のものと付内似するので検討したところ．
I,;~z) 

同範ではなかった。麻杯形土器には(10)のように口縁部が外）jにはり出した特別なものと．口緑部が

ゆる＜外反し二．弔口縁になっているものとの 2種類が存在する。器台形上器は装飾のない小形のも

の (13)がみられる。山陰の九頂式t器の影＂和を受けたと名えられる上器が 2 、•.'!: ある。（第18図17, 第24

図 4) 後葉の土器は少ない。

(,;j: 1) 「押入西遺跡J 『岡山県雌1磁文化財発掘，潤令報告 3』岡山県教ii委H会 1973年。

(;-J: 2) 「:':'.・:k,成i践跡」『岡山県雌蔵文化財発掘調代報告 6』岡山県教if委員会 1973年 Pl28。

(2) 31号住居址出土遺物（第21図）

埋土からは弥牛時代中期～後期の上器片も出土しているが，未整理のため今回の報告では省いた。

床面から出七した -L器 6点は一括出土遺物として今後の指標となるもので重要と思われる。

壼 (1)

頸部の短い壺が一.•.'.(だけ出土している。頸部から口縁部にかけてはやや厚手で小さく外反する。

口縁端部は肥厚し傾斜している。外面には 3条の凹線文を施す。頸部は巾の広く浅い刷毛目が斜

めに，上半部は横位の箆磨き．下半部は縦位の刷毛目で器面調整されている。これらは上から下

へ順を追って作業している。胴部最大径は胴部上位すのところにある。底部は平底である。頸部

上位から頸部内面にかけては横ナデで，胴部内面の上部には刷毛目が残されているが，上半部は

横位の，下半部は縦位に箆削りされている。胴部はかなり薄手である。

甕 (2・3・4)

大中小の 3点ある。口縁部はゆる＜外反し，屈曲部内面は丸味を帯ぴているのが特徴である。

口縁端部は肥厚し，外面には 2条の凹線文を施している (2・3)。小型甕の場合は傾斜した口唇

部だけで無文である。胴部外面は刷毛目で整形されている。 (2)は頸に近い所は巾の広く浅い刷毛

目，その下がやや細い刷毛目で底部に近い方は条lj離のため詳細にはわからないがヘラ磨きの可能

性がある。頸部から内面上部までは横ナデで，胴部内面最上部に指頭圧痕があり，そこから下は

縦位の箆削りである。 (3)の胴部は縦位の刷毛目で調整されており，胴部上位から内面上部までは

横ナデで内面上部には指頭冗痕と，一部箆削りが残っている。内面は全体にわたり箆削りののち

にうすく刷も目調東各されており，箆削りは目立たない。 (4)は頸部に浅い線がみえるが，口縁は横

ナデで，胴部外面はほぼ,p:滑になっているが器面調整は不明，内面箆削りは屈曲部まで達してい

る。底部は (2・3・4) とも平底である。胴部最大径は壺形士器と同じく，胴部上位令程度の

ところに存在する。

尋

詈

｀
 

•-

4 

會

-270-



領 家 遺 跡

奮

台付鉢 (5)

やや厚手で口緑部がわずかに内側にかたむ〈が，垂直に立ち卜／っている。巾 2畑ぐらいで外Ifli

には浅い沈線が 4条ほどあり，口袢部上面とともに細かい刷毛目で調慾されている。外面はナデ

調整だが内面は箆崩きされている。台部は低く外反している。

高杯 (6)

長脚で浅い士不部をもっている。杯口緑部は外方に拡大し f-.1(ijに4条の浅い凹線文が施されてい

る。杯部内面は上からみてン］ン］状で-ji_角形になるよう箆序きされており．上部は横位箆磨きである。

外面上部は横ナテ＼下部は羽状六角形になるよう箆lfliきされている。杯部と脚部は一つつきに作

られており，杯部中央のfL は円盤で')倍いでいる。 l 『翡接介部分は他い 1~1J Lriが施されている。脚

部外面には縦ナデののち 6条を単位とした櫛描文が施されている。 I・. から横位のものが 6は．裾

部には縦位に10ケP斤，そして1月孔は縦位の櫛描文の間に10ケ浙，描位の櫛描文の蚊ード段には裾部

10 ケ所の櫛描文の直上に•つおきに ;Iii] り付けて 5 ケ所穿'.-fL されている。脚裾部には 1 条の凹線文

が施されてやや肥厚している。未端部は斜めになり 4条の凹線文が施されている。脚部仏liniは横

位箆削りで上部には箆削りのため縦に段がついている。これは紋り Hの部分をf'jl)ったためかも知

れなし‘。

31号住居址出土土器

重
番号 裔 さ 最大径 備 身

1 36. 7 om 28. 7 om 完形接合

2 24. 6-26. 5 20 完形接合，石膏復元

3 19. 7 15. 5 完形接合，石膏復元

4 11. 7 10. 2 完形接合．石膏復元

5 14. 3 8. 5 完形一部接合

6 20. 5 23. 2 完形接合

その他の出土遺物として，石包T,石斧，砥石，台石，炭化米など
がある。

土
t

(3) 土拡 6出土土器（第24図）

1は長頸壺で，外反した口緑端部に退化凹線をとどめる。頸部には縦方向の刷毛目の上からヘラ

でラセン状に沈線を施している。胎士にやや砂粒を含み褐色を呈す。

2も長頸壺のたぐいであろうが，頸部には縦方,,りの刷毛目が認められる。厚い口緑端部には退化

した凹線がある。胎土には多くの砂粒を含む。

3は高j:不で内外面とも丁寧なヘラ磨きが施されている。

4は裔j:不か器台になりそうである。外面はヘラ磨きがなされ，その上に丹が塗られている。この

土器は山陰的な様相をもつものである。

これらの士器は，弥生時代後期でも比較的古い時期のものであろう。
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(4) 土師器（第25・27・28・29・ ふ1・32図）

古墳時代初唄から奈良～平安時代まで，断続的であるが各時期のものが出上している。完形品は

少なく破片となっており復Jじ格理作業が済んでいないものがほとんどである。

〈古墳時代〉 建物 7の柱穴出土士器は，一応古憤時代に入れたが，弥生時代終末期との接点が

明確ではない。 3 区 D 地、•.'!: の合口上器棺は，岡山県南部のものと比較すれば，王泊仕屑出土の土師
(,ii'1) 

器に類似して• いる。また27号住居址出土土器は玉泊 4層出土土師器と類似しており，おおまかに年

代を追える。炉穴 6出士士器（第31図 5) も須恵器を伴う直前のものであろうか。 6批紀代の士師

器で須恵器と共伴するものがみうけられるが図ホでぎるものは少ない。 9号住居址のものが最も古

く，続いて24号住居址出土商杯 2点（第31図 6・7)や甕（図ホできず）があるが，詳細は今後の

検討を待ちたい。

＜奈良～平安時代〉丹冷り皿が 3点（第32図11・12・13)図示できた。 11は土地 lから奈良時代後

半の須息器などと共に出士したもので， LJ縁部にくせがあり，他の 2点はやや後出のものと考えら

れる。

黒色土器について若干ふれておく。美作地方において現在までの報告例は皆無である。本遺跡に

おいて 1/.i, だけであるが確認でぎた。第32図 9である。淡々赤偲色の土師器内面を，ていねいに箆

で）井きあげ漆黒色に仕上げたもので，口H部外而もせまく漆黒色になっている。他に須恵器・ 十．師

器の杯，あるいはt「明JIilの[J抒部が黒色になったものもあるが，これは用ね焼きの時露出していた

口縁部だけが黒色になり「緑黒」と呼ばれるもので，黒色土器ではない。いずれにしても量的には

少なし '0

(,;!: 1 I r「!l';,'ill「岡LIJ県笠:l,1,j仙：・:;島直跨淵介報告J. 11/l相31り．

囀

＊
 

｀
 

曹

(5) 須恵器

〈古墳時代〉（第30・31図）

最も古しヽ須忠器としては，杯身（第311、'J.]14)が単独出十．している。次に 9・24・25・26・32号住

居址出土のものが， 6世紀中菜～後半のものである。ほとんど杯身しか図ぷしなかったが，他にj(/j 墓

杯・甕・臆なども出土している。 7冊紀前半の須忠器も出土している。

〈奈良～、ド安時代〉（第32図）
4
 本遺跡では特に臼含府中より多間に出十．している。器種は杯・ 1lll・灯明Jill• 高杯・壺・甕などが

存在する。 ＾括資料としては， S~-10逍構と上桃 1 -3 ,'廿土のものが土師器と共伴し，糾年に欠かせ

ぬ資料である。

杯類の一部で図化することので苓たものについて述べる。

杯船 (1-4) は，擬宝珠形のつぶれて平坦に近いつまみのつくものが多く，つまみは接合し

てあるためはずれたものもある。油上Infには箆おこしのあとが残っているもの (2・3) もあり，

-272-



領家遺跡

會

そのあとを横ナデしている。口縁部までは斜めに下り，やや凹んでいる。口唇部は垂直方向から

やや内傾気味に屈曲している。内面は横ナデによる凹凸がある。小形の蓋(1)は，蓋上面と傾斜面

の境がやや角張っている。 (3)がやや軟質で灰色であるほかは青灰色軟質である。

杯身は裔台の付くものと付かないものがあり，前者を A類 (5・6・7・10),後者を B類 (14

・16・20) とする。 A類のうち 5・6・7は箆おこしのあと高台をつけて横ナデしている。 5は

高台がしっかりし体部のたちあがりが高い。これらの杯は青灰色硬質であるのに対し， (10)は灰白色

軟質で口唇部内外面が黒ずんで，縁黒となっており，高台もやや丸味をおぴている。

B類にもほとんど箆おこしの痕跡がある。体部は斜めに立ちあがり，全体に横ナデである。 (20)

は底部外面に墨書が存在する。第 1字目は「中」という字であるが，以下判読できない。 (16)は(10)

と同じく，内外面とも横ナデの凹凸が目立ち縁黒であり，胎士も灰白色でやや軟質である。

皿 (8) は高台のやや高いもので，内外面ともていねいに箆磨きし，光沢をもつものである。

胎土は砂粒を含まず，水簸された良質の精製枯土だけを使用したもので淡灰青色硬質である。

灯明皿は，本遺跡より 2点 (18・19) 出土しただけであり，いずれも前記の須恵器とは共伴せ

ず，後出のものと考えられる。 2点とも淡青灰色で硬質の胎土，縁黒である。 (I別の半底部糸切は

周まわして止めており，同心円状のすじが中央で 2分され，左右でやや高さが異なる。 (19)は貝殻

状の糸切である。

本遺跡出土土器の中には，この灯明皿以外には糸切底のものはみられない。

(6) 木の葉文様のある須恵器（第32図17)

須恵器短頸壺の肩の部分に木の葉文様のヘラ描きがある。 2点あって15mも離れて出士している

が同一個体である。口縁径約12omで垂直に1.1cm程立ち上り，口唇部は外側に肥厚している。肩の方

へゆるやかに下り段がつく。段の下側に巾 1om程の細長い木の葉文が 3枚ある。青灰色硬質の須恵

器で，白色と黒色の砂粒が混る。表面は自然釉の風化したものが付着している。出土場所 ① 3区

E地点， W7Nl, C層 ② 3区D地点， W3S2, C層， 720221。

(7) 建物 7,柱穴出土土器（第25図）

3本の柱穴がならぶが，西から 1・2・3と番号をつけた。遺構上面はすでに削平されており，

北側の調査ができなかったため遺構の性格については不明な点が多い。土器 lは直径37omのもので

• 
下端部はまがりかけているので，あまり長胴化するものではない。口唇部にやや〈せをもっており，

内外面とも非常に細かい刷毛目調整されている。上器 2は土製支脚で，上部にある 3本の突出部の

言
9

1本が欠け，台部下半が欠失している。手ずくねで指圧痕が残っている。現存高13.2cm, 円筒部直

径7.2cmで空胴ではなくつまっている。突出部は 2個が同じほうを向き，もう 1つは反対方向を向い

ており，直径 3-5 om, 長さ約 5omの粘士を円筒部にとりつけたものである。
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(8) 3区D地点，合口土器棺（第26・27図）

調査終了期限のせまった頃， D地点の下層にトレンチによる遺構検出を実施した際発見したもの

である。掘り方はあまりはっきりしないが，土器は横に躍かれ，口を合せた状態で出土した。細片

となった土器は復元できた。上器 lは 2屯口縁， 2は口縁が外反し口唇部をおさえてあるもので，

両者ともに球形の胴部を有する。略形は両者共はぽ同じで口縁から頸部にかけては横ナデ，胴部外

面上半部は刷毛目，下半部は平滑で，これは目立たない刷毛目仕上げのようである。胴部内面は外

面と呼応して，上半部は横位のヘラ削り。下部は指頭圧痕が目 tr.ち，器壁は 2-3 mm程の薄いとこ

ろもある。

(9) 9号住居址出土土器（第28・30図）

9号住居址からは土師器と須恵器か出土したが，量的には須忠器の方がやや多い。

土師器は図示できるものは少なく，甕 2個のみである。第28図 1・2は口緑が「＜」のホ状に外

反したもので，最大径は桐部上半にある。口緑は内外面とも横ナデをし，胴内面はヘラ削り，外面

は刷毛状工具による格形がなされている。

須恵器の杯（第30図 1- 6) は， LJ緑端部にくせをもつものが多く，,,、]外面とも T寧に作られて

いる。天井部，底部のヘラ削りは 3・4・5・6がlr.方向へ，その他は不明である。

これらの七器は住居が焼央した時に使用されていたもので，咽式的には多少新inがあるようだが，

ー→括のものである。時期は 6世紀も後半までは下らないだろう。

(10) 26号住居址出土土器（第28・30図）

26号住居址内には士師器と須忠器か認められたか， j:Xjぷでぎたのは十:r.rti器の椀（第28図 3) 1個

体と，須．也器の杯（第30図 7-12) 6個体であった。

＋帥器の椀は床面上より出i・.したもので，半球状を呈す。

須忠器の杯は大形化し，盈は端部に凹みがついている。ヘラ削りの方向は 7・9・12が左， 8. 

10・11が布である。いずれも 1人1lffiは横ナデされているが， 12は中心にlri]心円のタタキ目が残ってい

る。

これらの土器は住肘址の埋土や床面卜のものもあるが，だいたい 9号住居址の須忠器より後出の

ものではなかろうか。

(11) 27号住居址出土土器（第28・29図）

27号住居址の上器はすべて上帥器で，甕• 壺・小形丸底壺• 裔杯・椀などの器形が認められる。

我（第29図 1・2・7) は外反する口縁にほぽ球形の胴部をもち，口縁部内外而は横ナデ，胴部

内面はヘラ削り，外面は刷毛で整形される。胎上には砂を多く含み，赤褐色・褐色を呈す。

壺（第29図 3・4) は2重口縁をなすもので，いずれも屑がはっている。肩内面には指頭r-f痕が

みられ，指で押えつけ¥滑化した後ヘラ削りがなされている。小形丸底壺（第29図 5・6・8)の

• 

．
 

•• 

鸞

ふ
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うち 6は口縁部に 1ケ所孔をあけ，外面は刷毛衷各形後ヘラ磨きがなされている。口縁内面にもT寧

なヘラ磨きが施されている。胎十．も精選された枯上を用い，昭ちである。

高杯（第28図 8-11) は杯部に段のつくものと，つかないものがある。 (11)は脚柱がややふくらみ

をもつ。

さて， これらの土師器はどのへんの時期に位罹するものであろうか。美作においては比較する資

料にめぐまれていないため，短絡的ではあるが岡山県南部のものと比較すれば，王泊四層出土の土
ciu l 

師器に類似し，また走出遺跡出土の上師器とも似ている。走出遺跡の土師器は干．泊四・三層に併行
(;! 2) 

するもので，須恵器を若-f伴っている。王泊においては四層では須恵器は伴なわず，三層において

伴っている。また備中北部であるが，谷尻遺跡において古式須恵器が玉泊四・ニ層類似の上器と伴
（註 3)

出している。したがってその頃に•般の集落で須恵器が使用されだしたのであろう。 27号住居址は

いまだ須忍器を使用していない（先進地では使用している）須恵器使用開始直前ぐらいの時期では

なかろうか。

(~t 1 \坪井消ll 『岡山県笠岡I』i,•,':j,Iふ遺跡調仕報告J (昭和31年）

(,;t 2)間収忠彦「岡山県笠[;1,j,いt出の祭礼迅跡」rfr敷名占館研究巣報J 第 2サ (1966il'-)

(,1: 3) 1-.1;}郡北房町谷尻に所在する。中国縦貫自動車道路線内を現在調代中である。

會

會

(12) 32号住居址出土土器

32号住居址は北限にカマドを有するもので，士師器と須恵器が出土しているが，土師器は甕など

炊炊するものが中心をなしている。

土帥器の甕（第28図 4-7) は，口縁がくの字状に外反しただけのものであるが， (6)は端部が内

側にやや丸味をもつ。日緑部内外面は横ナデを施し，胴外面は刷毛目を残し，内面はヘラ削りであ

る。胎土は砂粒を多く含み，器表．はザラザラしている。 (5)は外面にススが付楕している。

須恵器はjイヽ（第30図13-18),高杯（第30図19),短頸壺（第30図20)が出土している。 tlO)は胴下

半をクシ状工具で横ナデしている。

これらの土器は， 26号住居址の須忠器などよりも後出的であり， 6世紀の後半に位置しないだろ

うか。

•• 

(13) 土器片紡錘車（第37図17)

l、,.'.(だけである。土器片を直径6.lornの円形に加工し，中央に約 5mmの孔を穿ったものである。紡

錘車のWさは 4-6m,mで彎曲しており．表向は赤褐色～暗褐色で細かい刷毛目，内面は指によるナ

デで，弥生時代中期の甕の破片と推察される。出上は 3区C地点， W4N2, E層， 720330。

(14) 土錘（図版70-1) 

管状十．錘か98点出七している。 A層 5、点， A・B層 6.'.'.f., B層19点， C層67点， D層 1点である。

このうち A屑B府は，畑造成のため下層を掘り起したり流れたりした土が混じることを考えると，
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主体は C層であろう。 C層は奈良末～ギ安期の遺物が出土しているので，竹状土錘の所属時期を決

められるであろう。

管状士錘は完形に近いもので，大きさをみてみると最小のものが2.8 9, 最大のものが11.9 9, 

長さは2.95om-5. 4血，巾0.9om -1. 8omである。これをみると iくさの比率が1.8倍，叶jが約2倍， if（さ

は約 4倍と屯塁が 2乗で大答くなっている。十．錘の統計表を作成してみると [ri]一軍堪の数字の分布

が垂直方1,リに広がり，水＇ド方向に狭い傾向がみられる。焼け具合により若干の出入りがあるが， 111

が増すことによってifi:;;が増えていることがわかる。

3 - 4 9のものに中央部にふくらみをもたないものがやや多いほかは，中央部がふくらんで柚j端

部が細くなっているものが多し‘。漸進的に大ぎくなっており，明確なグル・ープ分けは困雅であるが

A -4・5・6 9, B -7・8 9, C -9 -12 9に大別できるようである。

土錘重量分布表 I(数字は重量を四捨五入したもの）

欠失したものは補足したものである

11 

5cm 9 11 

10 

4cm 

嶋 ~ ？ ● l 

｀ 
6 ） 

5、4 s 
: 1 & 

~ I I I S 9 

3 ヽ

｀ 
， 

3 、
3ヽ 5 6 

ヽ`  ~ 
l 

3cm 

長さ

n
 

管状土錘の-ILの部分を淵lれたものによって観寮

すると，禾本科植物の茎の外間の線状のものが

みられ，なかには節を有するものもある。また

黒色の炭化物の付杓したものがみられる。これ

らのことにより．稲あるいは茫などの禾本科植

物の苓に枯上をまぎつけ．ギ坦なものの Lでこ

ろがし形を＂洛えて焼苔 lこげたものであろう。中

心孔の穴の直径は約2.5mm-5. 5玉まであり，0.3 

-0. 4mmのものが多し‘。直径か太し、ほどイLの直径

もやや大ぎしヽ傾柏lがみられる C

直径 1cm 

灰色硬質に焼けて自然釉のかかった須恵買の

ものが 1,'ばある。赤褐色に焼けたものは全体の

＇ 2cm , 1 
約丁で他は黒色～灰色のものが多い。 )r(恵器の

牛焼のものもあると息われる。砂粒が北じったものもあり，~!'(恵器の胎上と詞じである。

(1$ 瓦

領家遺跡から出十．する瓦はすべて「久米l発か」より発見されたl、Lの一部である。特に 2区の包含

府より多塁に出十．したほか．各地.'丸に散布してし、た C 軒丸北は久米！発年 3類としたものだけで他の

種類は検出されず．軒平瓦は 2類とした,fi:弧文以外に. 4類とした均正唐t,,:文が 1.,,'_,: だけt廿Lして

いる。‘ド瓦・丸瓦は分類していないが．ほぼ各種揃っていると思われる C 合負家逍跡から出十する瓦

の量は．屋根を托くほどの覺は出土しておらず，他の目的により持ってこられたものだろう。中に

は．つめ石のかわりに使っているものがある。

亀

• 

．
 

會

鼻

＊
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書

喩
＿

(16) 陶硯（第37図13)

円面硯1点だけである。転用硯については現在のところ確認していない。上部の皿の部分だけで

脚の下半部は欠失している。直径10.4cm, 現在高約2.7cmである。陸部の直径は 7omで中央は約 4叩

凹み，磨減がはげしく滑らかである。陸部の周囲には断面三角形で 1叩；程の高みがめぐる。海は U

字形で巾 l血．陸部よりの深さ 5.5,..,,, を測る。縁は陸部より 2.5,..,,, 高くなっている。外縁の所にヘラに

よる鋸歯文がめぐっており．脚部とは断面三角形の凸帯で区画されている。脚部は 4本を 1組とし

た縦位のヘラ描きがあり，透しを模したものと思われる。須恵器であり硬質．胎土は青灰色で白色

砂粒の小さいものが目立つ。出士は 3区D地点， W4S3, C陪， 720220。

(1り緑釉陶器（図版70-2) 

本遺跡出土のものはすべて須恵質である。黄褐色や，灰白色のものの一部にはやや軟質のものも

あるが，士師質とはいえない。ピックアップした破片は14片であるが，接合や同一個体として識別

できるため11個体分である。全体に緑釉の色は薄緑色のものが多く，濃いものは 2片 (1・5) だ

けである。釉は底部まで全面にかけてある。(3・8・11)の破片は薄緑色の表面のところどころに

淡黄色の斑点がみえる。斑点の直径は約3血-2cmまでで，その中心にはナイフの先でつついたよう

な点がある。二彩を意識したものか，偶然になったものか判断しかねる。

器形はすべて小形の 1111か椀の類と思われる。高台の形には蛇ノ目高台のもの(9)のほかに，蛇 I目

の退化したような形のもの (2・6・10・12)がある。 また糸切底(7)と付高台状のもの(13)を合せて

4種類に分けられる。

緑釉陶器破片一覧

＾ 

番号 器形 胎 土 釉色 I その他，大きさ，高台 出 土

1 皿
須恵質

緑 耳・直径12-13畑になる
2区, Ell, S 5 

灰 色 灰茶褐色土層
＇ -+-

2 
＇須恵 n

薄緑色 蛇ノ目状閥台，台径6,3⑳皿か碗
2区， E9, S 1 

一部黄褐色 溝（平安期り

3 碗
須恵質

淡黄緑色 3・11と接含8・6同一個体
3区E,W7N3 

灰白色 A層

4 
須恵質

薄緑 色 皿か碗
I灰色

5 皿？
須恵買

薄緑色 糸切底？
2区， E7, N 3 

灰白色やや軟 溝付近

6 
須恵質

青緑色
巾のせまい蛇ノ目高台 3区E,W9N3

灰色 台径6om皿か碗 S30遺構埋土内

7 
須恵買

薄緑色 糸切底．台径3.8血
2区， E9, S 2 

灰白色 C層，灰茶褐色層
、一

8 碗
須恵質

淡黄緑色 3・11と同一個体
3区E,W8N3 

灰白色 S30遺構埋土内
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8 須恵質
薄緑色 8は2片ある。口径14om?

灰色

， 碗？ I須 恵:'lt
薄緑色 應もノ目暉台，台径7.7om 碗？

3 rrc. w 2 N 1 
灰色 8 C層

10 皿
須恵質

湘緑色
蛇ノ 11状仇if,.10,12と接合。 11ff.15=, 3[,ZE, W7Nl 

黄灰色 f,/f._6 3om,, 訂さ2.7cm C層

11 碗 須恵質 淡黄緑色 3・11と接合 8と!ul一個体 Ll径14]-6c,,,. 
3区E,W8N3

灰白色 S30迅U溝!'ll!・.」J

12 IT!l 
須恵、 't't

薄緑色 10・12と接合
3区D,W3S3

黄灰色 C /ij 

13 皿？
m 見ぶ 'l't 

浙緑色 台径 6om 
3区 D,W 3 S 2 

灰色 C!l-i 

(18) 灰釉陶器

2個体分の存在がみられる。 S30逍構より出土したものと，建物18(Tl8) より出tしたもので，

器形はnnである。細）「となっており木格理のため図ぶしなかった。

(19) 陶磁器（閃版71)

破片が12.'.'.1:/1-¥ j: しており. 2区に艇中している。しかも 2区の中央を南北に流れる溝 (S9) に

躾中しているのが注Hされる。 (1・3・7) については青白磁ではなく近世陶器の可能性もある。

特に(3)は， Al汁すなわち表：I: から出tしている。他のものについては'tf磁と衿えられる。その中で

も奈良末～、ド安期の上器の他含屑より出土した(2)が屑位的に古い。他は溝 (S9) でも J-.lr'iより発

見されたもので，溝中の他の I:器片の格理に手をつけていない現在，共伴関係は明らかでない。

i:情台のつしヽたものは 4,1,¥みられるが．なかでも (12)はrjJがせまく， 1・,':jし'1:':j台を有するもので注目さ

れる。この破片と j,i] . 個体と息われる (6・9) と共に内rlliに猫描状の櫛描文がみられる。 (2)には

櫛をダIJ,,,¥状につけたもので， 1iii者のものと共に，珠光w磁の系統のものとどえられる。

胎 I:は(7)がやや白色なのに比べて．他は灰r'l色で硬'l'tである。

陶磁器破片一覧表

番号 器 形 翡 台 釉 備 名・ 出 土

1 碗か 1111 
111 7,. 叫 l心jさ 7畑 ,'i緑色， 1庚＼化して 2 [><: E 11, S 2 
ク〉i'ilJ')Iiiし似i台 I'! くなって＼ヽ る。 茶褐色オ・:tr!

2 I llll I J/1-: 11cm 
ヘラi'jljtJ部分があ 湘緑灰色．ガラス

櫛描き
2区E12, S~ 

るが位j台部無し 質．ヒピ',りlil C屑

3 nil rli冷11.4om 箆i'jljリ 1'1 色 新？
2[,<:El2, S4 

Alf4 

4 碗口径l8om な し 淡行白色

)r-1 ・個体

2 [x. E 9 . N 4 
溝

5 碗口径l8om な し
・I Iガラス＇『［ 2 [,(E 9 . N 4 
ヒピ,'illIL 溝

~ 

ヽ
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6 碗口径19cm 淡青白色
櫛描き文様 2区E9, N 4 

6. 9 12は同一個体 溝

7 碗 な し
淡黄白色

箆削り文様
2 [£E 9, N 3 

ヒビ割れ 溝

8 碗
巾7... , 高さ9,.,.の削 2 [,Z E 9, N 3 

咄し高台，直径7.]cm 淡青白色 溝

， 碗 淡青白色 ' 梢描文様 2区E9. N 2 

6 9. 12は同一個体 A屑

10 不
削巾 4..,., 高閥さ 5 .... (7) 2 [,{ E 9 , S 1 

明 りHIし台 淡青白色
有径445cm 溝

11 碗 な し 淡緑色 外面たてのヘラ
2 [,{ E 9疇 S2 

茶褐色L屑

12 碗
rjJのせまくて絲い削 櫛描文様 2 [~~E 8, N 3 
り/flし，対台 ifJ2-7mm 淡青白色
直径6.40m 高さ 15mm 6. 9. 12は同一個体 溝

．
 •>

ヽ

第 3 節石器•石製品

(1) 打製石斧（第34図 1・2)

1は丸竪片刃石斧状のものである。表面はかなり風化してザラザラで薄緑色がかった灰褐色であ

る。材質は火成岩系統のものと思われる。石の目が横にとおったところがある。図は書きにくいた

め稜線を点線であらわした。長さ 14.35om, 巾3.95血，厚さ2.3omを測る。横断面図は三角形で底辺

は片丸状をホしている。周囲を打ち欠いて作成しているが，縦に稜線が通る面では両側からの打ち

欠ぎは中央部まで達しており交互するところもある。反対1月IJの片丸状の面では縁辺部打ち欠きがほ

とんどで，まれに中央平坦而まで達するものでも浅く目立たない。刃部先端部はやや滑らかである

が，局部磨製といいぎれるはどでもないがやや丸竪状となっている。片丸側がわずかに凹んでいる。

出十位置は 3区C地点， 3号住居址の西北に隣接した場所で，住居址のり知の外側で掘り出された。

岡位的には地山は，①千枚岩岩糀 ②黄褐色粘士（礫混り） ③黒色士（通常無遺物）であり，こ

の土屑を切込んで弥生時代以降の遺構が造られている。この②と③の境目は明確なものではなく，

漸進的であり，賠茶褐色状で，ここから発見された。周囲の土も観察してみたが伴出遺物は発見さ

れず，単独資料である。

2は緑色片岩製の岡平な短冊形石斧で，長さ 11.7om, rfJ 5. 3血，厚さ 1.2血である。板状に剥離し

た石材の周囲を打ち欠き形を爽各えたもので，その打ちかきは，緑辺部だけで中央まで達せず階段状

判離をしている。下半分の約5.5叩の緑は，やや磨滅しており，石鍬ともいえる。石材の目は長軸に

対して直角にとおっている。 31号住居址の埋土上層より出士したもので時期不明。

(2) 打製石器（第34図 3)

材質はチャート，全体は茶色であるが， •部あずぎ色の部分がある。また一部には厚さ 1. 5om程の

風化して白色になった自然面が残っている0 2. 2呵 X3.85血 XL9om, 13. 6 9の小さいもので，全部で
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四面ある。プラットフォームが残っており，表の条lj離にはボジティブバルプがみられ，裏面にはネ

ガティブパルプがみられる。それぞれの打ち欠きによって断面が三角形になった未端部分が細かに

欠けており，この部分が使用されたものと考えられる。出士場所は (1区， E21S 6, 710422) ト

レンチ調査の折に，灰色枯土層（旧水田耕土）より磨減した須恵器片などと出土したもので，層位

的に年代を決定できない。先土器時代の遺物の可能性もあろう。

(3) 打製石鏃（図版73-1, 番号は左から 1-4とする。）

4点出土している。調杏中には 1点出十＿しただけであまり気がつかなかったが，調杏後・3点表採

している。ベルトコンベアーを使い，唐欺・スコップで掘るため，調牡中の見落しがあろう。すべ

てサヌカイト製である。弥生時代のものであろう。

石鏃 覧表

番号 長さ血 巾 m 厚さ m 下さ q 形能、し、 出 土

1 2.65 1. 7 0. 34 1. 65 、F桔＿ー1角 3 j,{ E , W 7 N 3 , C屑凹み

i 
(31号住居址埋」.?) 

2 2.69 1. 56 0.35 1. 6 柳 栗 表採 7207上旬
- -

3 2. 1 (1. 17) 0.24 (0. 5) 凹駐三角 表採 7207卜．旬

4 (1.76) (1. 6) 0. 31 (0. 6) 凹基三角 表採 7207 f--. 旬

畜

｀ヽ

• 

-1: 

(4) 石包丁（図版72)

磨製のものが14心：出土している。写真右列上から 1-13'左列上から 7-12, 真中上から 13・14

という番号をつける。はとんど弥生時代後期に属すると考えられる。 11だけは中期に属するものら

しい。材質は黒色のものが 1点あり，粘板岩状のものである。他は薄緑色～暗緑色であり，緑色片

岩 B類としたものは暗緑色の結晶の目立つものである C

石包丁 覧表

番号 長 om 巾叩 厚さ om ボさ q 材 質 備 考

1 13. 92 5. 2 1.1 107 黒色片岩 3 [.{ E, H33床面，完形

2 11. 9 5. 95 ; 0.95 91 緑色片岩B 3区C,H 51禾面，完形

3 11. 2 (3. 46) 0. 85 (57) 緑色片岩B 3区E,H31炭化米の中より

4 10.32 3. 93 0. 43 27 緑色片岩A 3[1E,H31柱 2の中より

5 (8 ） 4.55 0.68 (40. 7) 緑色片岩B 2区南， E7S4,D屑
--- -

6 (8. 13) 4. 75 0.85 (48 3) 緑色片府B 3区E,H31埋土下府
I 

→ → 

7 (6.35) 5. 09 0.97 (44. 2) 緑色片岩B 2区北， E7 S 1 表土

（ ）は現在値

喜

_.,,.,_ 
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8 (7.29) 3. 57 0.65 (29. 4) 緑色片岩A
3区E,W7N3,C屈凹み

(H31埋土）

I I 9 (6. 4) I I 3.92 0. 76 (28. 5) 緑色片岩A 3区E,W9N5土地］より
(H4埋土）

10 (5.45) (4. 77) 0. 81 (31. 4) 緑色片岩B 2区北,E14S 2, 患(茶3府褐目色）i・. 

11 (5.56) (3.83) 0. 75 (21. 5) 緑色片岩A 3区F,HJ2, 中央ピ'卜内

12 (4. 68) 3.58 0.59 (15. 3) 緑色片岩A 31,(0, W2 S 1 D If! 

13 (2. 58) 3. 93 0. 63 (11 8) 緑色片岩B
3区E,W9N5黒褐色土

(HO'!l..t・.) 、

14 3. 9 (4. 7) 0. 69 (17. 7) 緑色片岩B W:E, H31西南部下ij1

鬱

．》

(5) 太型蛤刃石斧（図版73~1)

2点ある。 1つは完形品で長さ 12.25血，巾5.33om, 厚さ 4.08cm, ,f,:_さ416.5 9 , 材質は硬砂岩状

のものであるか，白い結晶が少しあり薄緑色（表面は薄茶色に風化している。） 3区C地点W 1 N 1, 

C-D層， 720122出十．，とのメモがあり S24遺跡の~含惰より Iii土したものである。頒部は平虹rft1

がなく斜めになっている。全rfi.i!併製であるが，刃部以外は若干敲打痕が残っている。特に刃部の表

面は滑らかで他の表而は風化してやや荒い。

もう l、,.'.(は煩部の大半が欠失したもので，長さ 8.34cm, rfJ5. 68cm, 原さ4.07呻，項さ 3039, 材質

は石但丁の緑色片岩Bとしたように暗緑色の結晶が多く，さらに白色の結品が多いものである。緑

色片岩(7) -種と思われる。やや刃部111の方が広くなっている。全面研！許されているが，敲打痕が芥

干残っている。 2区E6 S 4, 溝C層， 720315出土，奈良未～平安時代の包含層より出上したもの

で，弥牛時代の遺構には伴なっていない。いわば表採に近い出土状態である。

(6) 扁平片刃石斧（図版73~1, 下段右から 2つ目）

定形品が 1点31号住居址の埋上上層より出土している。長さ 10.92om, 巾5.82cm,原さ 1.63血，項

さ2739, 材質は緑色片岩である。かなり剥離痕が残っており 1fflJ面には平坦面がない。全形は長方形

で片刃であるが，災面からも丸く刃の方へ研ぎ込んでいる。

(7) 凹石（図版74-1, 上段）

化尚岩製のものが 3点出士しているか， 3は閃緑岩に近く緑色が多いが，他は白色をおぴる。

lはやや丸味を持った石に，深さ約 5mmと7111111の凹みが，表裏対象の位謹に存在する。側面は一

周するように敲き石として使用している。

2はやや扁平な石で表裏と側面の左右対象の位憫に凹みがあり，それぞれ深さ約 5""", 4. 7111111, 

3. 3叩 z, 3. 2mmの浅い凹みが存在する。さらに周囲も平坦になるほど敲打されている。

3は‘ド坦面の中央に直径約 3叩，深さ約5.6mnnの凹みがある。裏面は大きく剥離しており，全形は

扁平になっているが，本来のものかどうか不明である。他の加工は不明。

奈良末～平安期の包含層より出土した例もあるが，おそらく弥生時代のものだろう。
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凹石 覧表

番号 長さ叩 厚さ畑 直量 9 巾畑 材質 凹み 出 土

1 1 . 2 9. 4 6. 65 700 花固岩 2 2 区

2 9. 5 7. 8 4. 1 550 花尚岩 4 
3区C,WZNl,B-C層

720128 

3 13. 4 14. 1 (4. 2) 1100 花岡岩 Il 
1 

3区C,W7Nl,C層
720217 

(8) 敲石（図版74-1, 下段左から 3点、）

lは丸味をもつやや細長いィiの両端に，わずかな敲打痕がみられるもので，完形品である。

2は断面扁平で細長い石の両端が欠けているもので，片側は大きく欠失している。わずかに敲打

痕がみられる。

3は断面がやや方形の細長い石の一端が大きく欠失しているもので，特に敲打痕はないが，おそ

らく敲き石として使用したものとして考えられる。

3点とも古墳時代の住居址より出土している。 lはよくみかける敲ィiであるが， 2・3は大きく

欠失している。

敲石 覧表

番号 長さ om rfl om 厚さ血 爪量 g 材質 出 土 場 所

1 16. 4 10. 1 7. 5 1710 花岡岩 3区B地，点， 20号住居址出土
--―-・-・ —---- . 

2 18. 5 7. 6 3. 7 660 砂岩 31.,rn地点， 32号住居址No.2

3 I I os. 4 l 
.. 

5. 9 5. 3 630 片岩 3区D地点:,32号住居址No.4

(9) 磨石（図版74-1) 

花滴岩で1とさ 8.1cm, 巾7.5cm, 限さ 4.6cm, ifさ4009である。やや扁ギな丸味をもつ石で，表裏の

平坦な面はやや滑らかで，周辺はざらっとしている。顕苫なI弁痕は認められないが，片手で持てる

手頃なイiである。太刑蛤刃石斧の 1 としたものと同•出土であり＂弥生時代のものと思われる。

(3区C,Wl Nl, C-D屑，住居址か， 720122とのメモあり）

(10~ 錘（図版73-1, 上段左端）

砂岩製．半分以下に欠損しているが，短かい円筒状のもので，中央に0.95cmの孔が完通している。

全面磨製. 2区北 S1 Ell, 黒茶褐色土層（奈良末～平安期包含屑）出士 l点だけである。

(11) 砥石（図版73-1) 

現在10点あり．時代別に述べる。

A. 弥生時代に所属するのは， 1・2の 2点である。長方形で ・I文半折したものをそのまま使用

している。古墳時代以降のものに比ぺれば．小刑品しか出十．しておらず．形のうえでも使用面

● 

., 

．
 鸞

＇ 
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が極端に弧状になっていない。 1は弥生時代後期前煎頃. 2は後期中哭頃である。

B. 古瑣時代に所属するものは 3-7の 5、9ばある。 3はトレンチ調代の折出土，炉14に伴うと思

われるが確かではない。 6世紀後半 (3- 6) と， 7枇紀前半 (7) に所属するものと名えら

れる。欠損して小さくなったもの (3・6¥でも JIJi吏111してしヽ る。

c. 奈良末-'¥安時代の包含層より出土したもので 8・9・10の 3、9ばである。

砥石はすべて砂岩'l'tのイi材を使Illしているが，荒砥．中砥. f-t: I・. 砥として分類したように，

それぞれ質の相異がある。

砥石 覧表

轟一

曾｝

番号 長さom 巾 m 原さ血 爪さ q 材質 /fl 士

1 (6. 4) 3.54 2. 35 88. 5 硬賠 砂赤 料色• 中砥 31号住居址柱穴⑦

2 (8. 1) 3. 2 2.7 100 硬灰砂 色府 中砥 21号住居址坪土上層

3 (6. 6) 5. 7 i 2. 7 110 硬淡例砂I火色府 fl: 1-. 砥 W6N5トレン千発掘(1)

II.~ 
← 

↑ 
4 19. 1 11. 7 6. 7 1630 硬淡黄砂灰色界 仕上砥 32号住居址埋i:上屑

5 (14. 5) 8 7 910 i'l 
舟 荒砥 3区C,W3Nl,D屑砂

6 (10) 6. 7 (2. 8) 230 硬賠亦砂褐岩色 中砥 t坑23より出土

7 (4. 9) 6 (2) 70 淡黄砂灰色 仕上砥 3区E,W8D4,D層硬岩

8 (19) 6. 1 15. 6 1530 硬淡赤砂灰岩色、 中砥 3区C,W5N3 

， (7. 7) 4. 1 3. 8 100 砂淡赤1-k.岩色 ， 荒 砥 3区E,W7N2,C層
ー ・ーー・I』

10 j (6. 8) 3 5 100 硬暗介砂；褐岩色 l 1仕上砥 3L><.D,W1S2,C層

c・ 荒 砥＝ざらざらして表面が荒いもの
2. 中砥＝中間のもの
3. 仕卜．砥＝表面が非常になめらかなもの）

1. はすぐわかるが2.と3.の区分は判断しにくい。

≫
 

(12) その他の石器およぴ石（図版74-2) 

① 扉‘ドで細長い河原イiの両側辺を打ち欠き，紐を止めるようにしたものが 1点ある。長さ 18.7 

om, i[J 8 om, 府さ 3.6om, ,T(. 址630.9。出十．は 3[メ： C, W4N10)5となっており．古収時代後

期の須恵器の己含I汁より出土している。打製イi錘の一種と考えられるが．所属時期については

'['lj l*Jrしにく＼ヽ 。

② 安山府の泉lj版がある。 3区 E, W7Nl黒色粘土TR(士器を含まない）から出土しており．

府位的には弥牛時代以前のt屑であるが，人工品かどうか判断しかねる。その他丸味をもった

河I屈(1iが釦碍ゃ住屈址より出:i:しており．何の使用痕も認められないが.:¥l. 図的に生活の場

へ持ってきたイiと名えられる。ただし 6は両側辺に凹みがあり．加工痕として認められないが
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石錘としての使用も考えられる。

その他の石一覧表

番号 長さ⑰ 巾 om 厚さ四 ．頂械 q 石 材 出 土

3 10, 8 10 2 3. 9 700 砂 岩 21号住居址上層，弥牛時代

4 21. 9 10.9 3. 3 1120 砂岩片岩 32号住居址No.3, 古墳時代

5 15.2 15 5. 7 2030 花商岩 32号住居址Nu5, 古墳時代

6 21 17. 7 2. 7 1570 砂 岩 3 区C , W 5 N l 平,C 時層
奈良末～安代

論

母

第 4節鉄器•鉄製品

(I) はじめに

ほとんど遺構に伴なわず包含層より出土したもので総数40点である。釘• 嫌・紡錐・鍬（鋤）先・

鉄鏃・刀子・その他と種類も多い。所属時期は古墳時代後期～平安時代と思われるが，いずれも包

含層中より出土したもので厳密な時期決定はしがたい。

(2) 釘（第35図）

21点あり，すべて方形の断面をもつ，頭部は L字状に折曲げたものがほとんどで， 1点だけ円頭

状のものがある(JO)。これは直径2.45cm程の半円球状の頭部である。 (1)だけがほぼ完形品（長さ 12.6 

om以上• 断面l.lomX0.7血）で，他は折損しており，原形を察するのはむずかしい。断面をみると

長方形になったものもあり厳密に方形とはいい難いが，一辺が約lom-0.5畑の「hがある。一辺が小

さくとも ~O)のように長いものもあり一概にはいい雅いが 3 寸-4 寸（約 12血）前後の長さだったの

ではなかろうか。

釘の時期は古墳時代のものはなく，すべて奈良• 平安期以降の包含層より出十」している。久米廃

寺から約500点出土している鉄製品のはとんどが釘であり領家遺跡のものより種類が多い。
(;1: 1) 

(,t 1)岡山県教rf委員会「久米廃寺」 r岡山県埋蔽文化財発掘調代報告4』（昭和49年）

(3) 鉄鏃（第37図， 1-4) 

細根斧箭式のものが 3点，雁股式のものが 1点，計 4点出上している。 (1)は先端へいくにしたが

いやや広がるもので，鏃身の長さ 7.3血，逆棘のないやや斜めの関をもつもので，茎部は4.5叩tの方

形の断面をもち欠失しているが，現在長さ 2.9cmをiHIJる。 (2)は関の部分が明確ではない。厚さ 6"""で

やや厚く刃部がしっかりつくられている。茎部は 6X 3呻；で扁平である。 (3)は小型品で茎部が欠失

している。 (1)と同じような撥形である。茎は一辺が3.5叩切方形である。 (4)は雁股式のものでU字状

になった先端部分の内側にだけ刃がついている。関の部分かやや肥厚している。茎部は断面方形で

ー・辺が3.5叩tを測る。

~
 

｀
 

2
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鉄鏃計測表
単位m

番号 全長 巾 身長 苓 kI, 身 I厚 茎厚 備 考

1 (10. 2) 2. 6 7 . 3 (2. 9)I ' 0. 6 0. 5 
3区C,W2Nl

BC屑

2 I (9. 4) 1. 7 9 . 4 （ 0. 6 31を， W8N3,AIMけずり
ヒピ・,lfllれひどし、こ

3 (4. 3) 1.8 4. 2 (0. 1) 0. 4 0. 35 2 [ふ溝E 13 S 3, 4層目
南北状遺構

4 (5. 8) 3. 9 5 . 4 (0. 4) 0. 6 0. 4 2[;{屑, E9S2, 黒褐色七層
己含

（註） (3)が 7世紀前半の遺物包含層よ 1)出士した他は奈良時代。

(4) 刀子（第37図， 5- 9) 

5; ばある。 (5)はr!Jがせまく関の部分も明確ではないが，右側に木質部とも思われるものがあり刀

-fとした。 (6)は大即J品であるか，欠損しており茎の部分が不明である。 (7)は刃部が欠損している。

刃関があるが，棟の）jにある関はずれているうえ反対むきなのでどういう事かわからない。 (8)は全

体に分厚〈刃部が明確でないので，あるいは他の道具の可能性もある。 (9)は棟関であるが刃関が不

明である。

奈良未～平安期の包含層より出土している。

｀
 

刀 子計測表
（ ）は現在長

乞~
''  
番号 長さ om 巾 m 原さ om 備 -A -~ J を

5 (9. 6) 0. 7 0. 35 2区， E12 S 3, 黒灰色土層 (C層）

6 (11. 2) 2 0.4 2区， E12 S 2, 黒灰色土層 (II) 

7 (6) 1. 3 0, 47 2区， E13 N 2, 黒茶褐色土層(,,)

8 (5. 1) (1. 9) 0.65 2区， E9 S 2, 黒灰色土層 (")  

， (4. 9) 1 0. 35 2区,EllS 2, 黒灰色土層 (II) 

と

(5) 鎌（第36図 2・3・10)

確実なもの 1ヽ，.'.(. 嫌と名えられるもの 2.'.'!:, ,ii・3点ある。

② 1-<: さ17.8om, 巾3.lorn, 厚さ 0.27omをi!!IJる。先端部が欠けているが鎌である。角をーケサ斤折曲げ

てある。根元が巾3.lorn, 中央部巾2.75cm, 先端部3.08omで，中央の巾がややせまい。使用による滅

少であろう。}]は両面から次第に厚さが滅じている。 (3区トレンチ， W6N3AC層），表土はぎ

のとぎ C層（奈良-'F安期）から掘出したものである。

③長さ 8om, 巾3.2om, 原さ 0.27血で断面では片面が‘ド坦で反対側はやや丸味をもっており，片刃

となっている。（領家遺跡710502) とメモがあるが出上状態は不明である。鎌と思われる。
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⑩長さ 6.9畑，巾 3cmで厚さ 3.,...の鉄板の一部が折れ曲っている。刃もついており，左上だけの折

り曲げをみたら鎌の欠損したものと考えられる。右下の部分がやや曲っており気になるが，折損し

たとき曲ったものと考えたい。 (2区EllSl,黒茶褐色上層，奈良末平安期？）

(6) 鉄製紡鐙車（第36図 4)

直径5.7om, 序さ約0.4omの縁がやや薄い円盤に直径0.5omの円形棒状のものを貰通させたもので，

棒状部分は両端とも欠失している。現存長さ 5cmである。(2区EllSl, 第 3層）奈良末～ギ安期

の包含層より出士している。
(,:1:2) 

(7) U字形鍬（鋤）先（第36図 5)

やや厚めの鉄製品で，片側に溝がある。欠損しているが，図のように rlll7.7cm, 高さ 19.5omに推

定復元した。現在長さ 17om, 巾3om, 刃の方は原さ 6-7m1n溝が切ってある方は原さ 3-5mmと薄

い。 (3区C,W3N2, D層）

(8) その他の鉄製品（第36図 1・6・7・8・9)

①巾1.8血，長さ 3.}omである。原さ 1.8mm,F'化の鉄板の 2.. ケ所を折り曲げてあるもので，他にも波う

っている部分もある。不明鉄片である。 7世紀前半の己含層より出土している。(2区E13 S 3 -4, 

第4層茶褐色砂礫層）

⑥断面がやや lりi形で．関の部分に鍾がついている。先端部が•fc:t且となっており，それで用を成

すものと思えないので欠失しているのであろう。棒状鉄器としておこう。現在長さ20.2畑， rt11.3 

cmxo. 9血，鉗は厚さ約0.2omの鉄板で約 2omx 1. 55omの楕円形のものである。茎は7.5mmx6. 5mm, 

長さ約8.lornである。 (3区C地点， W 5 N 3, 黒褐茶色土層， C層〔奈良末～＇ド安期〕）

⑦は円孔の部分で折損しているもので．現存に7.44叩， 1111.18畑，既さ 0.3omである。茎部分であ

ろうか。 (2区, E 13 S 4 , 茶褐色十．層．第 2 層）平安期以降の十:~である。

⑧棒状の鉄を約4.7叩のコ'j:状に曲げたものでIH途不明。断rfliは5mmX 7"""'と6血 X7-を測る。

(2区, ElONl, 黒灰色十．屈奈良末-'fl安期土層）

⑨太さ約0.8血の断rlli形の棒を耳環状に曲げた鉄環である。末端は0.4血離れている C

（北 1)岡山県教ff委ll会「久米Iiい」 r岡山県埋叔文化財発掘調代報告4』昭和49年 3)j

美作地/jの奈良_.,,、な時代の沿跡からの釘の出十．は少なし‘。① 「平逍跡」②「災作/1;]1{.f跡」数.'.'!.//¥ I: している。③ 「・,:,;it

遺跡」 VIメ:(1磁人地_,:_;_)では数 .•.'Uf\:t しており， 7 世紀後半-8 世紀前半にかげてのものということである。以卜のよう

に行街あるいはそれに隣接する地．れで発見されており．領家遺跡の場介も久米I怪．ヤに接している。

中[EJ縦1Tl'I "1/J ,i,: j(Iに関連した渭跡では．他に占t{tから：ILi: してしヽる釘があるはかは，中世の遺跡から出tしている。

渾介町①「,A,'l'h且跡」 3-'・'.(. 「 if( 内 j践跡」数点• 北,,j町「植木遺跡」 20余.'.'!、)，以I;ーのものと比較すると久米廃．ヤが異常

に多いはかは．領家逍跡も ii:Hされる。

(,t 2)鉄製劫錘車は岡山県内の例では．作束町「，：沿本遺跡」（岡山県坪成文化財発掘調代報告 9) より出:l:している。 7冊紀

前半頃のものという。

込

ヽ

.. 

鵞

上
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第 5節 その他の遺物

(I) 耳環（第37図10・11)

2点出土している。 (IO)はあまり剥離していないが，表面は緑青色で金色部分はみられない。欠け

た部分の中は黒色である。未端は1.g,,... 程あいている。両端部とも絞り目がある。大きさは 3.2年 X

2. 9血 (2区， EllS1-2, 黒茶褐色土層，段の部分） (11)は剥離がひどく，内側にわずかに表面

の金銅が残存しているにすぎない。全体に緑青色，未端は約2.5呻tあいている。大きさは 2.6畑 X2.5

血 (2区, E 12 S 3, 第4層，溝〈 S7遺構〉 7世紀前半） (IO)は上層より出土しているが， (11)と

[ci]時期のものだろう。

(2) 青銅片（第37図12)

2. 2cm X 1. 6c-m, 原さ 3-3.7呻＇の破片で，復元すると直径 3cmである。 3区E地点 S30遺構の埋上

より出土しており，平安時代である e この大きさから思いあたるのは「筒形銅器」であるが，年代

的にそぐわない。もっとも占墳時代の遺物も出士するので，可能性がないわけではない。

(3) ガラス玉（第37図）

ガラス五は 3点出土しているが， 14が古墳時代のもので，他は弥生時代のものと考えられる。

會}

番号 高さ..,. 直径""" 色 調 出 土 場 所

14 3. 5 4. 5 薄 緑 色 32号住居址埋土上層

15 5 4 5. 7-6 コバルトプルー 30号住居址，周溝（ヒピ割れあり）

16 2. 1 3 - 3. 5 コパルトプルー 排土より表採

(4) H帯（第34図 4)

黒色粘板岩製の跨帯が 1点出土している。楕円形に似たもので2.9omの直線で切断したような一辺

を有する。丸鞘といわれるもので長方形の透しが無い形式である。長さ2.79om, 巾2.36畑，厚さ

0.65omで全面研料している。喪面には剥離面の残ったままのところもある。また 2ケ所に糸を止め

るイしがある。これは 1ケ所に 2孔を穿ち，中で連結しているもので孔の疸径は細い所で約 1.4mmで

あるが，連結している部分はそれよりやや細くJ,t測できない。出土位置は 3区E地点W7NlのC

層中で，余良末～平安期の他含層中より出土した。
鼻

僅）久米廃、ヤより出tしたイi需（第34図 5) を参f；に掲載したが．これも領家遺跡出土のものと同じく丸輌の部分だけであ

る。透しを打するもので．裏血に 3 ケ r•Jj-{1) 孔がある。美作地方での発見例は，この 2 例だけである。

(5) その他の遺物について

鼈形土器の破片の出土は多い。 6世紀後半-7世紀前半の須恵器に伴うものと，奈良末～平安期

の包含層に伴うものがある。未整理のため形態その他の特徴を述べることができない。

鉄滓と鞘口は 6世紀後半-7世紀前半頃の住居址や包含層から出土するものと，奈良末～平安期
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の包含層より出土するものがある。それぞれの時期に所属するものと考えられるが，未整理のため

かなり多量に存在するということを指摘するにとどめる。

第 4章 おわ り に
轟「

領家遺跡の遺物散布範囲のほぼ中央を東西方向に，中国道が通過し，本遺跡は南北に分断された。

久米廃寺•宮尾遺跡の場合は保存の可能性もあり，特に奈良～平安期の遺構を重視し，下層の遺構

についてはあまりふれていない C

本遺跡の場合は，軍なりあったすべての包含層について発掘を試みたため，各時期の遺構．遺物

が見出され，この地域の歴史を考えるうえでは欠かせない資料となった。

中国道によって調査された周辺遺跡のおおまかな変遷をみることによって，本遺跡の性格を考え

たし'o

先土器時代末と縄文時代については断片的な資料であり，遺構の存在も確認されていない。

宮尾遺跡 1区の弥生時代前期についても同様であるか，弥生時代中期の農業用水路が作られた時

点より，この地域の開発が進展したものと考えられ，各遺跡で中期の土器片が発掘されるとともに，

領家遺跡では中期後半の住居址の存在が確認された。

弥生時代の後期以降になると領家遺跡では，各種遺構が多く確認され，士器片も多くなり，やや

安定した生活が営なまれたことがうかがえる。古墳時代前期～中期については査料かやや少なく，

地点の移動があることも考えられる。古墳時代後期の 6世紀後半には遺構も遺物も多籠になり， 6 

世紀後半-7世紀代には領家遺跡一久米廃寺一宮尾遺跡と一連の台地上に，鉄滓を件った各種遺構

が存在する。その中には鍛治炉もあり，製鉄が盛んであったことがうかがえる。このことは，久米

廃寺一宮尾遺跡（久米郡街）成立の基盤である可能性を持つ。

奈良～平安期の本遺跡では，礎石建物あるいは緑釉掏器，石製跨帯の存在など，普通の集落とは

考えられず胃久米郡街，久米廃寺を成立させた有力者の集落と考えられる。

各遺跡の変遷

＆
 

t
 

， 
ここ 先土器時代縄文．時代

弥生時代 占墳時代 奈良時代 、ド安時代 鎌倉時代
前中後即中後 I

l I 
領家遺跡

久米廃寺 △ △ 

゜, ',,., ' . 
1区 △ 

尼

i且遺

゜゜跡
5区

゜日南遺跡

゜ ゜

會

L
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I 第II図 l区グリッド断面図 (E80 m) ( 酎
I. 灰褐色粘土（現水田耕土）
2. I日水田耕土で 5-6層に分けられるだろう。

マンガン・管鉄は下に特に多い。
遺物＝瓦・須恵器など磨減Lている。
A灰色粘土
B灰褐色鉄分多い
c灰白色粘土。

3. 茶灰色粘土。
4. 茶色粘土（黒色がかっている。）

下部に千枚岩0.5cm程の小さいもの多〈
班点になる。

5. 茶色粘土（黄味がかっている）
6. 黒褐色粘土（茶色を帯ぴる）
7. 黒灰色粘土（砂美・粗砂多し）｝弥生式土器片？
8 灰色粘土
虹茶褐色粘土
10. 茶灰色粘土
山灰黄色粘土（灰色涸い）
12. 灰色粘土炭混り
13. 灰黄色粘土
14. 黄灰色粘土（黄色強い）
15. 灰青色砂利層（下層は砂利が少なく砂が多い）

（水糸し=122 m) 
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第18図付表
（ ）は復元あるいは現存値 曇

番号 麻さ cm 最大径血 備 考 出 土 位 濯

1 (6. 5) 18. 4 部 2号住居址柱穴

2 (3. 7) (27. 9) 破 片 3区E,W6N2,C屑

3 (2. 8) (22. 5) 破 片 3区E,W6N2, E層

4 (40. 4) 34. 1 復 元； 23号住居址

5 10. 4 11. 4 完 形 23号住居址

6 (5. 1) (17. 5) 破 片 3区E,W6N2,E層

7 (6. 1) (18. 6) 破 )',・ 31><:E, W6N2, C層

8 (8) (21) 破 )¥・ 3区E,W7N3, C層

， (3. 6) (23. 7) 破 /',・ 3区E,W6N2, C層

10 (3. 9) (30. 9) 破 l「 3区C,W4 N 'E層

11 10. L 14. 5 、必 形 28号住居址，杜穴上

12 (11) (19) 破 J', 21号住居址十層

u 12. 85 15. 3 完形に接合 21号住居址上層

14 8. ~ 27 杯部のみ 21号仕居址t層

15 lG. 7 24 '/i:;Jf~ に接合 21号住居址上層

l(i (4. 7) 7. 7 脚部のみ 2区， E11N3Cl層
ー『ー----"● 9 ●● .'-・- ., -'.,  ● ▼ I 

17 11. 6 12. 2 Jヽ'L.• 形 3 [えD,W5S1,E屑
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領家 ii'l 跡

第31図付表

番号 最大径血 高さ om 備 考 出 土 位 置

--

1 約15 4 7 歪み完形，須恵器 25号住居址

2 15. 4 4. 8 完形，須恵器 3区E,W6N4,D層

3 14. 6 5.2 やや歪み，完形，須恵器 3区D,W5Nl, D層

4 14. 7 4. 2 完形，須恵器 3区E,W6N3, D層

5 27. 6 31. 1 復元完形，土師器 3区B,炉穴 6の中

6 19. 55 10. 73 完形接合，土師器 24号住居址床面

7 14 5. 84 完形，土師器．丹塗 24号住居址寵

8 15. 25 5. 3 完形，薄灰色，須恵器 24号住居址床面

， 14. 4 5. 02 完形，淡赤褐色，須恵器 24号住居址床面
I 

10 14, 2 5 完形，灰白色，須恵器 24号住居址床面

11 10. 55 7. 02 完形，手づくね，土師器 3区C,W5Nl, D層

12 4 3. 8 完形，手づくね，土師器 3区E,W7N4 

13 4. 8 3. 8 弥生式土器？ 3区E,W9N5,C層

14 13. 94 5 やや歪み，須恵器 2区， E8Nl
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領家逍跡

第32図付表

番号 最大径om 麻さ⑳ 備 考 出 士 位 置

1 10. 2 2. 3 須 出ビヽ 器 3区E,W7N5,C屑

2 13.9 2. 1 須 忠 器 2区， E10 S 3, C層

3 14. 3 3. 4 須 9,じt,^・ 器 2区， E11N3,B層

4 15. 1 1.8 須
9宙ビ^ 器 3区E,W6N5, C層

5 15. 1 6.2 須 恵 器 3区C, C屑

6 12. 6 9. 5 須 恵 器 3区E,W7N5, C層

7 12. 4 3. 15 須 慮 器 3区E,W6N5, C層

8 14. 3 2. 7 須恵器．ヘラミガキ S30遺構，埋土

， 13. 2 4.4 土師't'l,内面漆黒色 3区E,W7N5,C層

10 14. 6 5.2 灰白色，やや軟質，縁黒 3区E,W6N3, C層

11 15. 9 3. 9 土師器．丹塗り 3区E,土坑 l

12 13. 1 3. 7 土師器，丹塗り 3区E, C層．

13 16. 1 3. 4 土師器，丹治り 3区E,W6N2, C層

14 11. 7 3. 5 須恵器 2区． C層

15 13. 7 4. 2 淡赤褐色，緑黒 3区E,W6Nl, C層

16 13. 4 4 灰白色（瓦質？），縁黒 2区． C層

17―l 須恵器 3区E,W7Nl, C層

17—2 須恵器 3区D,W3S2,C層

18 8. 2 1. 7 須恵器．縁黒 2区, E 9 N 3, 溝中層

19 8. 4 1. 2 須恵器，緑黒 2区， E9-10S1B層

20 13. 4 4. 4 須恵器，黒書t器 2区，井戸 (S10) 
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図版 I

I . 2区 上畑東111全景. H 2, 遭物6.I 7. 炉 I (l!!Iより ）

2. 2区上畑西側全景. H2. 炉 I (IOJ貪,"I 
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図版2

'、



図版 3

一會

2区 東塙郎建物3付近 (191より）

2. 2区 東 端部 違物3付近 (,c よ•>

-:i2リー
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図版 5

. ~.. 
2区 東璃訊l 炉穴 5

東靖i郎這物 5付近
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区］版 6

2区 中畑東半部 （葦向葦ょ •I} 這物 2 土坑 7.S I・6遺償

2. 2区 中旧東半郎 （北東よ•>

-.n:i-



図版 7

I. 2区中畑全景 （四孔 よ")

2. 21i' 中畑占半部 （叩町寛より ）

ーふ1:1-



2区中畑炉穴 4 (彙より）

｀ 

2
 

2区 中畑，須さ登・竃破片 （膚四ょ"}

ーぶ"一



図版 9

I . 2区 南北断面 SI  -2付近 （北稟 より）

2. 2区 南北断iili.高畑S• -61す近 （東,0) 

-;<:<:;-



図版10
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図版 II
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2区 S 10井戸内出上墨書土柑
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図版 12
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2 3区 A・B池点 全景 （北西より）
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図版 13

(JI[より ）

2 3区 A地点 違物25, 土填 1 7 • 18 ぽ＇より ）

-,J:i¥l 



図版14

.l)II 



図版 15

2. J!K B地点 H I・ 土填19・S20ilt蝸 '"'よm
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区l版 16

2 3区 B地点炉穴 6 ('fl閃 ょnJ 

-:1;2-



図版 17

3区 BIii! 点這物,. (濱より ）

2 . 3区 B如点 1号位：尽址内．膏色枯土環 '"'北東より ）

—·q:i 



図版18

I • 3区 B地点 1号住居址内 土捻出土状懸 (ifiより 9

2. J区 8地点 1号住 居址周溝の石 （閏い）｝

ー：1-11-



図版19

3区 B造点 1号住頭址土層ぽ面 c ... りJ

2. 3区 B地点 1号住居址 全景 (!lt.Jc?Jょ0)

ふ1;-



図版20

I . 3区 8地点 9号住居吐内 寓坪出土状態

ヽ

tr; 

2. 3区 B地点 1号住居址と20号（主屈址 /Jt西よ り）
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図版21

2. 3区 C地点
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図 版 22

I. 3区 C辺点 6・ 7号住居址と豊吻 7 (蔓より ）

2 3区 C均点左から29會 5, 18号住居址 （賽より）

-:sis 



2. 3区 Cl4l点 9号f主唇址 （賣北東より ）

-:<-19-



図版24

I , 3区 C地点土濱20. S 21・525遺構 COi蟻より ）

2. 3区 C地点 8・II・19号住居l!l,上 rJ;9. S 22• 23遺構の一絋

-,!SCI一



図版25

I . 3区 C遠 代、 8・ II号住居址 （北匹ょ")

2 3区 Ct也l'A. 523遺憎付近．炉11・ 12・ 13など （色,0) 

:i,;i 



図版26
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I. 3区 CJ也点．涅窃10,土壌 8, S2S鼻
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図版27

3区 Cl也点， 26・27号住論址 (if: 東より J

2 3区 C坦点, 27号（主居址，土雑出土状釈 , .. よ O)

)15,{-



図^ 版28

3区 Cit!! 点, 523• 2●遭噴
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図版29
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図版30

3区 D地点，東喘鑑. S28·29溝 ＇• ど •北西より）

2. 31E C地点，土鴻 9 （内向西より 1
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図版31

3区 C地点，炉穴17 '"'-り

2
 

3区 C地点．±濱 6 （剛賣より ）
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図版32

w 
3区 C坦点，土濱6遺物出土状愈 ,.., 疇より ）

~=--

., ... 
2 3区 C地点．土濃 6埋土断面 （面西より）

ー 9閲—



図版33

I . 3区 C地点，土粒棺 （冑葦よ り）

2 J区 D地点 合 口 土討棺 "'より）
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3区 C地点，526遺蠣る だまり (1'! 寮よ り＼

2. S27遺懺石 だま I) （高稟ょ")
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図版35

I . 3区 C・E地点 33号紅烏址 (Ill東ょ 0)

2. 3区 D地点, 32~ 住居址 （疇賣より）
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図版36

I . 3区 D地点.32号f主居址 ft'(l)f/;土散在状庄 ぽ 4り）

2. 3区 D地点. 32号住居址．寵全景 （闇 よ •1)
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？． 3区 E地点，北半邸全覺 （否より）
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図版39

I, 

2. 3区 Ej,g点より {,r,a, ょ'I)
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図版40

I , 3区 E地点より F地点を望む （北匹より）

2, 3区 E地点 rmより J
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図版41

I . 3 区E 地点．建物19• 20 ('Ii預 よ り

一
'
 

2. 3区 E地点， 迎物19・20 ＇北北日より）

-:<,17 



図版42

3区 E地点．違初16 (l"↓ ") 

2, 3区 E地点, 530遺構南北断面 （葦より 9
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図版43

I , 3区 E地点．達物17 （匹北沢よ り9

z. 3区 E地、匂 530遺讚内土雑莉 I-4 "ヽよ.,

-:<ns― 



図版44

I . 3区 E地点N20M東西断面W9・W8,4号注居址 （匹i,;~" )

2. 3 区E 地点N20"東西紙面W8•7 （巾々蔓↓ り）

-370 



図版45

3区 E 地点， N20•東西浙面.WI -2,21号住居址 I証 い ）

2. 3Cir E地.~, W20ヽ 南北断面N5・3 21号住居址 （匹より ）

-,;1 
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3区 E地点 wzoヽ 南北111i面 N2付近 （北＂より ）

2. 3区 E池点WZOm南北断面N I, S32遺構 , .. ょ0)
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図版48

d
 

｀
ぃ~ M 凶 U我'01'+I饗 ー ・N ,M (鰤...-1 

2. 3区 E地点上鴫 3 (東4り）
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図版49

3区 E地点土塙 I C匹ょ 1)

3区 E地点．土煽. (北より）
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図版50

I . 3区 E地点．土蠣s (高より）
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.ヽ,. 

r-．
 2. 3区 E地点 土頴21 (北から）
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図版51
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I. 3区 E地点 14号住居址 (;i!; 高四より ）
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 I . 3区 E地点，24号住居It (西より）
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2. 3区 E地点 24号住居址 寵付近の枯土環 （北賣よO)
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図版53

I . 3区 E地点.24号住居址 寵 （北臼より）

2. J区 E地点 24号住后址 鼈の西方土罪一揉 （北”より）
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図版54

I . 3区 E地点， 24号住居辻寵の酒剃土棺一括 （北彙よ り）

2. 3区 E地点．土填23 cmより ）
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図版56

I . 3区 E地点,28号住居は内 土討出土状態 （匹ょ")

2. 3区 E地点,21母住居址 （匹より）
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図版59

3区 E地点， 31号住居址 発ほ作集風景 （西北ょり）

2 3区 E J¾; 点 31号住居址 ,,. より）
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図 版60

I . 3区 E熾点. 31号住忌lrl: I雙よ り）

2. 3区 Et也点. 31号住居辻 （西 より）
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図版61

I . 3区 E地 点,31号住居址 （北より ）
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図版62
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図版63

I . 3区 E地点, 31号住居址．柱穴No c,t, ,, l 

2. 3区 E地点, 31号住居J止炭化材出土状態 （西よ O)
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図版67
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図版68

I • 3区 F地点．左30号住居址．石下12号住居址坦土断面 （西虞｝より ）
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Iく河内追跡

1. 調査の経過

本逍跡は，分布調1tで，須恵器・土師器片・備前焼片等の散布地として調在の対象遺跡とした。

昭和47年 1月20日から， トレンチによる確認調査を開始した。

調1¥.Hはilt山市天神原逍跡の調在と併行していたために調査Hに余裕がなく，調企員か常．馬i:でぎ

なし、としヽう変削な調介であった。

調代は対象地を当初下河内束沿跡，下河内西遺跡と呼称していたが，近接地であるうえにi直跡の

性格も出土逍物にも大差が認められないことから同...の遺跡とし，下河内遺跡と呼称した。

トレンチは逍構の J.t がりを確認するためWl-W3•El-E6 の 9 を設定した C

調代地を西区と東区に区分し，西区のトレンチにWl-V"3, 東区のトレンチに El-E6をは

定した。調査は河本清，橋本惣司，柳瀬昭彦が担当し，本報告は橋本が執筆した。

[:j'ふ抄

昭和47年 1月20l:I 

Wl-W3 I、レン千の設定。 WlとW3は傾斜に直交するもので， W2は水田に設定した

fir-/和47年1月21日-22日

w 1 r、レンチ掘り下げ。

傾斜 l・.1(!jでは表土層が原く，須恵器・瓦器片が出土した。下層は暗褐色のかたくしまった I枢fり礫

屑で，無遺物屑である。

H召禾047年 1月24日-26[:J

W2トレンチ， W3トレンチ掘り下げ。

W2トレンチからは遺構・遣物とも検出できなかった。 W3トレンチは緩傾斜地で，耕士層から

須恵器片が少量出十．したが，遣構は検出できなかった。

El-E6トレンチ設定。

樹｛和47年 1月27日-28日

E41、レンチを掘り下げたが，耕上層の下は亜角媒層をなし，逍構は検出できなかった。 E31、

レンチでは，現水fH 耕土・旧水田耕土を除去後，褐色土層を検出した。須息器片• 弥牛A-L器片

が出l:した,, E 1・E 2 I、レンチは亜角礫層にあたり，遺構は検出できなかったヘ

ll({fU47'!'-1)] 29 H 

E5・E6 I、レンチ掘り下げ， ;fi恵器，上師器，備前焼片が出土した。対策委員会現地見学。

II{{禾[147 ff 2 J] 5 fl 

祉i!l』tjft0 

・
 ．
 

．
 

喜

ュ
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ード河内追跡

2. 遺跡周辺の地理的歴史的環境

0 !IS 洛址:if: ,1; 墳，占墳群凡窯址 戸山城址

1 赤 Ill 古項群

4 赤野逍跡

② I'"河内調1t[;{ 

5 t-. 器 lも城址

3 久保谷古墳

6 逆巻城址

7 穴塚占墳 ⑧ 西 I恥 j且跡 9 川東ー，ト塚

10 注連山城址 ⑪ 下 di瀬沿跡 ⑫ B. の原古墳

13 月： l井介迅跡 14 ¥ t,iのtlij古墳群机 15 lこ11i瀬古墳群

16'1¥ 山城址 17 日名 B占墳群 18 日名 A古墳群

19 k.. E 塚 20 r; 坂古墳群 21 藤原遺跡

22 篠 l•rJ 城址 23 西河内古窯址 24 横部古墳群

番号をoniでかこんだ直跡は中国縦貫自動*逍建設にともない岡山県教委が調査した。

第 1図落合周辺の環境 (1/50,000)
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下河内迅跡

地理的環境

行政的には！尺庭郡落合町西原に属する。ゆるやかに蛇行しながら南流する旭川は，中流域では最も

広い沖積平野である。

この低地をとりまく山地はいずれも 450m前後の定高性をもつ吉備準平原の遺物である。山頂部

に'f坦部をもち，急峻な斜面が開析されて小さな谷が入りくんでいる。山麓部には第三紀中新統の

緩斜面や低丘陵が，戸坂，高屋，上市瀬，下市瀬，赤野，下河内などにみられる。

これらの中新統の前面に洪積統の河岸段丘が戸坂，上市瀬，下市瀬，西 I恥赤野に、•.'i,イ1,し，古代

の梨落と菫なって集落や水田化している。下市瀬逍跡は注連山の北麓の洪積段l1:ト．に位附し，旭川

の1日河道が段丘のすぐ束に残っている。狭長な河内川の低地の左岸は急な斜面と山麓斜面をなす第

三紀層と赤野遺跡がのる洪積段丘がせまっている。赤野遺跡はこの比芹~17m の古墳状をなす洪積段

丘J::に位罹している。また旭川か東へ流れを変える左岸の西原には差別侵蝕によって標翡127.5-12

8.5mの段丘と 130-132mの段丘の二段の洪積段丘かあり，西原遺跡か立地している。段 ti":の緑辺の

用水路が沖桔地との境界をなしている。沖積地は水l廿となっていて，様謀126mを測る。ルーズな砂

利府や粘i層が互層をなしている。

旭川の低地の中央部，緑辺部の開田， HJ原下rti瀬付近には河跡もみられ氾濫原の時期が長かった

と思われる C

伶林山地の南西に派生する山地と注連山との狭硲部をぬけて備中川を合流した旭川は東に向ぎを

かえて，西流する河内川を合流して，吉備準平原を深く刻んで再び南流する。

i'濱［郡落合町は美作の西部に位沼し，水陸交通の交差点として栄えてきた。旭）IIを往米する高瀬

舟はIis/鉄姫新線の開通まで備前国との主要な交通機関であり，落合は物資の第散地であった。

歴史的環境

縄文時代

昭和44年度，岡山県教委が調介した西I原遺跡では，中期，晩期の土器片数個．黒曜石片と遺物型

: ,, 器 (~t 1)が出上している。また赤野遺跡（註 2) からは早期，晩期の士器片，黒曜石片か出土

している。この付近においてはこれらの消跡以外では明らかでない。

弥牛時代

藤原遺跡，下rli瀬迅i跡 UJ:3),西原逍跡， T河内調代区が確認されている。いずれも低地をのぞ

む11陵． または段 li_f・_に位置し中～後期が主体の恥落址である。また，分布調代では戸坂で石庖丁
I 

! 
手ぐすね士器が採梨されており．横の前でTi庖丁が採犯されている。且の原遺跡からも弥生時代中

期の上器片や後期の船落が明らかになっている。Ul:4) I・ 分な分布調•在が実施されていないので明

らかでないか．旭川の氾濫をさけて段丘K 丘陵緑辺と低地との接する緩斜面に集落か存在してい

書

、-

喜

｀
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下河内遺跡

たと考えられる。

古墳時代以降

川束車塚は真庭郡最大の前方後円墳で全長約60mを測る。旭川の狭硲部の眺望にすぐれた山頂に

位罹し，前方部やや広がりをもつ後円部中央に盗掘孔があるが，主体部の構造は明らかでない。

天玉塚は旭川左岸の低地をのぞむ丘陵上に位置する全長25mの前方後円墳である。前方部は広が

りをもたず，後円部中央の盗掘孔断面に礫！ぶが観察できる。

棋の崩古墳は，全長20mの小加の前方後円墳である。日名 A占墳群， B古墳群は40数甚より構成

されている後期の群比墳である。その中で神のll号墳，ムスビ山古墳はともに全長約21mの小前

}j後円瑣て， i釘·,~式1i、—危をもち，七器類，武具煩，装身具などが出土している。 6 世紀後半の時期

と名えられるてい。横邸古墳群には全長約20mの前方後円墳がある。

これらの他，後期古墳の横穴式ィi屯墳は多く，古見戸坂古墳群，上市瀬古墳群などは 3-5基で

構成され，い坂 1号墳は陶棺を内蔵しており，鉄鏃，大刀，刀子，鍬先などの他多くの須恵器，土

師器と 3対の耳環が!I日．．してしヽ る。（註 5)。

昭和45年調代をした穴塚占墳（報告書予定）は約12mの石室をもつ巨石墳である。

赤聾 l、河内，西河内にも横穴式イ［室が点在する。下市瀬遺跡で発見されたシガラミは古墳時代

に低地の緑辺部が拓かれて水田化かすすんでいたことを示していたる。戸坂古墳群の近くに三基の

古窯址がある。

奈良朝時代以降

美作の西部に位遣する！圧庭郡は「倭名抄」によると旭111を境に左岸が大庭郡，右岸が真島郡とな

っており，田原，河内．垂水，大庭などその郷名が残っている。奈良，平安時代については下市瀬

逍構の建物址，瓦類，須患器，井戸の他，西河内古窯址，旦の原遺跡からは奈良時代の須恵器が出

土している。また井手井倉遺跡からは奈良時代～平安時代の土器片が採集されている。大字高屋に

貞•島郡術の存在を主脹する説もある。平安時代には，神社や，寺院の建立や，真島庄，河内庄など

の名もみられるが詳かでない。鎌倉時代以後，江戸時代初期については断片的な文献と点在する山

城などから組みたてる他はない。

梶原景時が美作国の守護職となったことは東鑑十一に記載がある。 14世紀中頃から山名氏と赤松

氏の抗争が活発化する中で山城館，堡，構などが築かれはじめたと考えられている。しかし，それ

よりも早く正平15年 (1360)山名氏の進攻により落城した篠向城などの山城も築かれている。その

後尼子氏，浦上氏，毛利氏，宇喜多氏らの勢力争いの場となり，宮山城，注連山城，土器尾城逆巻

城などが築かれた。（註 6) これらの山城の外に小規模な居館がその山麓，低地に営まれていたと思

われる。美作は天正12年以後は宇喜多氏の統治下にあったが，関ヶ原の敗戦により，小早川氏統治

-405-



下河内逍跡

下に入り更に慶長 8年，森氏の

統治下に入ることになる。

註 1 「西原遺跡出土の石器」

河本清，枝川陽，栗

野克已『考古学雑誌』

第58巻第 2号

註 2 岡山県埋蔵文化財発掘調

註 3

註 4

註 5

Jt 6 芙作占城史(・.)

昭和28年寺阪Ji火

争

・ー

鵞

亀
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下河 内 遺 跡

た。 El-E3 トレンチは，耕土層• 亜角礫を含む黄褐色土層となり，遺物・遺構は検出できなか

った" E 4トレンチでは耕士層下に旧水田層かあり，礫を含む褐色土層からは備前焼播鉢，瓦器，

須忠器・—:t-.師器・弥生式十器片が出士した。 E6トレンチからは，奈良時代の須恵器片が出士して

しヽる。

以卜のことから，東区束半部は久保谷川の氾濫で逍構は存在しないか，西半部から用地北西部に

かけては，河内川が形成した低い沖積段丘であり，弥生時代～中世にかけての生活面となり得たと

息われる C 本調代においては逍構を明らかにできなかったうえに，出土逍物は少量で遺跡の性格を

11月f侑9こし得なかった。

出I辿物

弥牛式t器 (3似I-1) 

甕形十．器で底部を除いて半分以上が残っている。口縁部はにぶ〈外反し，口縁端部は上下に肥厚

し外1(1iには退化した細い凹線文が施されている。頚部は短かく，内外面ともに横なでによる整形で

ある C,

胴部は球形をなし，屑はなく，外面は刷け目が施され，内面には指唄圧痕がみられる。弥生時代

後期初別iと名・えられる。

； J'i! じA岱 (3r文1-2) 

須忠器蓋の破片で内側は研病されており，転用硯と思われる。高台の形態からみて，奈良時代の

追物と名えられる。

図化できなかったが，閥台付め杯底部片も出土している。

土錘 (3図ー 3)

長さ4.5cm,最大径1.4cmの紡錘形をなす。時期は明らかでない。

瓦器 (3図ー 4)

器面は灰黒色を呈し，口緑部より 2cm下に凸帯がめぐる。外面にススが付着しており，士鍋と思

われる。

宋銭 (3図ー 5)

景徳尤宝（北宋1004-07)

屈・・,淑尤宝（北宋1068-77)

伽 iii焼播鉢 (3図ー 6)

灰白色を呈し，内面には 6本単位の条線が放射状に施されている。
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下河内遺跡

4. まとめにかえて

本調在で出士した逍物は弥生時代後期から室町時代まで，時代差がはげしいか，明確な遺構が検

出されておらず，その性格を明らかにし雅い。しかし，河川の氾濫をうけない沖積段丘上が古くか

ら生活面として利用されたことか考えられ，狭い低地においてさえ，有為な生活空間であったこと

は，他の地域においても同様に考え得る査料を得た。

河内川を中心とした狭い袋小路的地形区をなす低地内に点在する遺跡は古墳時代のものが最も多

いが，赤野逍跡からは縄文時代の遺物が少最出土している。弥生時代の遺物は本遺跡出士の甕形士

器以外にその数は少ないか，.'.°!:在する沖積段丘上に存在する可能性がある。

占墳は赤田占墳群，久保谷古墳などがいずれも後期古墳に属する。古墳時代集落址については赤

野遺跡で方形の住居址か検出されている。本逍跡で奈良時代の須恵器が少量出土している。遺構に

f'lわないので速断はできないが，須恵器杯片や頃恵器蓋の転用硯片は付近に遺構の存在をうかがわ

せる C

本調介で最も多く出土した遺物は，瓦器，備前焼，青磁，宋銭，瀬戸焼の天目茶碗などの中世に

属するものである。これらの遺物は赤野遺跡出土のものときわめて類似している。01:)すなわち，

鎌倉～未町時代に比定できるもので，本遺跡が立地する沖積段丘上に遺構が存在することが考えら

れる。

註 岡山県埋蔵文化財発掘調企報告 3

「赤野遺跡」 19 7 3 岡山県教有委員会
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穴塚占墳

●穴塚古墳は、昭和45年 7月27日より約 2ヵ月間にわたり、真庭郡落合町西原で緊急発掘調査を

行った記録である。

●発掘調査は、中力昭、伊藤晃が担当し、河本清、柳瀬昭彦、福岡澄男の協力を得た。

●位潤、地形については西原遺跡（第 3分冊）の図を参照されたい。
亀
曾

1 • 調査の経過

日本道路公団の事業である縦貫道建設に伴い、昭和45年 7月27日より緊急に発掘調在することに 量

なり、対策委貝の打々のご助言により県文化課によって調査を実施した。

以下日誌の抜き書きである。

O調在日誌（抄）

45年 7月27日（晴）落合町宿舎に到済。諸器搬入。

7月28日（晴）平刈り、旧墓地の石垣こわし、写 ,'f.(調査前）。

7月29日（晴）草刈り、古墳全景写真、羨道部調布c

7月30日（晴）地形測量開始、石室内清掃をはしめる。

7月31日（曇のち雨）測量続行、石室内清抽中直刀らしきもの検出。

8月 1日（埜） i!!tJ址、玄木内出上の土を調べろ。玄字内床面確認。

8月 2日（埜）測雇図修正、玄宋内上中の上器検出。

8月3日（晴）須恵器出i:、人骨らしきもの検出。

8 月 5 日（晴）玄屯及ぴ羨道部埋七の除±~、清掃、埋土内の遺物再確認。

8月 6El (晴）玄本内清揺・,c:r、次逍部埋十．の除去。

8月 7日（雨）雨のため作業中止、出土逍物の東各理。

8月8日（晴のち雨） トレンチ設定部の幕のイi垣こわし、雨激しく作業中止。

8月 9日（晴）地形測量補足、遺物躯理、 '.lj'.だ撮影。

8月10日（晴）東 I、レンチ掘り始め、，況近部前面掘り下げ、夜石屯内撮影。

8月11El (晴）羨逍部前面掘り下げ（地山lfliまで）束トレンチ掘リードげ、 ',1/1]り付け準備。

8月12日（晴）羨道部前面束トレンチ地山面まで掘り下げ完了、割り付け。

8月13[J (晴）人夫休み (3l:l /ill l、プラン図作成、 ',iii]り付け C

8月14A (雨）台風 9号のため雨激しい、プラン図修正、床面逍物取り上げ。

8月151:l (雨） ,, 遺物整理。

8月18El (晴）北トレンチ西トレンチの掘り下げ開始。

8月19日（晴）昨 Hの作業続行、イi牙，：内‘内I]り付け、夜会議出席。

8月20日（晴）明治以降の人件出土、処理のため作業進まず。

8月2lfl (雨）遺物、図面格理。

＇ 

S
 

會
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穴塚占墳

i! 

ュ

8月22日（晴）石室内割り付け完了、縦断セクションはぽ完了。

8月23日（晴）石室内実測はじめる。

8月24日（晴）石室内実測、東トレンチ南側掘り進める。

8月25日（晴）石室内実測、西トレンチ南側掘り始める。

8月26日（晴）石室内実測、西トレンチ南側掘り始める。

8月27B (晴）石室内実測、西トレンチ南側掘り始める。

8月28日（晴）石室内実測、西トレンチ南側掘り始める。

8 月 29 日（晴）石•桑内実測、縦横断盛土セクション写真。

8月30日（晴）石室内実測ほぼ完了、写！刃最影。

8月31日（晴）東トレンチの掘り下げ続行。

9月2日（晴）夭井石露出、作業開始。

9月3日（晴）天井石h苓出作業。

9月48 (晴）束半部の掘り方追求、西南部掘り進める、天井石露巾。

9月5日（晴）天井部東半部清掃、新しい人骨出士のため作業中止。

9月6日（晴）人骨処理できず作業中止。

9月7日（晴）天井石上面縦断セクションの実測、写真。

9月8日（晴）人竹処理（町教委）、天井石実測。

9月10日（晴）天井石全面清掃（写！勺用）。

9月11日（晴）天井't和T、割り付け、西トレン千セクション実測、写!'!。

9月12日（晴）天井石割り付け続行。

9月14日（晴のち雨）天井石割り付け続行。羨道部前面堤取りこわし。

9月15日（曇のち雨）写！甘撮影、午後雨のため中止。

9月16B (曇のち雨）天井石得ljり付け、束側掘り方掘り進める。

9月17日（晴）現場見学会。

9月18日（雨）雨のため作業中止、出土遺物実測、写真整理。

9月19[:J (曇のち雨）雨のため作業中止、実測図整理、遺物実測。

9月20日（晴）天井石実測はじめる。掘り方セクション清掃、写真、実測。

9月21日（晴）天井石プラン図作成、実測。

9月22日（雨）遺物実測。

9月23日（雨）実測図遺物の整理。

9月24日（晴）天井石実測完了。

9月25日（雨）小雨の中で作業続行、全作業ほぼ完了。

-415-



穴塚古墳

2. 位置

落合の地は、その名が示すように旭川を本流として西から上房郡菩部、中津井に源を発する備中

川、そして東から落合町西河内関山に源を発する河内川等々の小中河川が合流している。地質はほ

とんど水成岩で、第 4紀新層よりなっている。 さ

落合地区においては、旭川本流に沿って、はとんど平野らしい平地も認められないけれども、備

中川、河内川等々の小中河川ぞいの辺狭な谷間に沿って水田が開かれている。旭川本流沿いは過去

においても当然旭川の氾濫原としてたぴたび洪水にあった可能性が強く、開発もむしろ備中川、河

内川等々の小中河川沿いの沿いの谷間の方がより安全性が高かったであろうと思われる。この旭川

の束岸段丘面には弥生時代から人々の生活がはじめられている。先に調在された西原遺跡は、弥生

時代中期以降の生活跡であり住居址をはじめ、数多くの遺構が検出されているし、過去において有

隣中学校（現落合中学校有隣校舎）、校庭拡張工事においても、弥生式土器片、須恵器片多数が出上

｀
 

しているという。

また、背後の山塊上には、前半期古墳に含まれると思われる川東車塚｀（前方後円墳）が存し，山

頂にも弥生時代の己含層が存在している。穴塚古墳はこの遺跡群の束端に位置し，弥生時代の包含

層を削ギして構築されている。

3. 古墳の構造

現状において、この古墳の墳丘部分は近世以来現在までの墓地として利用され、墳丘およぴ墳端

部は一部採十の艇を認めるはど変形していた。

したがって本来の墳形について、円墳あるいは方墳である断定をにわかにくだしがたい状態であ

った。ただ北側の残存の部分がわずかに弧状を描くように判断できるところから仇径20mをくだら

ない円墳であったろうと推定される。

また、古くから人口が開Llしていたため、横穴式石室の内部も戦時中防空壕として使用されたり，

戦後まもなく好ボ家等によって、 1米面の下まで盗掘にあっている部分もあった。

穴塚古墳の槃造される以前の旧地形は緩斜面であるが古墳を築造するために、旧地表（弥生包含

屑）および地[lJを掘りこんだいわゆる掘り方から記すと、輻 7m (束峡外側から約 lm、西壁外側

から約 2mの余裕がある，） Lくさ約 9m、深さ約 1.5m (最深部分）、斜面下部では、 1 m前後掘りこ

んで11組みを行なっている。

玄和米面は、地山の淡黄色粘七屑をそのまま I和紺にしているが、はぽ床面全体が荒らされており，

染造当時のI米に密済して発見された遺物としては，奥照付近で小鉄刀およぴ人骨片が確認できたに

すぎなし、 3

羨逍部I米面は，約 1.5mからl山j側収最下↓女のイiが，すぺて見えるまで削られ，ゆるやかな U字状

になっており，数次にわたりかき出された様相を呈していた。

“. 

。'

脅
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穴塚古坑

4. 石室の規模

横穴式石室は，全長約12mの左片袖式である。玄室の数

値から記すと，長さ3.8m,巾2m, 高さ 2.7mで，羨逍は長さ

8 .2m, rtJが袖部で1.5m,入口付近において lmを計測しえ

t・ 、-0 

石室奥臆の構築は，最下段3コの石は地山に掘り込んで竪積

みにし，第 2段目から横積みにしている。そのほか石をた

てて使用しているのは玄室と羨道との境の袖石のみである。

玄4サ•およぴ両側壁は，最下段からすべて横積みにして 7 段

に積み菫ね，床面と天井面での差は約 1mで，いわゆる持

ち送りの型をとっている。羨道部は， 3-4段積みでほぽ

垂附にあがっている。天井部は，玄宅部で 2枚，羨道部で

3枚現存していたが，羨道部をおおいつくすには，南部の

入口付近にもう 1枚あったものと想定される。

さらに， それぞれの天井石の間隔をうめるように20X40

cmの角礫や河原石等がつめられている。

全体として， この石室は羨道部が非常に長い特徴をもつ
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第 3図 穴塚古墳石室平面図

（縮尺1/100)
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穴塚古 JJ't

5. 出土遺物

床面における遺物は，小鉄J] (1)のみで，あとは馬具（絞具）鉄鏃，鉄斧，須恵器が出土して

いるが，すべて遊離された状態であった。

小鉄J) (1) は，全長30cm, 中心8.5cm,rJJlcm, 6cmの所に径0.3cmのHくぎ穴があり，端部に木質

が部分的に残存している。刃渡り 22cm, rfJ2.3cmである。

馬具(2,3) は，絞具と思われるもので，金りKリを行なっている痕跡がみられる。

鉄鏃 (4) は，全k約11cm, 最大III2 cmをはかる。

鉄斧 (5) は，全長11.5cm, 刃輻 4cm, 袋はほぼ円形を成している。

須必器十イ溢 (6)は，小破片であるが， 口径14cm, 高さ約 5cmと思われる。杯身 (7) も小砂片

である。 lJ径13.5cm, 高さ 4cmをはかる。

莞壺 (8) は，は,r完形で口径5.5cm,高さ 7.4cmあり，内部には丹かつまっていた。
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第 4図 穴塚古墳出土遺物
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図版 2
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図版 4
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図版 5
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図版 6
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